



























































これはゾンビですか？８




はい、キスしてごめんなさい








木村心一





富士見ファンタジア文庫









本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















口絵・本文イラスト　こぶいち　むりりん

口絵・本文デザイン　伸童舎
















　ＣＯＮＴＥＮＴＳ









プロローグ「コミ、ケットっっっっっっ！」




第一話「うむ。『魔法新撰組少女・沖田』の永倉だ」

第二話『手下』＝『ゴミみたいなもんだよ！』

第三話「オレ、相川にベリーグッドラッキングガイになって欲しかったんだ」

第四話「相川って──ダンカンだよな」




エピローグ「お見苦しいところをお見せしないで下さい」







　あとがき





























　一年が終わろうとしています。相あい川かわ歩あゆむです。

　厳おごそかな雰ふん囲い気き漂ただよう大おお晦日みそか。粗そ大だいゴミと一いつ緒しよに、嫌いやなことも良いことも、全すべて捨て去って新しい気持ちで新年を迎むかえる重要な日。

　その日俺は、真っ黒い曇くもり空の下、人ひと混ごみの中にいた。

　前を見ても左を見ても右を見ても後ろを見ても、人、人、人、人。

　黒のジャンパー、黒のダウンジャケット。黒のダッフルコートに黒のロングコート。という同じファッションセンスを持った人混みの中にいた。

　まあ、俺も黒のダウンジャケットだけど。

　何人ぐらいいるのだろうか？　全校集会よりも人が多いことは確かだが、一日早い初はつ詣もうで──という訳ではない。

　低い気温に向かって吐はき出された息は白く、自分が出したそれを哀あわれな目で見つめながら呟つぶやく。

「今何時なんだよ」

「六時二九分だ」

　答えたのは、隣となりで俺と同じく白い息を吐き出すメガネの男。

　こいつの名前は『織おり戸と』。織戸なんとーか。下の名前なんざ覚える気も起きない男だ。

　モテるために髪かみ型がたをツンツンさせたが、誰だれにも見向きされない可哀かわい想そうな奴やつ。ただただウザく、読者の誰も望んでいないので、服装には触ふれないでおこうと思う。

　さらにもう一人。俺の後ろに並んでいる少女がいた。

　彼女の名前は──えー、本名がメイル・シュトロームだが、いかにも怪あやしい集団である吸きゆう血けつ忍にん者じやとしての名前なので、一いつ般ぱん的には『吉よし田だ友ゆ紀き』と名乗っているが、短い髪かみと汚よごれることを気にせずスイカを三秒で食い尽つくすガキみたいな性格から、友紀はユキではなくトモノリと呼ばれている。

　あー、疲つかれた。こいつの紹しよう介かいはいつも疲れるね。

　陸上部だからなのかは知らないが、短パン大好きな友紀は今日もデニムのショートパンツにストッキング。

　上はブルゾンだが、寒そうに見える。

　──防寒性能は犠ぎ牲せいになったのだ。オシャレの犠牲に、な。

「それにしてもすんげー人の数だよなーっ！　もう今からワクワクしてきたぜ！」

　体を温めようとしているのか、足あし踏ぶみをしながらテンション高く話しかけてきた友紀に対して、俺は冬の空の如ごとく冷え切った表情で白い溜ため息いきを吐つく。

「朝っぱらから元気だな。今何時なんだよ」

「六時三〇分だな」ツンツン頭の男がメガネをくいっとあげる。

「いいじゃねえかよ！　たまにはこうして列に並ぶのさ！」

　犬っころのように元気な友紀。こいつは陸上部なので、体育でやる地じ獄ごくの冬マラソンも大だい歓かん迎げいなやんちゃガールだ。

　俺は万年帰宅部の怠なまけ者高校生でゾンビ。走るのは得意じゃないし、寒いのは嫌きらいだ。

　こいつの意見に、賛同できるはずもない。

「そうだぞ相川。お前が来たいって言ったんじゃねぇかよ。コミケに」

　そう、ここは『コミックマーケット』と呼ばれる、世界でも最大規模の同人誌即そく売ばい会かい会場だ。

　列の先にあるのは、逆三角形のオブジェを二つ並べたような妙みような建物。

　つい先週まで、俺はおっぱい……じゃなかった。ネネさんという女性のところで、同人誌を作る手伝いをしていた。

　それがちゃんとした本として売られているところを見てみたい。

　そんな思いを、今隣で寒さにメガネを曇らせている織戸野や郎ろうに話したら、「ちょうど俺も行くから一緒にどうだ？」とかなんとかぬかしやがった。

　今でもどうしてなのかわからないが、「なら、せっかくだし一緒に──」なんて言ってしまったんだ。

　半年前の俺だったら確実に無視していただろうに。どうしてこうなったのか。

　今年の最後を飾かざる大晦日に、手痛い判断ミスである。

「それにしても、なんで友紀までいるんだ？　全く、今何時だと思ってんだよ」

　友紀は、健康系アウトドア少女だ。確か部屋には様々なスポーツ用具が揃そろっていたような気がする。

　ただ本やアニメグッズを漁あさるだけのイベントに参加したがるとは、到とう底てい思えない。

「オレがいちゃ、悪いのかよ」

　少し口をすぼめ、むっとした表情を作るのも、まるで少年がするような仕草だった。

　ぼそっと織戸が「六時三○分だ」と呟いたのは無視。

「いやいや、悪いとかじゃなくてな。カバディやペタンクやキンボールやタスポニーのルールを知ってるようなスポーツ大好き娘が来る場所じゃないなって思ってな」

「おおっ、相川！　タスポニー知ってんのか？　帰ったらやろうぜ！　インディアカでもいいけど！　やってくれる奴がいなかったんだよ～。嬉うれしいぜ！」

「……道具持ってるんだ」

「どういうスポーツなんだよ……タスポニー」

　話についていけない織戸は、暇ひまを潰つぶすためになにやら分厚い本をキャスターのついた旅行カバンのようなモノから出した。

「タスポニーは簡単に言うとバレーと卓たつ球きゆうを合わせた──」

「話が逸それる言い方をした俺が悪かった。お前みたいなスポーツ大好き少女が来る場所じゃないだろって話だよ。ここはなんというかその──」

「オタクの集まりだから？」

　濁にごしていた言葉を友紀は直球で投げやがった。あんまり言わない方が良いのかと思ってたんだが──まあ、別にオタクという言葉を下に見ている訳ではない。でも、俺自身がオタクなのをちょっと認めたくないというかなんというか。

　……まあいいや。

「そうだ。お前は俺たちと違ちがって、オタクじゃないだろ？」

「何言ってんだ相川！　オレたち吸血──」

　アホの友紀は秘密の組織であるところの『吸血忍者』を言いかけて一度口を閉じ、ごほんごほんとあからさまな咳せきで濁してから話を続ける。

「オレの故郷では、八割の奴がオタクだったんだぜ？　オタクをバカにしてんなら、相川でも許さねえかんな！　オレだってオタクだ！」

　両手を突つき上げるようにして宣言する友紀に、何な故ぜか周りから拍はく手しゆが巻き起こり、俺は「お騒さわがせしてすいません」と頭を下げた。

「友紀。声がデカイ。──言われれば、確かに厳格な性格のサラスもオタクだったような」

「オレの上司もオタクだしな！　頭領の娘さんなんか、ネットアイドルやってるし、多分今日もコスプレしに来るんじゃねえか？」

　友紀は日本のどっかにあるという忍者の里からやってきた。その里にいる人間の八割がオタクだということはつまり──もしかして、吸血忍者の里では一人前になるまで引き籠こもりが多いのか？　いや、忍者らしく、ひっそり暮らしていると言うべきなのだろう。

「そ、それに……さ」ぎゃーぎゃーと喚わめいていた友紀が、急にしおらしく呟いた。

「ん？」

「別に趣しゆ味みが合わなくても、その、えと、相川と……遊びたいから……どんな場所でも……お、オレは……行くぜ？」

「お前は、たまに照れくさくなるようなことを言い出すな」

「うっせえ！　恥はずかしいから言おうか悩なやんだまま声にしちまっただけだ！」

　コロコロとテンションを変える友紀を、ちょっと可愛いと思ってしまった自分がいた。

　そんな自分を否定するように首を横に振ふり、織戸へ目を向けてみる。

　見るからに重そうな分厚い本を、パラパラとめくっている。

「何見てるんだ？」

「カタログだよカタログ。なんだよ相川、持ってないのか？」

「カタログって……なんの？　全く、何時だと思ってんだ」

「コミケのカタログに決まってんだろ。アホかお前は。六時三一分だ」

　そんなに分厚いんだ。

　感心したようにカタログを眺ながめていた俺の肩かたを、ぽんぽんぽんぽん……と、少し早めのテンポで叩たたく友紀。

「なあ相川──」

　なんだ？　と声を返す前に、友紀は遠いところを見つめながら、ぼそりと呟いた。

「誰かに見られてる気がする」

　そりゃあ、こんだけ騒いでたら見られたりもするだろうさ。友紀は見た目だけなら、そこそこ可愛い女の子でしかないからな。

　だが、どうしてだろう。少し気になってしまった。







　さて、ダムが決けつ壊かいしたらどうなるだろうか？

　答えは簡単。水が荒あれ狂くるったように流れ出ていく。

　ダラダラとくだらない話をして時間を潰していた俺たち。

　開場したことに気付いたのは、無む駄だにテンション高い奴らが──

「レッツっっっっっっっっっ！」

「コミ、ケットっっっっっっ！」

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおっっっっっっっ！」

　雄お叫たけびと共に駆かけだした。

　まるでゲートがオープンしたばかりの競走馬のように、猛たけ々だけしい男たちが怒ど濤とうの勢いで会場へと入っていく。

　その勢いたるや、決壊したダムによって解き放たれた荒れ狂う水の如ごとく。

　なぜ俺がこんなヘタクソなたとえを用いたのか。

　ただ、こう言いたかったのだ。

　俺は、押し流された。──と。

「あ、相川ーっ！」

　手を伸のばす友紀が、人の川に流されていく姿が見える。

　くそっ！　こいつらさっきからスタッフの方が「走らないで下さい」と叫さけんでいるのが聞こえていないのか！

　それにしても凄すごい人の量だ。大河ドラマの戦争シーンでもこんなにいないぞ。

　人波に揉もまれて、やっとこさ会場に入った俺は、完全に織戸と友紀を見失っていた。

　織戸と一いつ緒しよに回れば迷わずにすむだろうが……どこへ行けばおっぱい……じゃなかった。ネネさんに会えるのだろうか。

　カタログをちゃんと見ておけば良かったな。とにかく、織戸か友紀と合流しないと。

　館内アナウンスとメガホンでも、『混こんでるから走るな』といった呼びかけがあるにもかかわらず、我われ先さきにと爆ばく進しんを続けるオタクという名の黒い流星たち。

　俺も負けじと食らいついて、倒たおされないよう注意しながら進んでいく。

　列は二方向に分かれていることに気付いた。

　右手側と左手側。右手側はホールになっていて、ここで同人誌が売っているようだ。

　ホールからは築つき地じの魚市場ばりの様々な声が聞こえてくる。

　正直、入りたくない。この殺さつ伐ばつとした雰ふん囲い気きに耐たえられるほど、ゾンビは気が強くないのだ。

　左手側は──まだまだ通路になっているようだな。この流れに沿って会場全体を捜さがすべきか？　いや、だが、もし──織戸がこのホールにいたとしたら。

　人の流れから外れて、ウロウロと歩き回る。

　どうしたものか。悩みに悩んで──

　よし。入ってみよう。

　決意して、俺はくるりと振り返る。

「うきゃ」小さな悲鳴。その声こわ色いろから、可愛らしい女の子であることを瞬しゆん時じに判断出来たのは、蓄ちく積せきされた経験値ゆえであろう。

　人の流れを無視して、急に振り向いたから、ぶつかってしまったのだ。

　それは、可愛らしい女の子だった。

「ご、ごめんなさい！　ごめんなさい！」

　ペコペコと頭を下げる少女。身長は一五〇センチ程度だろうか。中学生ぐらいかそれ以下か、ロリロリっとした少女だった。

　あら、可愛い。

「こっちこそすみません。もっと周りをよく見るべきでした」

　と頭を下げても、依い然ぜん少女は頭を下げたまま──

「ごめんなさい！　私が悪いんです！　ごめんなさい！」

　悪いのは俺なのに、なんて謙けん虚きよで良い子なんだろう。

　頭にはティアラ的なモノ。服装はドレスを基調とした可愛らしいコスプレ衣装。恐おそらくお姫様系のアニメキャラを模しているのだろう。

　何より気になったのは、大事そうに抱かかえているライオンのぬいぐるみ。

　子こ猫ねこぐらいの大きさをした立派なたてがみのライオンをぎゅっと両手で抱だきしめていて、お辞じ儀ぎをする度たびにぶらんぶらんと尻尾しつぽが揺ゆれている。

　そんな女の子が、キラキラと輝かがやくブロンドの髪かみを振り乱し、頭を下げているのだから可愛らしい。

　だが、なんだろう。可愛いだけじゃない。どこか不思議な雰囲気を持っている。

　そう、それは──俺をゾンビに変えたネクロマンサー様と同じ雰囲気。

　ミステリアスというかなんというか。目が離はなせない雰囲気を持っていた。

「あ、あの！　その……私！　ご、ごめんなさい！」

「こんなところへ、一人で来たんですか？」

「え？　……い、いえいえいえいえ……」

　顔を真っ赤にさせて首を横に振る少女。一人じゃないようだな。

「じゃあ──」

「そ、その……ご、ごめんなさい！」

「いや、謝らなくてもいいっすよ。もしかして、人とはぐれたんなら、俺と一緒に歩きませんかね？」

「え……いいんですか？　わ、私なんかと一緒に……ご、ごめんなさい！」

　笑え顔がおを見せたあとに、やっぱり謝った。そのせいで、断られたように聞こえるな。

　どうやら、この子は「ごめんなさい」が口くち癖ぐせのようだ。

「お名前は？」

「あ、えと……ご、ごめんなさい。な、名前はその、りりりりりりりり……」

　まるで目覚まし時計のようだった。頰ほおをぽっと染めている姿が何とも可愛らしい。

「落ち着いて落ち着いて。俺は、相川歩って言います」

「あ、はい。わ、ワタクシは……リリア・リリスと申しますっ！　ごめんなさい」

　申し訳なさそうな顔で、リリアは堅かた苦くるしい言い方でそう言ったので、くすりと笑ってしまった。もしかして、何かのアニメキャラの名前なのだろうか。

「ひっ、ご、ごめんなさい！　気を悪くされましたか？」

「あー、いや、そんなことないですよ。では、行きましょうか？　お姫様」

　ドレスのような格好をしていたので、俺はお姫様をエスコートするように手を差し伸べ、リリアはその手を取った。落とさないよう、もう片方の手はぎゅっとライオンを抱く力を強くさせる。

「ご、ごめんなさい」

　そう言って、下を向いた可愛らしい少女に、俺は少しドキドキしていた。

　そして、その不思議な少女リリアと共に、俺は織戸たちを捜さがすことにした訳だ。

　何をするにも、「ごめんなさい」を繰くり返すリリア。

　人と肩がぶつかって倒れそうになっても、揉みくちゃにされても、彼女は謝り続けた。

　どこから来たのか。趣味はなんなのか。どんな本が欲しいのか。何を聞いても、とりあず「ごめんなさい」だ。

　そんないたいけな少女と一緒なら、ただの人捜しも楽しみがあるというものだ。

　俺の顔はきっと、終始にやけていただろう。

「相川ぁーっ！」

　お、手を振る友紀の姿が見える。やっと合流できたな。

「おー、トモノリー。俺が捜してた奴やつです」

「あ、そ、そうですか。よかったですね……ごめんなさい」

「リリア様～」

　ちょうど反対の方からリリアの名前を呼ぶ声が聞こえた。

「あ、私も会えたみたいです。ホント、色々──ごめんなさい」

「そっか。じゃあ、ここでお別れだな。……なあ、リリアはどうして、そんなに謝るんだ？　周りを気にしてばかりだと、大変だろ？」

「ご、ごめんなさい！　私、小さな頃ころからずっと……周りから──その、申し訳ないって気持ちしか──出しちゃいけないんです」

　もしかして、学校とかでイジメに遭あっていたのだろうか？　謝ることが習慣になってしまうほどに。

　あんまり聞いちゃいけない話だと判断した俺は、友紀の方へ向いて手を振ふる。




「私は──死を、呼ぶ者だから……ごめんなさい」




　──ぞわ。背中越ごしにかけられたリリアの可愛い声がダウンジャケットやシャツをすり抜ぬけ、全身を撫なでられたようだった。

　振り向いたとき──すでにリリアはいなかった。

　俺は幽ゆう霊れいを乗せてしまったタクシー運転手のような気持ちで、呆ぼう然ぜんと立ち竦すくんでいた。




　死を呼ぶ者。──その言葉は、知っている。




　俺をゾンビに変えたネクロマンサーが、そう呼ばれていた。

　そう、ネクロマンサー、『ユークリウッド・ヘルサイズ』は、そのあまりに強い魔ま力りよくのせいで、周りにいる人間の運命を変えてしまう。

　それも、悪い方向に……

　現に、俺はユーに出会って死んでしまったし、様々な事件が矢や継つぎ早に起こっていった。でも、俺はそれを全すべてユーの仕し業わざにしたくなかった。

　死を呼ぶ者だから。という言葉だけではこんなに驚おどろきはしなかったし、その言葉を鵜う吞のみにはしなかっただろう。

「申し訳ないという気持ちしか出しちゃいけない」という言葉が、それがユーと同じ力であることを示していたんだ。

　──そうか。言われて初めて知った。そして、納なつ得とくした。

　ユーは確かに、いつも『申し訳ない』と思っている。その感情だけは、運命を変えないんだ。

　ユーと同等、あるいはそれ以上の魔力を持った人物。

　そして、その力を理解している人物。

　吸きゆう血けつ忍にん者じやの頭領はヴィリエの人間だった。

　その娘むすめさんならば、ユーと同じレベルの魔力を持っていてもおかしくはない。

　友紀の言っていた、頭領の娘が、あのリリアなのではなかろうか？

　あるいは──

























　友トモ紀ノリと合流した俺は、さっき出会った不思議な金きん髪ぱつロリ少女が気になって仕方がなかったが、まあ謙けん虚きよで良い子そうなので今は無視して、織おり戸とかネネさんを捜さがそうと、恐おそる恐る同人誌即そく売ばい会かいホールへと入っていったのだが──

「あ、相あい川かわ……」

　友紀は耳まで顔を真っ赤にさせて、ずっと俯うつむいていた。

　俺のダウンジャケットを親指と人差し指だけでちょいっと摘つまんで、後ろをついてきている。

　というのも、ここにある同人誌のほとんどが『エロ同人』だったからだ。

「お前、こういうの苦手だっけか？」

「あ、当たり前だろっ！　こんなの、オレじゃなくても……恥はずかしいじゃねえかよぉ」

　んー、と目を閉じて本を見ないようにする友紀。目を瞑つぶっているから、歩く歩ほ幅はばもちょこちょこと狭せまいものになっている。

　コミックマーケットに一八歳未満お断りな本が多数販はん売ばいされてることぐらい、わかっていると思っていたんだが──

　キョロキョロと辺りを見回して、織戸の姿を捜すが全然見あたらない。メガネの男なんてここじゃあ個性にならない。

　あいつは一体、どこにいるのだか。

「別の場所を捜すか？」友紀に声をかける。

「そ、そだな！　ここにはいない気がしてならないぜ！」

　今すぐにでも出て行きたい様子だ。

　列から抜け出して来た道を戻もどろうとしたが、人口密度が凄すごい。このまま列に沿って進むしかなさそうだ。急に戻ろうとしたら、さっきみたいに迷めい惑わくになるからな。

　お？　この本は──

「おい友紀。お前これ好きだったろ？」

　以前、暇ひまだ暇だと放課後に話をしていたら、友紀から勧すすめられたサッカー漫まん画ががあった。

　その同人誌が、そこにはあったのだ。

「え？　おお！　東京イレヴンズじゃねえか！　こんなのもあるんだな！　ちょっと感動したぜ！」

　やっとサークルの方へ顔を向けた友紀は立ち止まり、その本を手に取っていた。

　その目は、元気な少年のように眩まぶしい。

　同人誌を売っていたのは、メガネをかけた黒くろ髪かみの女性だった。友紀の無む邪じや気きな反応に微笑ほほえんでいる。ガキみたいに騒さわいですいませんと謝りたい気分だ。

「オレ、今この漫画が一番ハマってんだよ～」

「へえ～。どのキャラが嫁よめですか？」

　ニコニコと笑顔を見せた売り子さんが、本を手で指しながら友紀に聞く。

「嫁？　オレは相川のお嫁さんだぜ？」

「ん？」友紀の返答に、小首を傾かしげる女性。

　全く、まだそんなことを言ってるのかこいつは。

　俺と友紀は、吸血忍者の掟おきて上『夫ふう婦ふ』ということになっているらしい。

　そこに二人の感情は関係なく、ただ事故でキスをしたことがあるというだけだ。

　現に、友紀と俺の関係は『友達』の域を出たことはない。

「好きなキャラクターは何だって聞いてるんだよ」

　売り子さんの言葉を補足してやると、友紀は「ああ」と頷うなずいた。

「やっぱり十二神主将の一人、大おお友ともかな」

　友紀の言葉に、女性がずいっと顔を寄せてきた。

「通つうですね！　私もです！　どうぞ、中も見ていって下さい！」

「ふえ？　お、おおう」

　むふー。鼻息が荒あらくなるほど興奮した女性の迫はく力りよくに押されながら、友紀は中身を確認し、すぐに本を閉じた。

　顔がリンゴのように赤く染まっている。

「どうした？」

「こ、こここここここれ……」

　様子が気になったので、俺も一冊手に取って中身を見てみる。

　パラパラとめくってみると、裸はだかの男同士がくんずほぐれつしていた。

　いわゆる──ボーイズラブ、ＢＬ本って奴やつだな。やおい本とも言うか。

「サッカーをやれよっ！　東京イレヴンズはサッカー漫画だぞ！」

　目をぎゅっと閉じて叫さけびながら本を机に叩たたきつける友紀に、女性はきょとんとした表情を浮うかべたあと──

「もしかして、ＢＬは初めてですか？」

「みたいだな」答えない友紀の代わりに、俺が肩かたをすくめつつ答える。

　赤くなった顔を本で隠かくす友紀を見て、女性と俺はくすくすと小さく笑う。

　子供みたいな可愛い反応をする奴だな。と、女性も思っているだろう。

「そう……じゃあ、一冊差し上げます！　是ぜ非ひ私たちの世界を堪たん能のうしてみて下さい！」

「え！　い、いいよ！　オレ、こんなこっ恥ぱずかしいモノ……」

「彼氏さんも、一冊どうですか？」

「かっ！」ボン。と友紀の頭から何かが爆ばく発はつした音が聞こえたような気がした。

　せっかくなので、俺はその本を一冊買った。友紀はタダで貰もらったようだが、嬉うれしそうな顔を見せない。

　よっぽどショックだったのか、口を噤つぐんでしまった。

　列に並んだまま、ホールを後にする。

　流れに逆らわず、行く先も知らないまま階段を上り、屋外へ。

　空は曇くもり空。寒いはずの屋外だが、異様な熱気に包まれていた。

「相川も……こういうの……好きなのか？」

　やっと口を開いたかと思えば、らしくない小さな声。

「いや、俺は別に──」

　答えようとしたとき、友紀がはっと列から飛び出して後ろを振り返った。何かを思い出したように。

「どうした？」思わず聞いてしまうほど、瞬しゆん発ぱつ力りよくのある動きだった。

「誰だれかに、尾び行こうされてる」

　小さく、強く、友紀は真しん剣けんな顔でそう言った。

　と言われても──

　振り返れば、人、人、人。行列になってる訳だから、ある意味ではここにいる全員に尾行されているようなものだが──

「気にするな。もし尾行されてても、な。まあ──何かあればなんとかしてやるさ」

　友紀は吸きゆう血けつ忍にん者じやだ。言っていることに信しん憑ぴよう性せいはあるだろう。だがしかし、この中から誰か一人を特定するなんざ、出来る訳がない。

「でも──相か……」

　どどどどどど。列を離はなれた友紀のところに、川のような人の集団が。

　その人ひと津つ波なみはあたかも、普ふ通つう電車に乗ってるときに横を通り過ぎる急行電車のようだった。

　マズイっ！　友紀が流されてしまう。

　また捜し出すのは面めん倒どう臭くさい！

「トモノリっ！」咄とつ嗟さに手を伸のばす。

「相川ぁっ！」人ひと混ごみに押しつぶされそうになりながら、友紀も手を伸ばす。

　並んだままなら、届きそうにないな。

　列から出てしまうが、気にせず俺は一歩踏ふみ出して、友紀の腕うでを摑つかんだ。

　だが、人波に流されてしまいそうだ。黒い服を着た男たちは、我を失ったようにどんどん先へと進んでいく。何かあったのだろうか？　ところどころの叫び声を拾うと、何か重要な本が売り切れそうなんだと。

　いっそ売り切れてしまえば、これほど慌あわてないだろうに。

　ゾンビの力で、友紀の腕をぐいっと引っ張った。

　体が浮きそうなぐらいに強ごう引いんな方法で、なんとか助け出した友紀の体を抱だきしめ、一息吐つく。

　はあ。よかった。一人にならずにすんだ。

　ぎゅっと抱きしめる手を強めると、冬服では気付くことのない友紀の隠れ巨きよ乳にゆうがむにっと──おおう。マーベラス。

「あ、相川……ちょ、恥はずかし……」

　思わず俺も赤面してしまった。

「す、すまん友紀！　悪気があった訳じゃなくてだな」

　手を離し、必死に弁明すると──友紀は自分の体を抱きしめる。

「分かってる……分かってるから……気にすんな」

「あ、ああ……」何この空気……流れを、空気を変えないと。

　さっき並んでいた場所はもう詰つめられていて、列に戻れるような空気はなかった。

「そういえば、この行列はどこへ続いてるんだろうな。最さい後こう尾びに並ぶ前に、ちょっと見に行ってみるか」

「そ、そだな」

　どうも気まずい雰ふん囲い気きのまま、列を無視して先へ進む。

　どこまでも続く列に沿って進んでいくと、建物の中に続いている。

「企き業ぎようブースみてえだな」

　中を覗のぞいた友紀が呟つぶやいた。

「だったら、俺たちには関係ないか。ネネさんは企業って訳じゃないからな」

「そだな。──じゃあ、戻るか」

「列からはみ出て、結果オーライだったな」

　なんて、さっきの出来事を笑いながら話しかけるが、友紀は何か思い詰めた様子だ。急に抱きしめたのをもう一度しっかり謝るべきか──なんて考えながら来た道を戻り、階段のところへ差し掛かったら、スタッフの人に止められた。

「一方通行になります」

「……マジすか」

　ここに来て、戻れないという状じよう況きように陥おちいってしまった。

　完全に、樹海に入った。人という名の樹海に──

「あ、さっきあっちの方で階段降りてる人いたぜ？」

　まだ元気のないままの友紀が指を向けた方向。

　来た道とは真逆の方向、ここは恐おそらく最上階で、企業ブースしかないだろう。

　まだ見ぬ場所だが、ここで突つっ立たっているよりはいいはずだ。

　とにかく降りなきゃな。

　友紀に連れられて、屋外の階段を降りていく。

　その先に広がっていたのは、広いスペース。

　行列を並んでいた人たちは、申し合わせたかのように黒い服装をしていたが、ここにいる人たちは着ているものがバラバラだった。

　そう、コスプレ会場が、そこにあったのだ。

「ふわーっ！　すっげーっ！」

　友紀がまた少年のような瞳ひとみに戻った。

「なんでそんなにテンションが上がったんだ？」

　満面の笑みを浮かべる友紀。やっぱり、こいつはこうじゃないといけないな。

「オレたち吸血忍者ってのは長い間修行をするんだ」

「まあそうだろうな」忍者だし。

「そんときは、鎖くさり帷かた子びらか着物しか着させてくんねーから、色んな服を着たいってのはみんな同じだと思うぜ？」

　吸血忍者を指揮する立場であるサラスぐらいの吸血忍者がウチの学校にいるのも、高校の制服を着たいから──だったりするのだろうか？　ありえるから困る。

　力説する友紀は軽快なステップで階段を降りていく。

　コスプレ会場にも、人が溢あふれていた。

　カメラを構えた男共と、セクシーな格好をした女性。

　中でも一番人の集まっているところにいたのは──知り合いだった。

　艶つやのある綺き麗れいな長い黒くろ髪かみをポニーテールに結ゆっている。

　服装は、セーラー服だ。ウチの学校では制服がセーラーなのだが、それとはまた違ちがって見たことのない可愛らしいセーラー服。

　頭からびよーんと伸びる耳は、バニーガールのようだ。

　俺はその姿に、正直驚おどろいていた。

「おーっすセラフィムー」

　手を挙げて満面の笑えみで近づく友紀。驚きよう愕がくに立ち竦すくむ俺。

　吸血忍者『セラフィム』。そのボインキュッボンなナイスバディには、思わず舌を巻いてしまう。

　ウチの居い候そうろうをしていて、モデルのように手足が長く、背も高い。スレンダー美人であるが、主張するところはしっかりと主張する見事なバディの持ち主だった。

　ヒスイ色の瞳。整った顔立ち。その凜りんとした立ち居い振ふる舞まいは、どんな場所でも映える。忍しのぶ気ナッシングの目立った女の子だ。

「……歩あゆむ。なんですかその気持ち悪い顔は……まあ、いつも通りですが」

　友紀を無視して、俺を睨にらみつけるその鋭するどい眼光は、妖あやしく、そして美しい。

　とりあえずセラのところへと歩み寄る。

「意外だな。お前がこんなところにいるなんて」

「……気持ち悪い」

「やっぱり、色んな服を着てみたい吸血忍者ってのに、お前も入ってるんだな。そういえば、前にも猫ねこ耳みみを付けて「クソ気持ち悪い」」

　か、搔かき消されたっ！　諦あきらめるな俺っ！　諦めたらそこで会話終しゆう了りようですよっ！

「何のキャラクターなんだ？」

「………………」

　もはや、一いつ切さいの言葉を発しなくなったセラ。

　途と方ほうに暮れていたところに、後ろから声を掛けられた。

「セラフィムのコスプレは、青春学園ラブコメディ『てんか☆ふぶ。～生徒会長は本能寺にあり～』に出てくる上うえ杉すぎ学園高等部の人気キャラクター、『宇う佐さ美みん』だ」

　振り向くと、そこにはセラと同じように凜とした雰囲気を持った女の子が、ピンク色のコスプレ衣装の上から、袖そで口ぐちにギザギザ模様のある青と白の羽織を着て、偉えらそうに腕を組んでいた。……彼女はサラスバティ。

　セラの上司で、同じく吸血忍者だ。セラが髪かみを下ろして、さらに一段階キツイ目をすれば、サラスになるだろう。

　それぐらい、二人は似ている。

　肉付きの少ない細身の肉体。セラをモデル体型というならば、サラスはアスリート体型だろうか。

　何にしても、綺麗な女の子という位置付けはセラもサラスも同じだろう。

「宇佐美ん……ねえ」

　ウサギの耳を付けたセーラー服姿のセラは腕わん章しようをしている。腕章には『副生徒会長代理補ほ佐さ（書記）』と書いてあった。

　どんな設定なのか、地味い～～～～～に気になるが、セラは俺を無視し続けて、友紀と会話している。

「また会えたな。ダーリン。これはもはや運命ではなかろうか」

　サラスは偉そうな顔で、薄うすく笑みを浮うかべる。

「そうだな。運命だな」

　面めん倒どうくさい性格なので、軽くあしらって放ほうっておこう。

「いいなー。オレもなんか着たいなー」

　セラの服をまじまじと見つめた友紀は、おもちゃをほしがる少年のような目でセラを見ている。セラの反応を見たかったが──

「まだいくつか衣装がありましたよ？　あなたに合う衣装もあるでしょう」

　完全に俺に背を向けていやがるので、表情を窺うかがうことは出来なかった。

　ちょっと頭に来たので、からかってやろう。

「……お前、もしかして恥はずかしいのか？　俺に見られるのが」

　山やま彦びこを呼ぶときのように、メガホンの要領で口に手を当てて、聞こえるように呟く。

「んなっ！」図星だったのだろうか。セラは一度目を丸くさせたあと、それを悟さとられまいとすぐに気き丈じような態度に戻もどる。

「──耳の裏に溜たまった垢あかのようなあなたが見ているならば、気持ち悪いと感じるのは当然ですっ！」

　気持ち悪いかどうかは聞いてないのに──図星か。可愛い奴やつめ。ぐへへへへ。

　さくっ！　木の葉がっ！　木の葉が鼻の穴に刺ささったっ！　俺のキーゼルバッハが損傷し、鼻血が噴ふん出しゆつする。

　セラは木の葉を刃やいばに変える力を持っている。あー、あと言葉も刃に変えてぐさりと心に刺してくる。

　その力で、くない手しゆ裏り剣けんを作り、投げつけたのだ。

　近寄らないでおこう。サラスのところへと避ひ難なんする。

「で、マイダーリンは何をしにきたのだ？」

「ん？　ちょっと道に迷ってな。お前は何のキャラクターなんだ？」

「うむ。『魔ま法ほう新しん撰せん組ぐみ少女・沖おき田た』の永倉だ」

　誰だれやねん。

　いかにもオタクが好きそうな、メインから一歩離はなれた位置のキャラクターなのだろう。

　踏ふん反り返るサラスに、新撰組の衣装はよく似合う。

「一枚いいっすか！」

　メガネを掛けてリュックを背負ったオープンフィンガーなグローブを着けてカメラを構えた男性がサラスに声をかけた。

「構わん」

　サラスがポーズを取ると、ストレートロングの黒髪が広がる。──傍はたから見ると綺麗だな。吸きゆう血けつ忍にん者じやってのは、みんな外見がいい。吸きゆう血けつ鬼きみたいにな。

　カシャァカシャァカシャァカシャァ……

　連続でサラスを激写する男性。

　歓かん声せいの代わりと言わんばかりに、シャッター音が鳴り響く。

　まあ、スレンダーで綺麗な顔をしているからな。撮とりたくもなるだろう。

「もう少し前まえ屈かがみにお願い出来ますか？」

「うむ」

　おいおい、サービスしすぎじゃないか？　ブラジャーが見えちまうぞ。

「ちょっと座ってみて下さい！」

「うむ」

「おいサラス。さすがにちょっとスカートが短すぎやしないか？」

　思わず声に出してしまっていた。

　新撰組の羽織の下にあるコスプレ衣装は、ヒラヒラした可愛らしい少女のモノだ。可愛いとは思うが──

「ふふ、まるで父親のようなセリフだな」

　嬉うれしそうに笑うサラスに、俺は少し照れくさくなって顔を逸そらす。

「ちょっとそこの変な奴、邪じや魔まだよ。退どけよ」

　カメラを持った男性が舌打ちして、俺に向かって犬でも追おい払はらうかのように手をパタパタさせる。

　すると、サラスの目が細められた。カメラマンの胸むなぐらを摑つかみ、今にも嚙かみつかんばかりの顔で言う。

「失うせろ──彼はクソだが、私のダーリンなのだ。彼への侮ぶ辱じよくは私への侮辱と取る。即そつ刻こくここから立ち去るが良い」

　どん。と押されて、よろよろと下がるカメラマン。

　ざわめく他のカメラマンたちに、パンパンと二回手を叩たたいて注目を集めたサラスは、意い気き揚よう々ようと言う。

「さあ、撮さつ影えいを続けようかっ！」

　さっきの啖たん呵かを見てしまったからか、カメラマンたちは先ほどまでの勢いをなくし、完全に萎い縮しゆくしてしまっていた。

「やってしまったな」

　困った顔で腕うでを組むサラス。撮影会は、終わりかね。

　そんなとき──

「キララたーん」

　サラスと同じように新撰組の衣装をまとったメガネの男たちがやってきた。

　十人、二十人、いや、それ以上の数だろう。

　サラスは吸血忍者という顔と女子高生という顔を持ち、そしてもう一つ──ネットアイドル『ラブリー☆キララ』という顔を持っている。

　この男たちは、そのファンだ。総勢、二十名。

　親衛隊の登場に、サラスは黒髪をふわりとなびかせる。

　すると、親衛隊たちはだらしのない顔でサラスを見ていた。

「さて、気分を変える意味でも──衣装を替かえるか」

「衣装チェンジ？　何着もコスチュームを持ってきているのか？」

「そうだ。私はコスプレイヤーであり、アイドルなのだからな」

　イマイチ理由がわからん。

　親衛隊が来たから、彼らのためにアイドルになろうってことかな。

「ならば、メイル・シュトロームも連れて行って下さい。何かコスチュームを着たいそうなので」

　いつから話を聞いていたのだろうか、セラがすぐ側そばにいた。

「いいだろう。マイダーリンも何か着るか？」

「なぜ俺が着ることになるんだよ」

「いつも着ているではないか」

「いいから行ってこい」

「うむ。期待して待つがいい。マイ、ダーリン」

　小さく投げキッスをしながら去って行くサラスに、親衛隊は体をくねらせた。

　サラスの衣装を楽しみに待っている親衛隊に、ふと変なことを聞いてみた。

「なあ、サラスが俺のことを変な呼び方をするのは、親衛隊的にどう思うんだ？」

　舞ぶ台たいで演技をするように、一歩前に出る親衛隊の一人。

　どうやら、彼が親衛隊長のようだ。……センターに立ってるし。

「君をマイダーリンと呼ぶことかい？」

　男にマイダーリンと呼ばれることがこんなに気持ち悪いとは思わなかったな。

「そうだ。好きなんだろ？　あいつを」

「ぼ、ボクは……キララたんに恋こいをしているんじゃない。愛しているんだ。キララたんが幸せならば、それでいいんだ」

「隊長……自分、感動しました！」

「それに、君はキララたんと付き合うつもりはないようだし、何々ダーリンと呼ばれている姿には、何よりも萌もえ萌え出来るんだ」

「その通りです！　隊長！」

　サラスはある意味幸せもんだな。こんなに思ってもらえる人間がいて。

「君は幸せ者だね。キララたんに、あんなに思ってもらえるなんて」

　ぽん。と肩かたを叩かれた。

　その辺にいるただの一いつ般ぱん人じん。ゾンビでも魔装少女でも吸血忍者でもないただのアイドルオタクだったが、俺はこの人を格好いいと思ってしまった。

　愛する人が幸せならば、別に恋人にならなくてもいい。

　そんな考えに、俺も同調できるからだ。

　付き合うとか結けつ婚こんとか、そんなの俺にはわからない。

　そんなものは、言葉だけ。恋人なんてならなくても恋は出来るんだ。

「気持ち悪い連中ですね」

　ポニーテールとウサギの耳を揺ゆらしながら、セラがやってきたから、俺は胸が張り裂さけそうな思いだった。まるで俺の心の中を読まれ、それを気持ち悪いと言われたようだったから。

　ごくり。と喉のどを鳴らす親衛隊員が何人かいる。

　それは俺と同じ気持ちというより、ただ欲よく望ぼうのままに出てしまったものだろう。

　セラはサラスに似ているからな。巨きよ乳にゆう派の人間ならば、セラに気持ちが寄よってしまっても文句は言えまい。

「はっ！　隊長っ！　カメラを置いてきてしまいました！」

「何ぃっ！　今すぐ戻るぞ！」

　今すぐ写真に収めたいセラの艶なまめかしい姿を見て、忘れ物に気付いたようだった。サラス親衛隊は全力ダッシュでどこかへと消えていく。

　ここにいる連中は、みんな趣しゆ味みや好きなことに全力だな。ある意味尊敬するよ。

「セラ、カメラといえば、お前はあんまりカメラに撮られてないんだな」

「すべて断ってますので」

　セラらしいな。衣装は着たいが、誰かに見せたい訳じゃない。

　だからこそ、こんなところにいるのが不思議でたまらなかった。

「セラはさ、どうしてこんなところにいるんだ？」

　腕わん章しようを触さわるようにして、両手を組む。豊かなボインが強調され、俺は目を逸そらした。

「どうして──と問われる理由がわかりませんね」

「あんまり人に見られたくないんじゃないのか？　ほら、忍者だし」

「ええ、そうですね」

「だったら、どうして……であってるだろう？」

　セラは深い事情があるのか、口を一いち文もん字じに結んだまま、人差し指を自分の唇くちびるにのせた。言おうか悩なやんでいる様子だ。

　セラは噓うそを吐つかない。語る言葉は真実だろう。だからこそ、言うべきか悩んでいる。

「それは──」

　意を決したセラだったが、ちょうどそのとき、着き替がえた友紀が恥はずかしそうな表情を浮うかべながら現れた。

「おー友紀。また偉えらい格好をさせられたな」

　俺が声をかけると、セラはまた口を閉じて、友紀の方へと顔を向ける。

「オレもコスプレしたいって言ったけどよ～」

　両手を前で組み、もじもじしながら目を伏ふせていた。

　友紀の服は、着替える前とそれほど変わらない、タンクトップにショートパンツだった。──が、このタンクトップは妙みように裾すそが短い。

　ダメージジーンズというのはあるが、このダメージタンクトップは流は行やることはないだろう。おへそ丸出しな状態で、冬という環かん境きようにこの服装は……

　いや、そんなことよりも──

　で、デカイ！　とにかくデカイっ！　隠かくれ巨きよ乳にゆう隠れ巨乳とは言われていたが、これほどまでとは、読めなかった！　この相川歩の目をもってしても！

　まあ、俺は大きいからどうだって訳じゃあないけど、セラのボインのときもそうだが、素す直なおに驚おどろいた。

　彫ちよう刻こくや絵画に興味はないけど、芸術を美しいと慈いつくしむ心は俺にもある。

　そう、セラボインも友紀ごっつボインも芸術と呼ぶに相応ふさわしい、見事なものだ。

「相川……ど、どうかな？」

「よろしいのではないでしょうか」

「な、なんで敬語なんだよ！　おかしいか？　やっぱり冬にはおかしいよな？」

「寒いって言わないのが凄すごいけどな」

「まあ、それは──慣れてるし」

　友紀は陸上部。いつもこんな格好で走り回っているんだろう。子供は風の子元気な子って奴やつだ。

「い、一枚いいっすか？」

　早さつ速そく、カメラマンが写真を要求。

「え？」友紀は何な故ぜか俺の顔を一度見る。

「いいんじゃないか？　みんなに見て貰えよ」

　顔を前に戻もどし、「うん」と小さく頷うなずいた。

　なんのポーズも取らない友紀。だがシャッターはこれでもかというぐらい押されていく。

　どこか不安げな友紀の表情を見たセラは、ふうと一息。

「私も一いつ緒しよに撮とって頂けませんか？」

　俺が普ふ段だん見ることの出来ない笑顔で、ウサ耳セラはカメラマンに声を掛かける。

　もう、目がハートになっていく様が見て取れた。

　ツンデレめ。友紀を不安がらせないために、一緒に撮影をしてやろうというのだろう。

　サラスもその姿を、微笑ほほえましく眺ながめていた。

「嬉しそうだな。マイダーリン」

　どうやら、俺もサラスと同じ顔をしていたようだ。

「優しいセラを見れるのは、珍めずらしいからな」

「気持ち悪い……」

　俺は恐おそらく、とんでもないレベルでデレデレとした顔をしていたんだろう。そのときのセラが放った「気持ち悪い」は、下半期でもナンバーワンの蔑さげすみが込められていた。

　秋に獅し子し座ざ流星群を見に行ったとき、倒たおれた拍ひよう子しにズボンをずりおろしてしまったときすら超こえている。

　吐き捨すてるように言ったあと、セラは友紀とカメラマンのところへ向かう。

「なんであれほどまでの『気持ち悪い』を叩たたきつけられたんだ？　セクハラもしてないのに」

「セラフィムは、ダーリンにこそ、見て欲しかったのだよ。そして、褒ほめて欲しかった」

　サラスが、ぼそりと呟つぶやいた。

　サラスの衣装はさきほどの新しん撰せん組ぐみ衣装より、さらにスカートが短い、ピンク色の可愛らしいヒラヒラの衣装だった。衣装自体はピンクの可愛らしいものだが、ブーツや手て袋ぶくろ、ストッキングは黒い。アクセサリーもドクロなどといったパンクなものだった。

　サラスらしさがよく出ているな。

「サラス──さっきセラは、俺に見て欲しくないって言ってたぞ」

「貴奴きやつは正直ではあるが、素直ではないからな。一言可愛いと言って欲しかったのに、鈍どん感かんダーリンはからかった」

「可愛いなんて言っても、気持ち悪いって返されるのがオチさ」

「そう、貴奴は正直ではあるが、素直ではないのだよ」

「何を根こん拠きよに、そんなことを言ってるのやら」

「貴奴が言い出したのだ。ダーリンがここへ来るのならば、コスプレをしてみたいとな」

　セラが？　本当にそんなことを言ったのだろうか？　俺に見て欲しいからカメラマンは断っていた？

「わかった。あとで一回言ってみるよ」

「優やさダーリンという奴だな」

「言わないけどな。ところでサラス」

「ん？」出来うる限り、簡単に返してきた。

「どうした？　何かあったのか？」

「ほう──何故そんなことを聞く？」

　サラスはいつものように、偉そうな笑みを浮かべた。どこか、嬉うれしそうな表情だ。

「ん？　元気がないように見えただけだ。まあ、そんな顔が出来るなら安心だが」

「さすがは私のマイダーリンだ。よくぞ気付いた。実は──な」

　少し間を置いて、サラスはちょいちょいっと指で物もの陰かげに呼んだ。

　人には聞かれたくない話なのだろう。それを考こう慮りよして、無言のまま、サラスと物陰へ向かう。誰だれにも見られていないことを確認して──

「で、どうしたんだ？」

　ブーツを脱ぬぐサラス。黒いストッキングに覆おおわれた長くて細い足は、とってもとってもとってもとってもとってもとっても美しい。

「破れてるじゃないか」

　その美しい足の先──親指の部分が、破れていた。

「そうだ。ここへ来る途と中ちゆうに破れた」

「そりゃ、運が悪かったな。脱がないのか？」
















「ここまでが衣装だ。私は衣装に妥だ協きようはしない」

「衣装は一いつ杯ぱいあるんだろう？　他になかったのか？」

「替かえは用意していたのだが──なくなっていた」

「なくなっていた？」

「そうだ。盗ぬすまれたのだよ」

「盗まれた！　……穏おだやかじゃねえな。スタッフの人には？」

　サラスは首を横に振ふる。

「まだ言ってはおらんよ。たかがストッキングだ。事件にするほどじゃない」

　なるほど、だから人ひと気けのないところで話をしたのか。

「でも、サラスを嫌いやな気分にさせたんだろ？」

「私が不快なのは、自分の不ふ甲が斐いなさに対してだよ。吸きゆう血けつ忍にん者じやの部隊を任される私が、モノを盗まれるなどと──クソっ！」

　がん。と壁かべを叩くサラス。悔くやしいのはプライド故ゆえ。セラだったら、きっとストッキングなんてモノを盗むなんて気持ち悪い──と言うだろうね。

「誰かが履はき間ま違ちがえたとか？」

「カバンの中に入っていたモノだ。間違えて履くなどということはないだろう」

「紛ふん失しつしただけって可能性もある」

「私を侮ぶ辱じよくしているのか？　クソダーリンよ。管理能力は部隊長に最も必要な資質の一つだ。なくすなどあり得ぬ」

「なるほどな。じゃあ、犯人に心当たりは？」

「さあて、何万人といるだろう」

　そうだよな。ここには人が多すぎる。このまま泣き寝ね入いりをするしかないのか？

「いや、一人心当たりがある」

　俺は、ある一つの答えを導き出した。可能性の高い人物を、俺は知っている。

「ほう？」

「そう、そいつは欲よつ求きゆうに忠実な人物」

「犯人像に当てはまるだろうな」

「今姿を見せていない人物」

「ふむ。犯人であれば身を隠すだろう」

「サラスのことを知っている人物」

「他に被ひ害がい者しやがいなければ、その可能性は高いだろう──そんな奴がいるのか？」

「俺はそいつとここへ来たんだが、姿が見えないんだ」

「そうか──織戸だな」

　サラスも答えに辿たどり着つき、にやりと笑う。

　そうだ。あいつなら、やりかねない。

　決定ではないだろうが、考えれば考えるほどにあいつのような気がしてならない。

「ひとまず、セラと友紀にも話そう。織戸を発見したら、即そく座ざに捕ほ縛ばくだな」

「うむ」さっきまでの憂ゆう鬱うつな表情はどこへやら……そこにいたのは、いつものサラスだった。傲ごう慢まんで、上から目線で、凜りん乎ことした表情。

「あー、メイル・シュトロームはいい」

「どうして？」

「貴奴は私やセラフィムと別の派は閥ばつに属する者だ」

　吸血忍者には保守派と革新派、二つの派閥がある。

　死んだと思われていた吸血忍者の頭領が現れたことで一つになったと思っていたが、どうやらまだ確かく執しつがあるようだ。

　別に、気にすることはないのにな。まあ、でも気持ちは汲くんでやろう。

「セラっ！」

　ちょっと大きな声で、シャッター音に囲まれているセラを呼ぶ。

　……無視。

「セラフィムっ！」

　サラスの声に反応し、セラはカメラマンたちにちょっと待てと手で制し、こちらへとやってきた。揺ゆれるポニーテール。揺れるスカート。揺れるボイン。

　俺の声には一いつ切さい反応しなかったくせに。

　歩く姿一つ取ってみても、華はながあるな。手でストップさせたカメラマンたちは、その歩く姿を激写する。

　フラッシュの中を歩くそれはまるで、ハリウッドスターのようだった。

「で、何の用ですか？　サラス」

　まるで俺が呼んでなかったような言いぐさだーっ！　負けじと俺がセラの質問に答える。

「実は、サラスのストッキングが盗まれた」

「それが何か？　犯人に心当たりは？」

「一人だけ──織戸だ」

　ぴくり。

　セラの眉まゆが反応した。全すべてを理解したということだろう。さすがセラだ。皆みなまで言わずとも分かってくれる。

「なるほど、歩とサラスも同意見ですか」

　ちらりとサラスの顔色を窺うかがうセラ。

「捜さがしてくれるか？」

「嫌ですよ。気持ち悪い」

　即そく答とうしやがった。

　セラは織戸を毛け嫌ぎらいしてるからな。協力は望めないか。

「じゃあ、見つけたら知らせてくれ。まだ帰ってはいないだろうし」

「わかりました。用件はそれだけですか？」

「ああ」

「キララたーん」

　サラス親衛隊が、全員カメラを携たずさえて帰ってきた。

　そうだ。こいつらにも事情を話して、織戸包ほう囲い網もうを形成してやろう。

「親衛隊諸君。いいところに来てくれた」

　サラスも同じ気持ちのようだな。

「何か、あったんですか？」

「実は、私のストッキングが盗まれた」

　親衛隊に、衝しよう撃げきが走る。

　包つつみ隠かくさず、しかし、俺のときに見せたような動どう揺ようは心の内に隠して、サラスは理路整然と、狼狽うろたえることなく話した。

「容疑者はツンツン頭にメガネの男。言動がウザく、女性を見る目が常にイヤらしい。皆で捜してくれ」

　サラスの言葉に、親衛隊は頷うなずく。サラスの私物を奪うばうなんて許せないのだろう。

　親衛隊長が手を挙げる。

「じゃあ、ボクは駅前のコンビニで替えのストッキングを買ってきます」

「ＯＫ、頼たのんだ。じゃあ、手分けをして捜そう」

　続いてサラス。

「私はここで奴やつを待ち受けよう。あの男は遅おそかれ早はやかれここへ来るだろう」

「ちょっと待ってください──」

　親衛隊たちは指示を仰あおぐ。

「ボクたちは？」

「西館を頼む」

　サラスに仕事を振られれば、それは嬉き々きとして受け入れる。そんなサラス親衛隊をほほえましく見ながら、俺も手を挙げる。

「俺は企き業ぎようブースへ行ってみようかね」

「ああ、よろしく頼む」

「ちょっと待ってください！」

　薄うすく笑い合う俺とサラスの間に入り込むように、美しい声が強く発せられた。

「どうしたんだ？　セラ」

　散会して割り振った箇か所しよへ走ろうとしていた全員が足を止めて、セラに注目する。

「あなた、なんと言いました？」

　指を向けたのは、親衛隊長。ヒスイ色の瞳ひとみはナイフのように細められていた。

「ボク？　え？　ストッキングを買ってくるって」

　きょとんとして、驚おどろきのあまりに目も口も丸くさせた親衛隊長に、セラは声こわ色いろを強める。

「なぜ？」

「だって、替えのストッキングが盗まれたんでしょ？　キララたんのために、早く新しいストッキングを買ってあげないと」

「どうして、新しいストッキングが必要だと思ったのですか？」

「そりゃだって──そのストッキングは親指が破れている奴でしょ？」

　うん。別におかしいことではない。サラスのストッキングが破れているんだから、親衛隊がそれを気にするのは当然だ。

「ああ、だが、私はコスチュームに妥協しない」

「さすがキララたんだ……感動しました！」

　親衛隊は涙なみだを流す。そこは別にどうでもよくない？

　それでもセラだけが、凜りんとしていた。

「なぜ、ストッキングが破れていることを知っているのですか？」

「え？」ごくりと喉のどを鳴らす親衛隊長。

「今、あなたは親指が破れていることを指し摘てきしました」

「そ、そうですが」親衛隊長は目が泳いでいた。

「それを、どこで確認したのですか？」

「そうか、親指が破れていることは、靴くつを脱ぬいでいないとわからない。ここでもし靴を脱ぐ場所があるとすれば──」

　セラが言わんとすることを理解した俺に、サラスが寂さびしそうな声で続けた。

「ああ、私が靴を脱いだ場所は更こう衣い室しつのみだ」

「あなたはなぜ、女性の更衣室に入ったのですかね？　あるいは、どこでサラスの親指を見ることが出来たのでしょうか？　バッグの中で見たと？」

「……そ、それは……」

「今、彼女のストッキングが紛失していたという話をしていたのですが……あなたは心当たりがありますか？」

　ゴゴゴゴゴゴ……空気が、震ふるえているようだった。その圧あつ倒とう的なセラボイン──じゃないや、プレッシャーは、常人では耐たえられない。

「……ボクが……盗とりました」

　項うな垂だれて、親衛隊長は自白をした。

　セラの勢いに、噓うそを吐つき通せる自信がなくなってしまったのだ。

　その告白を聞いたサラスは、てっきり「気持ち悪い」とでも言いたげな表情を浮うかべるのかと思ったが──

「そうか。──二度とするな。次は容よう赦しやしない」

　意外にも、しれっとした態度だった。

「はい……え？　次？」

　俺も親衛隊長も、戸と惑まどっていただろう。

「そうだ。今回は不問に付ふすが、次は──」

「キララたんの私物を盗ぬすむなどという禁きん忌きを犯したボクを、許すというのですか？」

　目をぱちくりさせた親衛隊長に、サラスは微笑ほほえみ返す。

「うむ。愛とは、許すことだと私は思うのだ。私は、貴様らを愛しておるのだよ」

「キララたん……」

　惚ほれ直した。とキララ親衛隊は潤うるんだ目でサラスを見る。

　まあ、俺もちょっと………………びっくりしたな。

「すまなかった。みんな──ボクは隊長失格だ」

　サラス親衛隊長は土下座する。頭を床ゆかにこすりつけ、今にも泣き出しそうな声で。

　少しの沈ちん黙もくのあと、隊員の一人がポンと肩かたを叩たたいた。

「許しますよ。俺、隊長を愛してますから！」

「そうですよ！　俺だって、目の前にラブリー☆キララたんの黒ストッキングがあったら匂かぎますし！」

　涙を流しながら抱だき合あう男たち。

　美しい友情だ。うんうん。

「とんだ変態集団ですね。私ならばハイヒールを手にとって、ヒールを脳天に何度もぶちこみますが──」

　おーっと女性からは冷たい視線がーっ！

　どこからか、携けい帯たい電でん話わの着信音が聞こえてきた。着メロはアニメソングだから、俺の携帯電話ではない。

　サラスが近くに置いていたカバンの中から携帯電話を取りだし、まるでマフィアのボスのような威い圧あつ感かんで──

「私だ」と出る。

　吸きゆう血けつ忍にん者じやの部隊長をしているサラスに電話ということは、恐おそらく部下の吸血忍者だろう。

　少し聞き耳を立ててみる。

「……第一小隊……第二小隊……壊かい滅めつ」

「何っ？」サラスの目がくわっと開かれた。

　壊滅──穏おだやかではない言葉だ。

「東Ａ地区の制圧部隊は──もはや私一人となってしまいました」

「馬ば鹿かなっ！　第一小隊は歴戦の戦士たち。よほどのことがなければ──」

「な！　なんだアレはっ！　ぐはっ！　……隊長！　爆──」

　ブツ……ツーツーツー。

「どうした！　何があった！」

　突とつ然ぜん切れた電話。謎なぞに包まれたメッセージ。

　眉み間けんにシワを寄せ、サラスは情報を整理しているようだった。だが、どういうことなのか分からない。

　サラスはもう一度携帯電話を耳に当てる。どこかへ電話をかけたようだ。

「私だ。東Ａに何かが起こったようだ。第八、第九、第十三小隊を向かわせろ。──そうだ。構わん。東Ａは最重要区域だ。なんとしてでも制圧しろ。──いいな」

　緊きん迫ぱくした口調で、サラスは言う。

「大だい丈じよう夫ぶか？　俺に出来ることがあったら、手伝ってやるが」

「クソダーリン。心配には及およばんさ。新たに部隊を派は遣けんした」

　それから五分ほど経たって──またサラスに着信がある。

「私だ」先ほどと同じく、威い厳げんある口調で電話に出たサラスは、また驚きよう愕がくに目を丸くさせた。

「まさか……そんなことが……第十三小隊は吸血忍者最強の部隊だぞ？　ええいっ」

　電話を切ったサラスに、声をかける。

「ダメだったのか？」

　サラスは俺の声に冷静さを取とり戻もどしたのか、カバンからなにやら地図のようなモノを取り出す。

「こうなれば、私自らが出る。ダーリン。力を貸して貰もらえぬか？」

「ちょうど、雲が晴れてきてここから離はなれたい気分だったんだ。──俺で良ければ」

「そう言ってくれると信じていたよ」

　ふっと小さく微笑むサラスは、地面に地図を広げる。

　何事だとサラス親衛隊もゾロゾロとやってきて、円えん陣じんを組む形で地図を見下ろした。

　サラスはその長く綺き麗れいな指を地図にトンと乗せる。

「五個小隊が壊滅した地域はここ、東Ａ地区だ。今いるのはここ。距きよ離りはさほどない」

　これは──コミケ会場内の地図か！　部隊が壊滅するような事件が、こんな近くで、現在進行形で起こってるというのか？

「私の直属部隊は、壁かべサークルの同人誌を買ったあと、島サークルで十二冊の本を買う予定だった」

「…………は？」

「どうしたマイダーリン」

「いや、てっきり俺は戦争でもやってるのかと」

「戦争──その言葉は間ま違ちがいではない。限られた数の戦利品を取り合う。これは正に戦いくさだ」

「つまり、同人誌を買おうとしたら、なんらかのトラブルが起こったと」

「そうだ。それも、五個小隊が壊滅するほどの、な」

　一体、一体何が起こってるというんだ。

「情報を統合した結果、こことここ。二箇所で部隊は壊滅した。どうやら、人が団子になっているようだ」

「そこは……創作系ですね」

　声が聞こえて、顔を見上げると、そこにはセラの姿。

「セラ！　お前が分かるのか？」

　このポニーテール美人は、今でこそコスプレをしているが、オタクと呼ばれる人たちを気持ち悪いと感じているはずだ。

「ええ。同人誌を集めるのは任務ですから、一通りのことは」

　……任務なんだ。

「ですが、おかしいですね」

「何が？」

「私が頂いた資料では、島サークル、特にこの辺りの創作系は脅きよう威いに値あたいしないと」

「そうだ。だが、現に、五個小隊は壊滅した」

「何が原因なんだろうね」

「ここでいくら憶おく測そくを立てようが埒らちがあかん。行くしかなかろうよ」

「私も参りましょうか？」

「いや、セラは友紀を見てやってくれ」

「わかりました」

　こくり。俺とサラスは、同時に頷うなずいた。

























　サラスを連れて、東Ａ地区とやらへやってきた俺は、ホールの入り口で言葉を失い、足を止めた。

　凄すさまじい人口密度。列に並べば牛ぎゆう歩ほの如ごとくゆっくりと進むことになるだろう。

　ゲーセンにいるように様々な音楽が鳴り響ひびき、人の声が夏のセミよりもうるさく響く。

　ダウンジャケットを脱ぬいでしまいたくなるほどの熱気に包まれた会場に、サラスが臆おくすることもなく、すっと足を踏ふみ入れた。

「行くぞ、私に続けっ！」

　サラスの凜り々りしい声に続いて──

「おおおおおおっ！」サラス親衛隊が人を押しのけて突つっ込こむ。

　なんというパワーだ。だが、これで道は開けた。

　まるでモーゼが海を割って進んだように、俺も人の海に突とつ入にゆうする。

　目的地点はどこだ？　親衛隊の背中に書かれた『誠』の文字を追いながら、どんどん先へと進んでいく。

　何も問題はないように見える。

　だが、親衛隊が足を止めた。

　そこでは阿あ鼻び叫きよう喚かんの渦うずが出来ていた。

「こ、こんなもので！　こんなものでもえええええええええええええっ！」

「かわえええええええええ」「もえええええええええええええええええっ！」

　なんだ！　そこに何があるというんだ！

　人の背中しか見えないが、その先からは叫さけび声が木霊こだましている。

「にゃははははっ！　天才にかかればこんなもんだ！」

　……あれ？　この声──

　あの声は、我が家に居い候そうろうしているトラブルメーカー、ハルナの声だ。

　なるほど、トラブルあるところにハルナありか。

　だとすれば、俺がなんとかしてやらないと──

　ウチの居候が起こした事件なんだ。家主である俺としては放ほうっておけない。

　妙みような使命感に背中を押され、俺は人ひと混ごみを搔かき分わけて先に進む。

　ぐへえ。

　おほう。

　ぬぶ。

　年の最後だってのに、どうしてこんな目に遭あわなきゃならんのか。

　満員電車の中って、こんな感じなのかね？　いや、周りの人間が一いつ斉せいに動き出す分、こっちの方が厄やつ介かいだろう。

　押しつぶされ、すり潰つぶされ、揉もみくちゃにされる。洗せん濯たく機きに入ったらこんな感じだろうか？　頑がん張ばって体を入れて進むが、全然先へ進めない。

　こうなったら、ゾンビパワーを使うしかない。

「すいませーん。すいませーん。通りまーす。すいませーん」

　多少強ごう引いんに人ひと垣がきを割っていくとき、ふとおかしなことに気付く。

　誰だれも、俺を嫌いやな目で見ないのだ。

　マナー違い反はんも甚はなはだしい。列を無視して、強引に割り込んだのに、舌打ち一つもされなかった。

　みんな、目がハートになっているように見える。

　どういう状態なんだ、これは──

　まあ、文句を言われないなら好都合だ。このまま進ませて貰もらおう。

　それにしても、人口密度が高いせいか、空気が薄うすい気がするな。

　やっとの思いで進んだ俺は、息を整えながら人ひと壁かべを割って、とうとうその生意気な顔を見ることが出来た。

　ヴィリエという魔ま法ほうの世界からやってきた魔装少女『ハルナ』。身長は目算で一四五センチメートル。頭からびよんと伸のびるアホ毛が特とく徴ちようの少女だ。

　全然発展しない幼児体型。猫ねこのように大きな目。生意気な口元。

　喋しやべらなければただの可愛らしい中学生と言える。

　熱気で暑くなったのだろう。大おお晦日みそかにもかかわらず、キャミソール姿でバナナを机に叩たたきつけていた。

　バナナの叩き売りって、バナナを机に叩きつけながら何かを売る商法を言う訳じゃないと思います。

　サークル前に集まる者たちは、もはやどこが先頭なのかわからないほどに密集していた。

「さあさあ残り一〇〇冊！　五〇〇円からオークションだ！」

　ばんばんばん……バナナで長い机を叩きつけるハルナ。ピコピコと揺ゆれるアホ毛が楽しげだ。ハルナの叩くタイミングに合わせて、黒いジャケットを羽織った男たちが次々と手を挙げていく。

「一〇〇〇！」「一二〇〇！」

　オークションなんか開きやがったから、流れが止まってこんなに団子になってしまったのか。

　ちらりと横を見てみれば、同人誌を読んでいる男性。

　これがハルナの同人誌なのだろう。

「もええええ！」

　悲鳴を上げて、恍こう惚こつの表情を浮うかべている。

　どういう原理なのかは分からないが、誰もがそこで足を止めて、「萌もえ」を叫んでいた。ハルナの隣となりに陣じん取どっているサークルの人も、恍惚な表情で同人誌を見ている。

　迷めい惑わくを掛けていないなら、別に文句もないんだが、この騒そう動どうはちょっと頂けないな。

　さらに「すみません」と謝りを入れながら先へと進み、やっとこさハルナのサークル前まで来ることが出来た。

　たった数十メートルの距きよ離りだが、すでにヘトヘトだ。

　通勤ラッシュってこんな感じなのかね？　こんなのを毎日二回も経験するサラリーマンには尊敬するよ。

　突とつ然ぜん目の前に俺が現れ、ハルナは目をキョトンとさせる。

　疲つかれのために、ボクシングのノーガード戦法が如く両手をぶらりと下ろして、ハルナに声をかける。

「ハルナ、お前、何、してんだ？」

　もう、息も絶たえ絶だえだった。

「何興奮してんの？」

　にやりと不敵な笑えみを浮かべるハルナ。

　深呼吸を一つ。ハルナと話すときは冷静でいるべきだからな。

「質問に答えろよ」

　アホ毛がトレードマークのちっこい女の子は「ふふん」と鼻を鳴らす。

「売り子だっ！　アユムも買っていけよな！」

「買わないし、これ以上、大おお事ごとにするな」

「あたしには──金が必要なんだ！」

「何のために？」

「グッドラッキングガイレースのために決まってんじゃん！　わかれよなっ！」

　おお、何のためなのかが、ここまでわからないとは思わなかったよ。

　グッド……何？

　また妙なイベントを思いついたのだろう。レースと付いてるのが気になるが──

　ハルナのすることは八割ほどがよくわからない。

　考えるだけ無む駄だだね。

「とにかく、騒さわぎを止めろ」

「年とし越こしそばは豪ごう勢せいにいくから楽しみにするんだなっ！　にゃははははは！」

　これ以上、話をする気はなさそうだ。

　やれやれ。ため息ばかりが出てしまう。

　とにかく、騒ぎの原因を探さぐって、それを止めてしまおう。

　ここで一体何が起こってると言うんだ。

　辺りを見回してみる。

「こ、これはっ！　馬ば鹿かなっ！　こんなことが──」

　新しん撰せん組ぐみの格好をした男性が、ハルナの本を手に取って、ぷるぷると震ふるえているのを発見した。あの格好は──サラス親衛隊か。

　彼は鼻息を荒あらくさせながら、ページをどんどんめくっていく。

　そして──

「もえええーっ！」

　絶ぜつ叫きようし、卒そつ倒とうした。

　おいおい、大だい丈じよう夫ぶなのか？　受け身をとることもせず、ただ横たわりゴロゴロと転がっている。

　声をかけようとしたが──

「えへへへへ……」

　満面の笑みで、ごろごろと転がっていた。それはまるで、幼児のように。

　──大丈夫そうだな。

　見れば、同じような人間が何人かいた。

　これが、渋じゆう滞たいの原因だったのだ。

　何が起こってんだよ。……全く。

「あまりの萌え力に、萌え殺されてしまったんでしょう」

　サラス親衛隊の一人がごくりと喉のどを鳴らす。そんな彼の手にも、ハルナの本。

　どこもかしこも萌えを叫んでは倒たおれていく、そんな様子を眺ながめながら呟つぶやくように問いかける。

「ちょっと専門用語が多すぎて理解出来ないんだが──つまりどういう」

　目を戻もどしたとき、彼もまた、卒倒していた。

　その光景を見た俺の率直な感想は、こうだ。




　んな、アホな。







　試ためしに見本誌を一つ取ってみて、パラパラとめくる。

　こ、これはっ！

「もえええええええええええええええええええええええええええええええええええ」

　俺は思わず仰のけ反ぞった。

　なんという素す晴ばらしい漫まん画がなんだ。萌えという言葉を頭ではなく全身で感じた。

　一ページ──いや、一コマ一コマにあざとい萌えが描えがかれている。

　こうすりゃええんやろ？　好きなんやろ？　ん～？

　そんな狙ねらいに狙った青春学園ラブコメディ。

　京都を舞ぶ台たいに描かれた、見事な萌え漫画だった。

　こんな安易な萌え漫画で──だが、無駄なモノを全部排はい除じよした出来映えだ。

　見本誌は、ものごっつ良い所で終わっていた。

　先が気になって仕方がない。

　やはり、天才。

　こういう分野において、ハルナの右に出るモノはいない。

　にしても、いつの間にこんなものを作っていたんだ。

　即そつ興きようで作ったにしてはクオリティが高い。背景も入念なロケハンをしていないとこれほど描かき込めないだろう。

　ハルナのサークル前に、ずらりと並んだ人垣。

　列なんかはない。卒倒してしまう人が続出する、マイケル・ジャクソンのコンサートライブ並みの混乱の中で、列なんかあってないようなものだったのだ。

「三二〇〇っ！」その中で、サラスがオークションに参加している。

　サラス親衛隊も、ハルナの同人誌を囲むようにして、恍惚な表情を浮かべていた。

　……何やってんの？

　人に押しつぶされそうになりながらもカニ歩きで、サラスのところへと向かう。

「三五〇〇円でハンマープライスっ！」

　ばんばん。バナナを机に叩きつけ、ハルナは同人誌をメガネの男性に渡わたす。

「よっしゃああああっ！」

　くそう。いいなあ……はっ！　俺は今何を考えていたんだ！　たかだか、ハルナの作った一冊の本じゃないか。

　ハルナは机の上に立ち上がり、まるで江え戸ど時代の号外を配る瓦かわら版ばんのように、残った同人誌をばらまき始めた。

「よーし。残りはもう大おお盤ばん振ぶる舞まいハルナフェスティボーだっ！　拾え拾えー。にゃはははは！」

　こいつはまた騒動が起こりそうなことを──

「なんとしてでも確保するのだ！」

「ハーイル！　キララたん！」

　お前らも煽あおるなっ！

　熱ねつ狂きようしたコンサートライブのように手を挙げてピョンピョン跳はねる。

　本を手にしたモノは皆みな、歓かん喜きの雄お叫たけびを上げた。

　くそう……いいなあ。

　はっ！　俺は今何をっ！

　ここにいては俺もどうにかなってしまう。避ひ難なんを──避難をしなければ！

　原因はわかったんだ。本が売り切れればきっと終息へ向かうだろう。

　これ以上ハルナのところにいたら、俺が萌え死んでしまう。

　騒動はもう一いつ箇か所しよあったはずだ。

　そっちも見み極きわめないと。

　だが、俺は抗あらがえるのだろうか？　さらに訪おとずれるであろう、『萌え』に。

「やあ、相あい川かわ君」

　おっさん的な声をかけられて、俺はくるりと振ふり向むいた。

　そこには、白衣姿の男性。

　無ぶ精しようヒゲを生やした、眠ねむそうな目の男性が、軽く手を挙げて挨あい拶さつしていた。

　彼は、ウチのクラスの担任教師代理をしている男。その正体は吸きゆう血けつ忍にん者じやの頭領で、ヴィリエでは悪あく魔ま男だん爵しやくと呼ばれている実は凄すごい人物。

　そんな彼が、何な故ぜこのような場所に──

「お前、……何してんすか？」

　嫌いやな奴やつにあった。ジト目で睨にらみ付けてやる。

「いやあ、娘むすめが同人誌を欲ほしがってね」

　血に染まった白衣の袖そで。その手には、ハルナの同人誌。……うらやまーだ。

「そんなモノのために、頭領が自ら出向くんすか」

「彩あや香かはまだ、吸血忍者になれていない未熟者だからね。里から出てはいけないんだよ。それに、派は遣けんした小隊はみんな萌もえて任務を忘れたらしいからね」

　そうか、壊かい滅めつしたというのは、萌えてしまって任務を忘れてしまったということだったんだ。どうしようもない奴らだな。吸血忍者。

「彩香さん──吸血忍者らしくない名前っすね。……待てよ、セラフィムとかサラスバティとかメイル・シュトロームとか、妙みようにカッコイイ名前を付けるのは、オタクだからか」

「ああ。そして、吸血忍者として一人前にならないと、ちゃんとした名前を貰もらえないんだ。吸血忍者でなければ、里を出てはいけない」

　里に引き籠こもらなければならない。だからオタクになるんだな。さらに、鎖くさり帷かた子びらしか着させて貰えない。──そんなことを友紀は言っていた。

「友トモ紀ノリはここに頭領の娘──その彩香さんも来てるって言ってましたよ？　あ、もしかしてセラやサラスが任務で同人誌集めるって、彩香さんの命令？　──つまり、彩香さんは保守派か」

「ああ。相川君は鋭するどいねー、アリエルみたいだ。……彩香は俺がいない間、随ずい分ぶんと権力を使って来ていたようだが──」

「あれ、でも俺、さっきここで娘さんに会ったけど？」

「それは人ひと違ちがいじゃないかな。彩香はまだまだガキでワガママだった。だから、吸血忍者が二つにわかれてしまったんだ。まあ、これからは他の吸血忍者同様、掟おきてに従わせる」

「掟ねえ──変な掟ばっかり作りやがって。あの、異性とキスしたら結けつ婚こんとかって掟はあんたが考えたんすか？」

「まあ、元げん勲くん老ろうたちと話し合って決めたことだけど──吸血忍者の女性は強すぎて結婚しない者が多い。そんな掟でもないと、みんな独身でいたがるんだ。──他にも色々なことを掟で縛しばらないと、色々な犯罪を起こしかねないんだよ。……人は力を持つと、変わってしまうんでね」

「男の吸血忍者が羨うらやましいもんだ」

「そうでもない。結婚しなければ男からしか吸血行こう為いが出来ないんだ。その意味がわかるな？　輸血パックは美う味まくないぞ～？」

　つまり、独身の男性は、男とキスをして男の血を吸うのか。可哀かわい想そうすぎる。

　俺が乾かわいた笑いで返すと、悪魔男爵も薄うすく笑った。

「あと一冊っ！　欲しい奴はいるかーっ！」

「おおおおおおおおおおおおお！」

　ハルナのところは盛り上がりが最高潮だった。机の上に立ったハルナが、両手を突つき上げている。

　まさか、あの状態からさらに盛り上がるとはな。

「さすが、アリエル以来の天才児だな」

「ああ、アホですがね」

「これを見たかい？」

　悪魔男爵は持っていたハルナの同人誌を俺に見せつけるように持つ。

「少しだけ」

「どうだった？　魅み了りようされたかい？」

「ん？　まあ──ん」

　素直に言えない俺は、どっちとも取れない返答を返す。

「この本には、まだヴィリエで確立されていない技術が使われている。読んだ者はみんな夢中になってしまう」

　つまり、この騒さわぎはハルナの魔法のせいってことか。魔力もないくせに。

「止める方法はあるのか？」

「なに、別に体に支障を来きたすことはない。むしろ、みんな幸せになれる。ただ、この技術を応用すれば、冥めい界かいも容易たやすく侵しん略りやく出来るだろうね」

「凄いな。──で、そのことを言いに来たんすかね？」

　こんなところで突っ立って話をしていても邪じや魔まになることに気付いた俺は歩き出す。

　悪魔男爵もそのあとをついてきた。

「いや、ネグレリア・ネビロスのおっぱ──げふっ！」

「うわっ！　こんな人ひと混ごみの中で吐と血けつすんな！　はた迷めい惑わくにもほどがある！」

　悪魔男爵の手を引いて、足早にそこから抜ぬけ出す。

「くっ！　おっぱいのことをげふっ！　考えてげふっ！　興奮しげふっ！　してはいけなげふっ！」

　どんだけ考えてんねん。気持ちは分かるけども。ネネさんのおっぱいは爆ばく乳にゆうだからな。

「ちょうど、俺もネネさんに会いたかったんだが、どこにいるのかわからないんだ」

　やれやれ。と首を振った俺はピタリと動きを止めた。

　待てよ。ハルナの作った同人誌がこの騒そう動どうの原因だということがわかった。

　ネグレリア・ネビロス。ネネさんの同人誌は、ハルナも関かかわっていた。

　もし、そこにも同じように、妙な魔法技術が使われていたとしたら？

　俺はネネさんの同人誌でハルナが描いたところは見ていない。

　つまり、もう一つの人混みにある騒動の中心には────あり得うる。

　だが、どうやっていけばいいのやら。

「どうしたんだい？」

「ネネさんの居所で、一箇所心当たりがあるんだが、そうだ。確かあんたの能力は影かげから影を移動するってもんだよな」

「楽をしようって考えなら賛成出来ないねぇ。一時的とはいえ、担任教師として」

「今でも担任だろうに」

「いやいや、三学期からはまたクリスがやるさ。俺が今日ここに来たのは、ネグレリア・ネビロスにアリエルの手伝いを頼たのめないかという交こう渉しようだったんだが、その前に君を見つけたから、お礼を言いたくてね。クリスを説得してくれてありがとさん」

　アリエル──大先生の手伝いを、ネネさんに？　それはつまり──

「クーデターに巻き込むってか？」

「それ以上は、医者に止められているんで言えないなぁ」

　人口密度が減ってきたと思ったら、すぐ先にまたダンゴ状態になっている場所があった。

　そこでは、ネネさんと鎧よろい姿の少女が本を売っている。

　銀色の髪かみに白い肌はだ。青い瞳ひとみの少女。どこにいくにもプレートアーマーとガントレットを外さない、我が家自じ慢まんのネクロマンサー、『ユークリウッド・ヘルサイズ』通つう称しようユーだ。

　可愛い。

　隣となりにいる魅み力りよく的な女性がネネさん。いつもはタンクトップとか露ろ出しゆつの多い服を着ているのだが、今日はモフモフなタートルネックだった。

　そのおっぱいたるや、距きよ離りが離はなれていて人の隙すき間まから見ている状態でも悪魔男爵が吐血するレベルだった。

　やっと会うことが出来たな。あとは挨拶して、本を買って──

「いやあ、こんなに近くで見たことはなかったけど、凄すさまじいおっぱ──げぼばーっ！」

　また盛大にやりやがったな。酔よっ払ぱらいよりも質たちが悪い。

　こいつが何かと血を吐はくのは、ヴィリエの女王様に楯たて突ついたからだそうだ。

　俺は、こうはなりたくないもんだね。

　ハルナのところと同じく、萌えを叫さけびながら倒たおれる人々がいる。

　だが、持っている同人誌は別のモノだった。

　その表紙には、見覚えがある。

　そう──俺が関わった同人誌。ユーの冥界時代を描えがいた、ネネさんの同人誌だ。

　やっぱり、ハルナが何かを仕し掛かけやがったか。

「げぼっげぼっ！」

「ほら、ネネさんに用があるんだろ？　いくぞ」

「いや、俺はこれ以上近づけない。全く、殺人的おっぱ──げぼっ！　だよ」

「お前は何をしに来たんだよ」

「君から言ってくれ。俺はここで見てぶふっ！　いるよ」

　顔を手で押さえながら、壁かべへと向かう悪魔男爵。

　あいつ、鼻血出してないか？　口以外から血を出すのを見るのは新しん鮮せんだな。

　ハルナのときと同じように、人ひと垣がきを搔かき分わけて進む。

「あらー、相川くんじゃない。いいところに来てくれたねー。救世主って奴だ」

　ネネさんが手を振って迎むかえてくれた。

　プルプルと揺ゆれるおっぱい。タートルネックのエロさが際きわ立だっているな。

　張り裂さけんばかりのおっぱい。爆乳とはよく言ったモノだと感心する。

　今にも爆ばく発はつしそうだ。──俺の煩ぼん悩のうが。

　机の前まで来ると、鎧姿の少女がメモ帳を俺に見せた。

『手伝って』

　何の感情も感じさせない無表情。眉まゆ一つ動かすことも唇くちびるを動かすこともないが、そのメモに書かれた言葉には、悲ひ哀あいが込められていた。

　彼女は強すぎる力を持っていて、そのせいで声を出すことが出来ない。

　感情を出すことも出来ないから、いつも人形のように表情を崩くずすことはない。

　彼女は『死を呼ぶ者』だから──

　出会ってから半年を過ぎ、俺は無表情なユーの気持ちが少しずつ分かってきた。

『お兄ちゃん会いたかったよ～。手伝って～。お・ね・が・い』

　こんな感じだろう。なんて可愛い奴なんだ。今すぐにでも手伝ってやらないと。

「はいよ」

　笑え顔がおで答えて、同人誌を手に取る。

　一冊、五〇〇円。──安い。

　机の下をくぐって、ネネさんたちのところへ。

「凄すごい繁はん盛じようしてますねー。ハルナの描いた絵の効果でしょうか？」

　ネネさんに声をかけながら、俺も売り子を始める。

　客がまるで精気を感じさせない人形のような顔をして、ワンコインを置き、本を取る。

「ありがとねー」

　笑顔でネネさんが話しかけても、何もない。

　ただ「萌もえーっ！」と叫んでぶっ倒れるだけだ。

「今日は不思議な雰ふん囲い気きだね」

　首をかしげるネネさん。

『ハルナのせいで　萌え中毒になっている』

　お？　ユーは気付いていたんだ。さすがだな。

「あ、あの！　ネネ先生ですよね！」

　男性が、おどおどとネネさんに声をかけてきた。

　ハルナの同人誌の影えい響きようを受けていないのだろう。態度は普ふ通つうだった。

「そうですよー？」

　にっこり微笑ほほえみ返す。

「大ファンです！　握あく手しゆをして貰もらっていいですか？」

「はいはいはーい」

　ネネさんの方から立ち上がり、両手で包み込むように手を取る。

　幸せそうな男性。まあ、これだけの美人で可愛くてエロい人に優やさしく握手されたらメロメロにもなるだろうね。

　彼は同人誌を三冊購こう入にゆう。

『ありがとう』

　ユーはメモを見せ、ガントレットに包まれた手で握手をする。
















　どうやら、三冊購入特典でユーと握手が出来るようだ。

　俺が買いたいわっ！

「ありがとうございやす」

　ユーのひんやりとした手で握手を受けた男性に、これでもかと眉み間けんにシワを寄せて、出来うる限りドスを利きかせた声で礼を告げると、彼は「ひぃっ！」と小さく悲鳴を上げた。

　チンピラにしか見えないだろうね。

　個人的にはちゃんと笑顔をしているつもりなんだが、ユーと握手して喜んでいる男を見ていると、自然とチンピラスマイルに代わってしまう。

　ユーの可愛らしい手に触ふれるなどと、羨ましいにもほどがある。

　こうして、一冊購入した人には三人が普通にそれぞれ売りさばく。

　本を三冊購入した人には洩もれなく──

『ありがとう』

　ユーから感謝の握手と──

「ああ？　りがとうございやした」

　俺のチンピラスマイルが贈おくられるようになった。

　この作品は、ユーの冥界にいた頃ころを題材にしている。

　ユーにとって、思い入れがあるものだろう。

　だから、握手をするななんて言えないし、どうしてそんなことをするんだと聞くこともない。

　だから、ついついチンピラスマイルになってしまうのも仕方がないと言えよう。

『歩　怖こわい顔をしてる』

「んー、どうもこの表情から変えられないんだよ」

「あっはは、相変わらず変な子だね。顔が猪いの木きみたいになってる」

「え？」言われて、俺は自分が無意識のうちにアゴを突つき出していたことに気付いて、口元を押さえた。頰ほおをマッサージして緊きん張ちようを解ほぐす。

　よし。収まった。

　気を取り直して売り子に戻もどる。

　別に俺が手伝わなくても、ユーとネネさんだけでなんとかなりそうだがな。

「はいはーい。ありが──くか～」

　寝ねたーっ！　笑顔を向けたままネネさんが寝たーっ！

　本を手て渡わたしながら急にかくんと首が前に倒れた訳だから、お客さんもびっくりだった。俺は安心させる意味も込めて、ネネさんの肩かたを揺さぶる。

「ネネさん、ネネさーん！」

　目を開いたネネさんはねぼけ眼まなこで辺りを見回す。

「はっ！　危ない危ない。寝てないよぉ？　えっと工く藤どう兄弟の見分け方は」

　なるほど。こうやって、突とつ然ぜん眠ねむってしまうから、実質ユーが一人で本を売り捌さばいていたってことか。だったら、全力で手伝ってやらないとな。

　いらっしゃいませー。五〇〇円になりますー。ありがとうございましたー。

　順調だ。このまま優やさ男おとこのように満面の笑みを浮うかべてさっさと捌いてしまおう。

　ネネさんの同人誌ももうすぐ売り切れそうな勢いだ。

　お？　また三冊行ったな。

『ありがとう』

　ユーが握手をすると、ほんわかした表情になる。

　そんな男性に、俺は「ありがとうございました」と冷静に声をかけた。

　よし、さっきみたいにチンピラな感じを出さず、ちゃんとした挨あい拶さつを心がけた。

「あっははは。また猪木っぽくなってる。初めて見たよぉ、嫉しつ妬としたら猪木っぽくなる人」

　ネネさんに笑われてしまった。気がつけば、眉間にシワを寄せアゴを突き出している。

『怒おこってるの？』＝『怖い顔のお兄ちゃんも素す敵てきだよ～』

　怒ってる──のかな。今の自分の感情が分からず、答えられなかった。

「可愛い可愛い」

　ケラケラと軽快に笑いながら、ネネさんは俺とユーを交こう互ごに見た。

「からかわないでください」

「くかー」俺の言うことなんか無視して寝たーっ！

　とうとう、最後の一冊が売り切れ、ほっとひと息。

　ネネさんは椅い子すに深く腰こし掛かけて、んー。と手を伸のばす。

　寝ね起おきだから、清すが々すがしいまでの『のび』だった。

　女性の『のび』は素晴らしい。背中を反って両手を挙げることで、おっぱいが強調されて、美しい形を浮かび上がらせる。さらに、「んー」という可愛らしい声のあとに漏もれる吐と息いきはまさにエロス。

『歩　鼻の下が伸びてる』＝『イヤらしい顔をしているお兄ちゃんも格好イイっ！』

　アゴの次は鼻の下か。下顔面が緩ゆるくなる病気にでもかかったのだろうか。

「もう治ったよ」

　ユーは無表情のまま、ネネさんの爆ばく乳にゆうを下からすくうようにたぷたぷさせた。

　なんて柔やわらかそうなんだろうか。ぐへへへへへ。

「一生治らないね。こりゃ」

　お手上げだと肩をすくめるネネさん。

　言われて、俺はまた鼻の下が伸びていることに気付き、手で口元を覆おおった。

　どうも俺は、冥めい界かい人じんの前では変なことをしやすいようだな。吸きゆう血けつ忍にん者じやには冷静でいられるのに。

　気をつけないと。

「あー、そうそう。ネネさんに用事があるって奴やつがいるんですがね」

「ふぇ？　誰だれ？」

「悪魔男爵って呼ばれてて、吸血忍者の頭領をやってる奴なんすけど」

「……あー、はいはい。ユークリウッドの友達だっけ？」

『手下』＝『ゴミみたいなもんだよ！』

　あいつ、ユーの手下だったんだ。頭領なのに、可哀かわい想そうに。はっはっは。偉えらそうな顔と肩かた書がきをしているくせにな。あとでからかってやろう。

「相川君は？」

『下げ僕ぼく』

　………………うん。まあ……うん。『お兄ちゃんだよ！』と脳内にいる妹属性の可愛いユーがフォローを入れてくれるのが、切ない。

「で、そいつが、ネネさんに女王討とう伐ばつに参加して欲しいって」

「女王ねぇ。倒たおせるもんなの？　クリスみたいなおっさんにされるのはイヤよ？」

「倒せるように色々やってるみたいですけどね」

「まあ、一対一ならなんとか出来ると思うけど、たくさんの魔装少女と戦うのは勘かん弁べん。超ちよう面めん倒どうくさいし──考えとく」

「じゃあ、そのまま伝えます」

「はいはーい」

　軽くウインクして微笑むネネさん。

　あ、あれ？　あそこにいるのは──

　ふっと人混みの中に、ティアラをつけた小さな女の子を見つけた。

　リリア。また迷子になったのかな。

　ちょっと声をかけようと歩き出したら、つまずいてしまった。足あし下もとを確認せずに急に動くもんじゃないな。

　どてーん。むに。

　俺はゾンビなので痛みを感じない。こけたときに感じたのは、温ぬくもりと、柔らかさだった。

「うわお。大だい胆たんだね」

「すいません」

　ネネさんの豊満な天然エアバッグに埋うもれてしまった。すぐに起き上がろうとした俺の頭を、ネネさんは優しく撫なでた。

　どんなことをしても、ネネさんは許してくれる優しい人だ。

　この人が怒るときなんか、一生来ないような気がするね。

『確信犯』

「わざとじゃねえよ！」

「そうそう、たまーにいるんだよね。そういう運が良い男の子が」

　ネネさんは笑え顔がおを見せて、よしよしと頭をさすってくれる。このまま眠ねむってしまいたい気分だったが──

「はい、おしまい。で、どうしたの？　いきなり倒れ込んじゃって」

　笑顔のまま、優しく突つき放はなされた俺。

「ちょっと知り合いがいましてね。見に行ってくる」

「知り合い？」

　リリアの姿は見えなくなっていたが、ちょっと捜さがしてみようかな。こっちはもう安心出来そうだ。

　ユーはいつもの通り無口で無表情で何も感じさせない瞳ひとみで、眉まゆ一つ動かさず、口も一いち文もん字じに結んだまま──頰をぷくーっと膨ふくらませていた。

　可愛い。

「何をしてるんだ？」

『嫉妬の真ま似ね』

　顔を戻したユーに、俺はアゴをしゃくれさせて──

「嫉妬はこうやるらしいぞ」

『難しい』

「それは相川君だけだと思うよー」

　にやにや顔のネネさんに見送られて、俺はリリアを捜しに行った。







　ホールから出て、きょろきょろと辺りを見回す。

　ちょっとだけ話をしてみたかったんだが、どこへ行ったのやら。

　ハルナの同人誌もネネさんの同人誌も売り切れた。

　客足は始まったときよりだいぶ落ち着いているが、それでも結構な人の量だ。

　全く、ここはいつまでもこんな感じなのか？　次来るときはちゃんとカタログを見て行動することにしよう。

　エスカレーターの横で、ぼーっと天てん井じようを仰あおぐ悪魔男爵を発見したのでそこへ向かってみる。

「おー、相川歩君。どうかしたか？」

「さっきネネさんと話してきた。考えとくってさ」

「それは良い返事だね。やっぱり、相川君は美人に縁えんがある」

「可愛い子といえば、ここでブロンドの綺き麗れいな髪かみをした女の子を見なかったか？」

「見たくないな」

「どうして？」

「金きん髪ぱつ美人に良い思い出が──」

　どん。悪魔男爵の白衣にぶつかる、一人の少女。

「はわっ！　ごめんなさい！」

　ごめんなさい？　その言葉に、俺は恐おそる恐る顔を覗のぞいてみた。

　やっぱりあの子だ。ぶつかった悪魔男爵に、ペコペコと頭を下げている。

　その姿を見た悪魔男爵は、啞あ然ぜんとした表情で呟つぶやく。

「……何な故ぜ……お前がここに……」

　血を吐はきすぎたせいなのか、血の気けが引いていた。

「そ、それは──あの！　こっちのセリフです……ごめんなさい！」

　ドレス調のコスプレ衣装にブロンドの髪。その輝かがやく綺麗な金髪の上にはティアラ。ライオンを抱だいている少女──リリアだ。

　また、迷子になったのだろうか？

「あんたの娘むすめさんだろ？」

　相変わらずペコペコと頭を下げるリリアを微笑ほほえましく見ていた俺だったが、悪魔男爵は違ちがった。

「こいつと彩香を間ま違ちがえたのか。参ったな。口から血が出そうな思いだ」

　頭をぽりぽりと搔かきながら、悪魔男爵はキョロキョロと辺りを見回す。

「ど、どどど、どうして……悪魔男爵さんが……ああ、どうしよう。なんてこと……ご、ごめんなさい」

　ライオンのぬいぐるみをぎゅっと腕に抱きしめたまま、両手で顔を隠かくす。だが、動どう揺ようは隠しきれてはいなかった。

「それはこっちの台詞せりふだなぁ……」

　悪魔男爵はトイレにでも行きたいのか、そわそわしていた。

「娘さんじゃないにしろ、知り合いみたいだな？」

　そわそわする二人の顔を交互に見る。

「あ、あの……ごめんなさい！　やっぱりその……」

　おどおどそわそわ。言うべきなのかどうしようか悩なやんだ様子を見せた後、決意したのかしっかりとした眼まな差ざしで悪魔男爵を見み据すえる。

　その美しい目に、一いつ切さいの言葉を失った。




「ごめんなさい……死んで貰もらって……良いですか？」




　申し訳なさそうな可愛い声で、少女はとんでもないことを言いだした。

　あまりに突とつ飛ぴな言葉に、俺は目を丸く、悪魔男爵は目を細めた。

「何を言って──おい、この子は何者なんだ？」

　渋しぶい顔のままの悪魔男爵に、早口で問いかける。

「女王……リリア・リリスだ」

「え？　女王ってまさか──ヴィリエの？」

「ヴィリエの」うんうん。小こ刻きざみに頷うなずきながら、絶望した声で返す。

　マジかよ。うすうすそうじゃないかと気付いてはいたけども、場所が場所だけにどうも信じられず──ヴィリエの女王がこんなところで何をしてんだ？

「あ、悪魔男爵さん……あのそのえっとごめんなさい──逃にげちゃいますか？」

「そりゃあ、ね」

　こんな態度の女の子が女王？　相変わらず、ヴィリエってのはよくわからないところだよ。

「で、ですよね！　ごめんなさい──じゃあ、禁きん呪じゆ、つ、使っちゃいますね？　ごめんなさい。なんて言っていいか……その──」

　悪魔男爵はその言葉を聞いて、急にリリアに殴なぐりかかった。

　だから俺は、思わずその手を摑つかんでいた。

「相川君！」今までのんびりとした表情をしていた悪魔男爵が初めて見せた険しい表情だったので、俺は呆あつ気けに取られた。

「いや、いきなり女の子を殴るのはどうかと思って」

　女王リリアは抱いていたライオンから手を離はなし、両手を広げる。

　床ゆかに六ろく芒ぼう星せいの形をした光が浮うかび上がり、屋内に風が舞まう。

　聞き取れない小さな声で、聞いたこともないような言葉を呟き始める。

　ふわりと体が浮いて、六芒星からオレンジ色の光が溢あふれ、服がピンクに輝き出した。

　リリアはまるで歌を歌っているようだった。

　聞いたこともない言語の、静かな歌。

「始まってしまったか」

　舌打ち混じりに呟く悪魔男爵。

「何が？」

「この呪文は十五分間の詠えい唱しようのあと、広こう範はん囲いを消し飛ばすという女王だけが使える禁じられた呪文だ」

「お前の能力で避ひ難なんさせられないのか？」

　悪魔男爵の吸きゆう血けつ忍にん者じやとしての能力は、影かげの中を移動する便利な能力だ。それを使えば、ここにいる全員を別のところへ一いつ瞬しゆんで避難させることも可能だろう。

「アメリカ大陸を消し飛ばすぐらいの範はん囲いだ。さすがに十五分では逃げ切れない」

　………………え？

「冗じよう談だんだろ？」あんまりこの言葉は好きじゃないんだが、この言葉しか出なかった。

「俺もアレを初めて見たときはそう口にしたなぁ」

「何しみじみと話してんだよ！　もう止めないからなんとかしてくれ！」

「いやあ、俺の力ではもうどうしようもない」

「なんで？　さっき、止めようとしただろ？」

「見てごらん？」

　悪魔男爵に言われて視線を移す。

　女王の抱いていたライオンのぬいぐるみが巨きよ大だい化かし、前足というか両手を挙げる。

「ミャ──────ン」

　か、可愛い！

　子こ猫ねこのようなときも可愛かったけど、まるでピューマぐらい、俺の身長と同じ大きさになったぬいぐるみ顔のライオン。

　そう、それはまるでメガロのような可愛らしい生物だった。

「これが女王の魔装兵器『ふうりんかにゃん』だ。こいつのせいで、クリスとアリエルが起こしたクーデターは失敗に終わった」

「こいつのせいでって──」

　魔装兵器。聞き覚えのある言葉だ。

「女王の力はそれほど強くはない。アリエルやクリスならばタイマンで確実に倒たおせるレベルだ。俺なんかじゃどうにもならんがね」

　もはや、悪魔男爵は戦意を喪そう失しつしている様子だった。

「だったら、無視すればいい！」

　口を押さえてでも詠唱を止める。そんなつもりでサークルの机に乗り、ライオンを飛とび越こえようとゾンビジャンプをしたが──

「疾はやきこと猫ねこの如ごとく。ミャーン」

　ひょこっと『ふうりんかにゃん』が目の前に現れ、クマが鮭さけを捕とるときのように大おお振ぶりの一いち撃げき。

　俺はワイヤーアクションのようにぽーんと吹ふき飛ばされる。マイク・パウエルの走はしり幅はば跳とびみたいに空中歩行したあと、壁かべに叩たたきつけられる。

　追つい撃げき──

「侵しん略りやくすること猫の如し」

『ふうりんかにゃん』の爪つめが俺の体に突つき刺ささる。

「ミャーン」突き刺さる。

「ミャーン」突き刺さる。

「ミャーン」突き刺さる。

　容よう赦しやねえなこいつ。

　胸も腹もぱっくり穴が開いている。殺すつもりで攻こう撃げきしやがったな。

　全身の力が入らない。ずるずると床に滑すべり落ちたら、『ふうりんかにゃん』はふっと姿を消す。

　血が混じった咳せきが出る。あのライオン野や郎ろう。可愛い顔のくせにやりやがったな。

　でも、どうして途と中ちゆうでやめたんだ？

　ドゴン。ドゴン。

　何かが激げき突とつする音が連続で響ひびき渡わたる。

　見れば、悪魔男爵が血ち反へ吐どを吐きながら壁に埋うもれていた。

　同じく、黒いマントを羽織った人間が、次々と壁に叩きつけられていく。

　リリアを止めるために、悪魔男爵が吸血忍者の部隊をけしかけたんだろう。

　ちょうど、となりにあるホール内には萌もえ死んでいた吸血忍者の部隊が沢たく山さんいるからな。

　突とつ然ぜんの出来事に一いつ般ぱん客きやくは阿あ鼻び叫きよう喚かん。

　まあ、当然だわな。

　あーもう、叫さけびながらウロチョロするな。敵が、『ふうりんかにゃん』が見えないだろうよ。

「何事だ──っ！」

　大きな声を出して現れたのは、アホ毛をぴーんと張った小さな女の子だった。

　ハルナ？　何をするつもりだ？

「あたしの年末恒こう例れいハルナ祭りを邪じや魔まするなんて許せないっ！」

　お前この世界に来てまだ半年だろうが。その猫のように大きな目に、炎ほのおのような闘とう志しを宿し、ハルナはリリアを睨にらみ付けていた。

　体を起こし、貫つらぬかれた腹を押さえ、ハルナのところへ向かう。

「ハルナ」

「キモっ！　どしたの？」

「魔装兵器『ふうりんかにゃん』ってのにやられた」

「何それ？」

　アホ毛が『？』マークになっていた。知らないのか？　『ふうりんかにゃん』を。

「ヴィリエの女王が持ってるライオンじゃないか」

「ふーん。そんなもんがなんでこんなとこにあんの？」

　ハルナは知らないのか？　女王のことを。なんだか全然興味がないように思えるが。

「なんでだかは知らないけど──女王のことを知らないのか？」

「全然。学校の一生徒が女王なんかに会える訳がないし、興味もない」

　むしろ、恨うらみすらありそうな勢いだな。まあ、確かに俺も総理大臣だの天皇だのに会える機会は今後もないだろう。

　同じように、ハルナも女王とは面識がなかったようだ。

「忘れていただけじゃないのか？」

「あたしは天才なの！　一度見たモノや一度行った場所は忘れないのっ！」

　そうだったな。その才能に関しては、間ま違ちがいなく天才であると俺も思っている。

　てことは本当に面識も興味もないんだな。ハルナらしい。

「とりあえずこの騒そう動どうをどうにかしないとな」

「しゃーなしだな。天才に任せる？」

「ああ、天才に任せた」

　ハルナは『にっ』と白い歯を見せて笑う。

　そして、ハルナは自分の同人誌を天高く掲かかげて、自信に満ちあふれた表情で息を大きく吸って──

「静まれーい！　この同人誌が目に入らぬかーっ！」

「萌もえ」「萌えぇ」「……萌えぃ」

　叫びがピタリと止まり、みんながハルナに注目する。

　その姿は、まるで教祖のようだった。

「あたしについてこいよな！」

「萌え！」

　ハーメルンの笛ふえ吹ふきよろしく、ハルナの同人誌に引っ張られ、歩いて会場から出て行く黒いジャケットの男たち。

　ハルナの同人誌が、こんなところで役に立つとはな。

「ミャーン？」

　不思議な事態に、『ふうりんかにゃん』が気付いた。ハルナに何かするつもりなら、そうはさせないさ。俺の首が吹っ飛ぼうが、五ご臓ぞう六ろつ腑ぷを刺し貫かれようが耐たえてみせる。

　だって俺、ゾンビですから。

「疾きこと猫の如く──ミャーン」

　ハルナのところへダッシュする『ふうりんかにゃん』。まるでアスリートのように綺き麗れいなフォームで、肘ひじを九○度に曲げて大きく振ふり、膝ひざを高く上げて尻尾しつぽをぴょこぴょこさせながらやってくる。

　あまりのスピードに、萎い縮しゆくしてしまった。

『ふうりんかにゃん』の横から、水が襲おそいかかった。ホースの口を絞しぼり、蛇じや口ぐちを全開にしたときのような勢いで。

「動かざること猫の如し──ミャーン」

　足を止めた『ふうりんかにゃん』だが、水をかけられてもビクともしない。水みず鉄でつ砲ぽうで遊ばれているようにも見えるな。

「攻撃を加えろっ！　マイダーリンっ！」

　サラスか。長い黒くろ髪かみがふわりと舞まい、可愛らしいピンクの衣い装しように黒のストッキングとブーツ。

　そして──吸血忍者の証あかしである、漆しつ黒こくのマントを羽織っていた。

　右手に持つのは、透とう明めい度どの高い青色の剣けん。サラスの能力は水を刃やいばに変えること。さっきの水も、きっとレーザーだったのだろうね。『ふうりんかにゃん』には通用しなかったが。

　よし、俺も今度は全力で『ふうりんかにゃん』をぶん殴なぐってやろう。

　ゾンビとしての力。人間の限界を遥はるかに超こえる馬ば鹿か力ぢからだ。

　床ゆかを蹴けり、楽しげに尻尾を振るぬいぐるみ顔のライオンへと突とつ撃げきする。

　──三〇〇％っ！

　人が本来持つ力のさらに三倍。渾こん身しんの一撃を、そのどてっ腹にぶち込んでやった。

『ふうりんかにゃん』は、ぴくりとも動かない。水みな面もに石を投げ込んだように波は紋もんが全身に広がって、衝しよう撃げきを吸収しているように見える。

　これは、何度か見たことのある結界という奴やつだ。

　簡単に言うと、攻撃が通用しませんでした。

「第一詠唱確認──術式解放ミャーン」

　今──なんて言った？

「お前今、なんて言ったっ！」

　返事などするわけもないと分かっていたが、俺は問いかけざるを得なかった。

　聞いたことのある言葉だった。あんまり聞きたくない言葉だった。

　無意識の内に、俺は『ふうりんかにゃん』に殴りかかっていた。

「ミャーン」

　また、クマが鮭を払はらい飛ばすような攻撃を食らわせようと、大きく振りかぶる『ふうりんかにゃん』の右手に、水の矢が放たれた。

　それはサラスのものだろう。俺に攻撃させまいと、手を狙ねらった。

　しかし──全然気にもかけない『ふうりんかにゃん』は、そのまま手を振るう。

　俺はそれを、三五〇％の力で受け止める。

　衝撃に、踏ふん張った床が割れた。

「ミャーン？」

　首を大きく傾かたむける『ふうりんかにゃん』。吹き飛ばせなくてびっくりしたか？

「侵略すること猫のミャーンっ！」

『ふうりんかにゃん』の目がピカッと光る。

　しおしおしおしお……

　光が眩まぶしくて力が出ないよ～。

　こいつの目は太陽光と同じなのか。

　俺は太陽光に弱いなんてもんじゃない。三歳児並みの力しか出ないんだ。そんな状態で殴り飛ばされたら──

　ほらー、凄すごい勢いで吹っ飛ばされたー。このまま壁かべにぶつかったら壁を突き抜ぬけそうな気がするね。『ふうりんかにゃん』はこの攻撃パターンしかないのか？　単純だが、強力だ。

　堅かたい壁にぶつかるかと思ったが──柔やわらかいモノに包まれた。

　女の子の柔やわ肌はだに、抱だき止められていたのだ。

「サラス──」

「無事か。無能ダーリンよ」

「受け止めてくれたのか。助かった」

　優やさしく立たせるサラス。

「礼などいらぬよ、マイダーリン。合法的な逆セクハラが出来て喜んでいるぐらいだ」

「お前、自覚あったんだな」

　二人で小さく笑い合う。そして、同じタイミングで『ふうりんかにゃん』に目を向ける。

　次々と黒いマントの男女が吹っ飛ばされているのが見て取れた。

　まるで壁かべに向かってボールでも投げているようだ。

　全く同じ攻こう撃げき。全く同じ動き。でも、それを止められない。

　攻撃を仕し掛かけては跳はね返されていく吸きゆう血けつ忍にん者じやたち。その中には、悪魔男爵の姿もある。

　あいつ、攻撃されても吐と血けつはしないんだな。おっぱいのことを考えるだけであんなにげぼげぼやってたのに。

「ええい、それにしても……なんて非常識な生物だ」

　苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔で、サラスが呟つぶやいた。

　考え方を変えてみよう。

　あいつは──倒たおせない。となると、狙うは──

「すまんがもう一度突撃をかけてもらえないか？」

　太陽光を浴びせられたせいで再生がなかなか上う手まくいかないが、

「ダーリン。無意味としか思えぬが──」

「頼たのむ」

「一つ条件がある」

「あいつを倒せなきゃ全員死ぬんだ。何でも聞いてやる。出来ることだったらな」

　少し投げやり気味に返してやる。

「……ダーリンの家へ行っても良いか？」

「は？」思いもしない言葉に、一言しか出なかった。

「遊びに行っても良いのかと聞いている」

　何言ってんだこいつ──という顔を俺はしていたが、サラスの目は真しん剣けんそのものだ。

「別に構わないけど……そんなことでいいのか？」




「そうだ。私にとっては──命を懸かける価値がある」




　ふっと笑顔を見せたサラスは、とても魅み力りよく的だった。

　どうも、美人の笑顔には弱い。

　一いつ瞬しゆんだけ──惚ほれてしまいそうになるときがあるね。

　一瞬だけ……な。

「好きにしろ。生きて帰れたらな。──なんでそんなに軽いんだよお前は」

「なあに。なんとかしてくれるんだろう？　マイ、ダーリン」

　投げキッスを一つして、サラスは両手に水の剣を持ち、屈かがむようにして突撃をかける。

　俺はその後ろを付いていって、サラスが『ふうりんかにゃん』に斬きりかかるタイミングで、俺は……リリアに攻撃を仕掛けた。

　六〇〇％──光ひかり輝かがやく少女に全力で振りかぶる。

「リリアっ！　今すぐやめろ！　でないと、ぶん殴るっ！」

　リリアは今にも泣き出しそうな顔で、呪じゆ文もんを続ける。

　イヤそうな顔をするんだったら、やめてくれよ。

　そんなに泣き出しそうな顔をされたら──殴れねえだろうっ！

　口をふさごうと、手を伸のばす。

　だが、オレンジ色の光に触ふれた瞬しゆん間かん、俺の腕うでが燃え上がった。

　……バリアのようなものなのか。

「疾きこと──」

　背後に声が聞こえ、俺は背筋が凍こおる思いだった。

　べしっと横よこ殴なぐりにされ、いとも簡単に吹っ飛ばされる。

『ふうりんかにゃん』……どうすりゃいいんだよ。こんな奴。

　吸血忍者たちも、もはや誰だれ一人ひとり立っていない。サラスも意識を失っているようだ。

　一いつ般ぱん人じんはちゃんとハルナが誘ゆう導どうしてくれたようで、もう誰もいない。

「第二詠えい唱しようを確認。ブラックホール縮退開始ミャーン」

　ブラックホール？　アメリカ大陸でも消し飛ばすってのは本当かもな。絶対に阻そ止ししないと。だけどどうやって？

『ふうりんかにゃん』は座り込んでいる。絶対的強者の余よ裕ゆうだな。ライオンらしいよ。

　セラや友紀が騒さわぎに気付いてやってこないかな。──いや、あいつらが来てもどうにもならないか。

　隣となりで咳せきをするたびに吐血する悪魔男爵が見えた。

　俺と同じく、ボロ雑ぞう巾きんのように転がっていた悪魔男爵に話しかける。

「元気そうだな。生きてるか？」

「君もね。……さあてどうするか。第二詠唱が確認された。残り時間は八分ぐらいだ」

　何の詠唱を確認していたのかと思ったら、リリアの言葉にあいつは反応していたんだな。

「あのオレンジの光はどうすりゃあいい？」

「女王は『ふうりんかにゃん』に守られている。『ふうりんかにゃん』を壊こわさない限り、どんな攻撃も通用しない。しかし、『ふうりんかにゃん』は常に防ぼう御ぎよ結界を張っている」

　面めん倒どうくさいな。

「恐おそろしく強いけど──クリスや大先生でもどうにもならなかったのか？　どうしようもなさではクリスの方が上だと思うが──」

「ああ、『ふうりんかにゃん』には、ヴィリエの人間の行動を抑よく制せいする魔ま法ほうプログラムが組み込まれている。アリエルもクリスも、『ふうりんかにゃん』の前ではテーブルみたいなもんだった」

　地面に伏ふせたまま動けなくなったってことか。

　なるほど、魔装少女の長おさになれるわけだ。

「つまり、あいつを倒すには魔装少女以外の人間じゃないといけないわけだ」

「その通り。しかし、魔装少女以上の強さが必要になる」

「変身する前になんとかすれば──」

「残念ながら、女王は変身済みだ。というより、魔装少女に変身するってのは、女王のようになるってことなんだよ。リリアこそ、史上初めての魔装少女。ほら、変身するときに呪文を唱えるだろ？　あれには『女王のようになりたい』って自己暗示の意味が込められているのさ」

　自己暗示で変身出来るなら、みんなスーパーマンになれるね。

「──でも、俺も魔装少女なんすけど殴れましたよ？」

「恐らく、『ふうりんかにゃん』が制せい御ぎよするのは『純じゆん粋すい』な魔装少女。魔装少女の血を持っていない相川君ならば、通じるかもしれん」

　かも……ですか。やれやれ。

「天才美少女悪魔男爵魔装少女ハルナちゃんに任せろよなっ！」

　満を持して──アホ毛のちっこいのがチェーンソウ片手に現れた。

　お前が来てもどうにもならんが、ハルナは結界の達人。もし『ふうりんかにゃん』の結界を解除出来るなら──

「相川君──彼女を止めろ」

「ん？」

「あの子は女王と戦わせてはいけない！」

「まあ、挑いどんでも殺されるだけだしな」

「いいから早くしろっ！　急ぐんだっ！　今すぐ──げほっ！」

　くわっ！　と目を見開いて、耳が痛くなるほどに叫さけんだあと、盛大に血を吐はく。

　どうしたんだ？　そんなにムキになって。

　俺は立ち上がり、『ふうりんかにゃん』に構えるハルナに声をかける。

「ハルナ、チェーンソウを貸してくれ。俺がやる」

「ほえ？　アユムが変身したくなるなんて珍めずらしいな」

「もうあんまり時間はなさそうだからな」

　ハルナからチェーンソウを渡わたされた俺は、早口に慣れてしまった言葉を呟く。

「ノモブヨ、ヲシ、ハシタワ、ドケダ、グンミーチャ、デー、リブラ！」

　コミケ会場にお似合いなピンク色の衣い装しように身を包んだ俺は、恥はずかしさを抑おさえるより先に『ふうりんかにゃん』へ突とつ撃げきした。

「迅はやきこと猫ねこの如ごとく──ミャーン」

　ふざけた鳴き声で、大きく手を払はらう。チェーンソウでガードしたが、お構いなしにぽーんと体が吹っ飛んだ。

　魔装少女になった俺でも、お話にならない。

　全く、世界は広いもんだ。

　自分で言うのもなんだが、この気持ち悪い格好になった俺は強い。

　だけど、そんな自分ではどうにもならない人間が多い。

　今回は人間じゃなくてライオンだったけど。

　そう言えば、クリスのときも相手にならなかったな。

　クリスがいてくれたら──あ、クリスでもダメだったんだっけか。

「ミャーン」

　表情を変えることはない。『ふうりんかにゃん』は、まるで無む邪じや気きな子供が虫を殺すように、ただ淡たん々たんと女王へ向かう者を排はい除じよしていく殺さつ戮りく兵器。

　魔装少女に変身した俺は防御力が半はん端ぱないので、すぐに立つことが出来た。

　何度突撃すれば成功するだろうか？

　挑ちよう戦せんあるのみだな。時間もないし、諦あきらめる訳にもいかない。

　考えろ──考えるんだ。きっと何か、方法がある。

　あくびのように、大きく大きく口を開いた『ふうりんかにゃん』。

　その口から、光線が発射される。

　大きく手で払う以外の攻撃方法があんのかよ！　俺が魔装少女になったから？

　光はマズイ。──なんて思うより速く、左手の肘ひじから先と左の脇わき腹ばらが消失した。

　あー、レーザーってこんなに避さけにくいんだ。

　どうしよう。これって再生するのかな。

「ミャーン」

　もう一発──今度は直ちよく撃げきだろう。頭が消え去るかもな。

　なんて思った矢先、すっと影かげが覆おおった。

　目の前に、女性が立っていたのだ。

　それは、タートルネック姿の女性。

「くかー」

　寝ねてるーっ！　この緊きん迫ぱくした状じよう況きようでグッドスリープ略してぐっすり寝てるーっ！

　女性は手をかざしたまま、ふらふらと横に揺ゆれる。今にもぶっ倒たおれて眠ねむってしまいそうだな。まあ、何にしても……ネネさん──来てくれたのか。

　口からレーザーが吐き出されるが、ネネさんはぼーっとしたまま手を前に出して突つっ立たっている。

　その手にレーザーがぶつかる。しかし、顔色一つ変えず、何の音もしないまま、レーザーは受け止められていた。

　ネネさんの能力は、全ぜん魔ま力りよく攻こう撃げきの無効化。

　触れるだけで、魔装少女の変身すら解除してしまうような力を持っている。当然レーザーを照射されたぐらいではビクともしない。

「はっ！　寝てないよ。全然寝てないから」

　顔をこちらに向けて、にっこりと笑う。

「あらー、ネネさんじゃない。いいところに来てくれたねー。救世主って奴やつだ」

「あは。それ、さっき私が言った言葉だ。──それにしても、派手にやられたねー」

　空気が左手とくっついていく気がする。

　レーザーで焼かれて分解されても、空間に存在するならくっついて再生するのだろう。専門的なことはわからないが──多分、再生されるみたいだな。

　ネネさんは、子供をあやすように、俺の頭をよしよしと撫なでる。

　目の前にあるのは、タートルネックでも隠かくしきれないぼよんぼよんな乳ち房ぶさ。

「後ろっ！」

　声をかけても、ネネさんは笑顔のまま動こうとはしない。

「侵しん略りやくすること猫の──ミャーン」

『ふうりんかにゃん』の魔の手が襲おそいかかる。

　その強きよう靭じんで可愛い手が、ネネさんの体を吹ふき飛ばすと思い、俺は見てられなくて強く目を閉じた。

　だが、さっきまでの壁かべに激げき突とつするような音がない。

　恐る恐る目を開けると、『ふうりんかにゃん』の手を摑つかんでいるネネさん。

　受け止めたのか？　あの一いち撃げきを？

　ネネさんの体が透とう明めいになる。ぷるんと揺れる爆ばく乳にゆうは残像。

　そして、『ふうりんかにゃん』の可愛らしい顔面に、回まわし蹴げりを繰くり出だしていた。

　その衝しよう撃げきでいとも容易たやすく、お腹なかのところから二つに分かれる『ふうりんかにゃん』。

　中に詰つまっていた綿わたが空中に放ほうり出される。

　つ、つえー。

　最強の冥めい界かい人じん。『魔装少女が何人いても勝てない』とまで言われたＳ級の称しよう号ごうを与あたえられた人物。

『ふうりんかにゃん』ですら、相手にならないのか。

　ネネさんは光ひかり輝かがやくリリアに近づく。

「それ発動させたら──『許さない』よ？」

　どんなことにも寛かん容ようで、何事も許すネネさんの言葉に、リリアだけではなく、俺もぶるりと体を震ふるわせる。

「ご、ごめんなさい！　ごめんなさい！　ごめんなさいっ！」

　リリアは詠唱を止やめ、ペコペコと頭を下げながら、姿を消した。

　それは、ほんの一いつ瞬しゆんの出来事だった。

　拍ひよう子し抜ぬけした。そりゃもうぽかーんと。

「なんで、あんなにあっさり──」

「さすがだね。勝てないと判断したら迷わず逃にげる。臆おく病びようで謙けん虚きよ──だからこそ長く女王でいられるんだ。『確実』でないことはしない。それが女王の最も強いところだ」

「確実に殺すなら、目の前で発動しなくてもいいのにな」

「俺の能力を知ってるからねぇ。目の前でやられれば、逃げる気もなくなるし、それに──確実に殺したことを自分の目で確認するためにやったんだろう」

　なるほど。確かに悪魔男爵を倒すというなら、アメリカ大陸を吹き飛ばすレベルでなくてもいいのに。それをしたのも、目の前で発動したのも、『確実』に殺すため。

「なんにしても、助かりました。ネネさん」

「くかー」寝てるし。

「ネネさん、ネネさーん！」

『ネグレリアは　力を使いすぎた　恐おそらく　十日は起きない』

　ユー。逃げなかったのか？　無事でよかった。

「そんなに力を使ったようには見えなかったけど──」

「それだけ、『ふうりんかにゃん』の攻こう撃げき力りよくと防ぼう御ぎよ結界は魔ま力りよく濃のう度どが高いんだな。俺も年を食った。全身が痛いよ──げふっ」

　血を吐いた悪魔男爵がゆっくりと立ち上がる。

「しかし、あれぐらいだったら、クーデターも簡単に成功するんじゃない？　今も女王を倒せそうだったじゃねえか」

　手を差さし伸のべ、悪魔男爵を立たせてやる。

「ああ、ネグレリアの能力があれほどまでとは思わなかった。──出来れば、今知りたくなかったな」

「どうして？　光こう明みようが差したじゃねえか。ネネさんがいれば、それでクーデターが成功するんだろ？」

　続いて、サラスのところへ向かう。死んでなければいいが。

「女王は魔装兵器を進化させてくるだろう。知ってしまったのは向こうも同じだ。知ることから全すべては始まる。魔装少女の存在を知ってしまったから、メガロが出来たし、吸きゆう血けつ忍にん者じやなんてモノも出来た」

「そういえば、あいつの目は太陽光だった。もしかして、もしかしてだが、あれって夜の王対策だったりするのか？」

『彼は昔　女王を暗殺しにいって　怖こわくなって帰ってきたことがある』

　やっぱり一度挑んでるんだ。サラスの口に手を当てる。息はあるようだな。よかった。

「てことは、ただネネさんの対策を立てさせてしまったのか」

　寝ね息いきを立てて床ゆかに転がるネネさんを見る。

　悪魔男爵も、ちらりとネネさんを見る。

『ふうりんかにゃん』を圧あつ倒とうできるが、すぐ寝てしまうネネさん。彼女をどう使うかで、クーデターの成功が決まる。──そう、悪魔男爵は思っているのだろう。

「それにしても素す晴ばらしい。ここまでとは思わなかっ──げぶばっ！」

　盛大に吐と血けつした悪魔男爵。

「是ぜ非ひ──げぼっ！　共に──げぼっ！　戦っ──ぐぇぼぐぇぼ」

　きっと、おっぱいで興奮してしまったのだろう。

　医者に止められていることを忘れて。

　やれやれ。駅前で献けん血けつに参加しようかね。

　吸血忍者のためにも──さ。

























　波乱の同人誌即そく売ばい会かいを経て、俺は家に帰ってきた。

　結局織おり戸ととは再会できなかったが、あんな騒そう動どうがあったんだ。頭をツンツンさせるだけの男のことなんか、どうでもいい。

　一度みんなと一いつ緒しよに家へ帰ってきたのだが、ハルナに「どっか行ってこいよな！」なんて怒ど声せいを浴びせられたために、気晴らしにコンビニへ行って来たのだが、気分はあまり晴れなかった。

　もしもう一度、女王が現れたらどうすればいいんだろう？

　悪魔男爵が死んだことにして姿を見せなかったのは、女王に生きていたことが知られれば、今日みたいなことになるから──

　今回はネネさんがいてくれたから事なきを得たが、もしネネさんがいなければどうなっていたんだろう？

　本当に、全て消し飛んでいたんだろうか？

　スケールが無む駄だにでかすぎて、全然実感できないな。

　はあ、もうすぐ一年が終わりを迎むかえるというのに、今年は気苦労ばかりで大変だ。

　玄げん関かんを開けると、そこには黒くろ髪かみの女性が偉えらそうな顔で腰こしに手を当てて立っていた。

　服は着ておらず、エプロン姿だ。

「おかえりマイダーリン。ご飯にするか？　お風ふ呂ろが先か？　それとも──」

　頰ほおを少し紅潮させ、意い気き揚よう々ようとした表情で、少しエプロンをまくし上げながら──

「わ・た・「飯にしてくれ」」

「うむ。それではベッドメイキング「飯にしてくれ」」

「つれないな」

「人の家で何をしてるんだ？」

「遊びに来ても良いと言ったろう？」

　遊びに来ているとは思えない格好だから聞いたんだけどな。

「ちゃんとした服を着て、もう一回出直してこい」

「それが望みならば──」

　冷たく接したのに、サラスは幸せそうな笑えみをこぼす。

「なんで嬉うれしそうなんだ？」

「出て行け──と言わなかったのでな」

　俺は何も言葉を返さず、階段を上り、自分の部屋へ。上着を置いて、居間へと向かう。

　居間にはこたつがあり、その上でみかんがピラミッドを造っている。

　ふう……寒い寒い。

　こたつに滑すべり込む。

『おかえりなさい』

　隣となりには、鎧よろい姿の女の子。銀色の髪かみが今日も美しいね。

「ただいま。ユー」

　湯飲みを傾かたむけ、ずずっと一口。

　俺はこたつ布ぶ団とんにくるまって、テレビを眺ながめていた。

「ユーは、コミケを楽しめたか？」

　隣には鎧姿の少女。

　こくりと小さく頷うなずいた後、緑茶の入った湯飲みを傾けているのが今日も美しいね。

　激げき烈れつに可愛い。

　やはり、家の中は落ち着くな。昼間は女王が現れたり波乱続きだった分だけ、こうしてユーとテレビを見る時間をとても嬉しく思う。

「ハルナとセラは？」

『年とし越こしそばの準備』＝『お姉ちゃんたちはおそば屋さんごっこしてるの～』

　なるほど、それでハルナは出て行けと言ったんだな。あいにく、コンビニ行ってすぐに帰ってきたけども。

「セラに料理させてるのか？」

　ため息が漏もれる。

『ハルナが　なんとかする』＝『料理のことならハルナお姉ちゃんにお任せだよ☆』

　そうだな。セラが凶きよう悪あくな料理しか作れないことをハルナは知っているし、ハルナは料理にこだわりを持っている。大だい丈じよう夫ぶだろう。

　ピーンポーン。

　おや？　来客か？　サラスが出直してきたのかね。

　こたつから出たくはなかったが、準備をしているハルナやセラに声をかけたら殴なぐられそうだ。

　でも、寒いからなー。

　などとうだうだ玄関のチャイムが何度か鳴るのを聞いていると、ユーがすっくと立ち上がる。

「ユー、出てくれるのか？」

　こくり。嫌いやな顔一つせずに言うとおりのことをしてくれる。

　いい子だよ。ユーは本当にいい子だよ～。

　玄関の方へ向かい、帰ってきたユー。

　その隣には、二人の吸きゆう血けつ忍にん者じや。

「おーっす相あい川かわー」

「また会ったな。クソマイダーリン」

　短たん髪ぱつの少女友トモ紀ノリと、長い髪の少女サラス。対照的な二人だ。

「おう、友紀。今度はちゃんと暖かい格好だな。今日は何の用だ？」

「師し匠しようが、そばが足りねえって言うから持ってきたんだ」

　ハルナが呼んだのか。別にいいけど、どんだけの量のそばを作るつもりなんだか。

「私は、振ふり袖そでをセラフィムから借りようと思ってな。コスプレ衣装を貸す代わりに、初はつ詣もうでの振り袖を借りることとなったのだ」

　そういう経けい緯いがあったから、セラはコスプレ会場にいた訳か。別に、振り袖じゃなくてもいいだろうに。もしかしたら、吸血忍者の掟おきてで初詣は振り袖と決まっていたりするんだろうか？

　いや、こいつは確信犯だ。きっと、俺の家に来る口実に使ったに違ちがいない。

「で、師匠は？」

『キッチン』

「そか。オレ、そば粉を届けてくるよ」

　両手に持ったビニール袋ぶくろを俺に見せて、友紀はキッチンへと向かった。

　年越しそばを女の子が手打ちで作ってくれる。

　去年まではそんなことはなかった。

　こうして、それをこたつでのんびり待っているだけなんて、贅ぜい沢たくの極きわみだね。

　ユーは定位置のテレビ前に座り、そして、サラスは黒髪が乱れるのを気にも止めず、もぞもぞとこたつの中へ。

「何やってんの？」

　寄より添そうように隣に座り、こたつの中で足を絡からめてくるサラスから逃にげる。

「せっかくここへ来たのだ。少しぐらい構わんだろう？」

「近い近い。コアラかお前は」

　腕うでを絡めようとしたから、俺はもう条件反射的にサラスをはねのけてしまった。

「ふむ。なあダーリンよ」

「なんだ？」

　冬なのになんだか体が熱くなってきた。渇かわいた喉のどを潤うるおすために、お茶をぐいっと喉へ送る。

「いつになったら、私と恋こい仲なかになってくれるのだ？」

　危あやうくお茶を吹ふき出しそうになった。げほっげほっとむせながら、俺はサラスを睨にらみつける。

「何、言ってんだ、全く──」

「私は疑問だったのだ。これだけ好意を寄せている女性がいるにもかかわらず、我がダーリンは恋仲になろうとはしない。──なぜだ？」

　マイダーリンをうっすら日本語訳すんな。

『私も　聞きたい』＝『ユーは恋バナ大だい歓かん迎げいだよ☆お兄ちゃんっ！』

「恋人になる。とか、付き合う。ってさ──何なの？」

「む？」

「付き合ったら──たとえばお前と恋仲になったらどうなるんだよ」

「愛し合うに決まっているではないか」

「どういう風に？　どっかへデートに行ったり一緒に映画見たり一緒に暮らしたりってさ友達でも出来ることだろ？」

「──そう、だな」

「結けつ婚こんとか嫁よめとか、付き合うとか彼女とか、そんなの、俺には言葉の鎖くさりにしか思えない。そんな不確定な鎖は、いらないね」

「深く考えたことはなかった。恋をすれば恋人になる。それが当然であると私は思っていたよ」

「そ。なるんだったら、確かなモノに俺はなりたいね」

『歩あゆむは屁へ理り屈くつばかり』＝『お兄ちゃんの思想にユーも感服だよ～☆』

　屁理屈──そうかもね。俺はただ、逃げているだけかもしれない。

　恋人という言葉から。

「ダーリンの気持ちは理解した」

「お、分かってくれるのか？」

「うむ。愛とは相手を許すこと。それは即すなわち、相手を理解することなのだ」

「じゃあ、もう恋人になれとか言うなよ？」

「了りよう承しようした。つまり、今の関係でも、恋人の関係でも、することは変わらないと言いたいのであろう？」

「そうそう。恋人って言葉に振り回されるだけで、やってることは変わらないのが嫌なのさ」

「それは逆に、今恋人と同じことをしても良いと解かい釈しやく出来るな？」

　おおっと。そう来たか。

　サラスは妖よう艶えんな笑みで、俺のアゴに手を添える。ぐいっと唇くちびるを寄せたサラスは、触ふれそうになったところで迫せまるのをやめて、にっと笑顔を見せる。

「抵てい抗こうせぬのか？」

「ユーのあの顔を見て、絶対にやめると信じていただけだ」

　指を向けると、ユーが頰を膨ふくらませていた。無表情のままに。

『歩に　変なこと　しないで』

　そんなメモをサラスに突つきつけるユー。そうだそうだ。言ってやれ言ってやれ。

「紅白は見ぬのか？」

　サラスは空気を読んだのか、俺から少し離はなれて座り、話題を変えた。

「ああ、ユーはバラエティ番組が好きだからな」

「そうか。ならば仕方がない」

　別に見たくなかったのか、すんなりと引くサラスに、少し意表を突かれた。

　そこへ、友紀がやってくる。そば粉をお届けするというおつかいは終しゆう了りようしたようだ。

　一仕事を終えた友紀がこたつに入り、一息吐つく。

「ふうー。あれ？　格かく闘とう技ぎ見ねぇのか？」

「ああ、ユーがバラエティ番組見たいからな」

「そっか。んじゃ仕方ねぇなぁ」

　こいつもすぐに引いたな。友紀は大のスポーツ好き。

　もう少しごねるかと思ったんだが──

　吸血忍者はユーが作り出したもの。セラもユーの言うことならなんでも聞くだろうし、二人が簡単に諦あきらめたのも、同じ理由？

「出来たぞー」

　ハルナとセラがキッチンから出てきた。こたつの上に置いてあるみかんなどを片付けて、そばつゆのたっぷり入ったお椀わんを置いていく。

「あれ？　そばは？」

　俺の素そ朴ぼくな疑問。

「それに、まだ八時だ。年越しそばは早くないだろうか？」

　サラスの素朴な疑問。

「今から食べないと一○八杯ぱい食べられないだろ！」

　……どういうこと？　いつもハルナに質問すると新たな疑問が返ってくる気がする。

　同じく、ポニーテールの美女が大きな鍋なべを持ってきた。

「四人で頑がん張ばって下さい。私がそばを追加するので」

『わんこそば形式』

　そういうことか。煩ぼん悩のうの数だけそばを食う。

　そんなイベントだと思い込んでいるのだろう。ハルナはいつもイベントを間ま違ちがえるな。

　まあ、問題ない。ユーは一人でピザを二枚食べるほどの大食漢。友紀も俺もかなり食べるほうだ。

　わんこそば大会で、五分間に二〇〇杯食べる人もいるというし、一○八杯ぐらいなら、四人で分ける必要もないね。楽勝楽勝。

「それでは、チーム分けをしてください」

　そう言いながら、セラがどてらを手て渡わたした。

　それが何を意味するのか、それを瞬しゆん時じに判断出来たのは俺とユーだけだったようだ。

『二に人にん羽ば織おり』

　二人羽織で食べろと？

「競きそうわけでもないんだから、別にチームに分けなくてもいいんじゃないか？」

「そうだぜ。しんどくなったら交代していく形でいこうぜ！」

「私はダーリンの体に触れられるのであれば、何も問題はない」

　こっちサイドから見たら大問題だよ！

「さっさとしてください。時間がなくなりますよ？」

　へいへい。セラ様の殺人的メンチビームには、逆らうことが出来ない。

「んじゃ、あたしはどんどんそばを茹ゆでるからどんどん食っていけよなっ！」

　楽しくて仕方がないといった感じの、ハルナのアホ毛。こういう元気にはしゃいでいる姿だけは可愛い。

　ぴょんぴょん跳はねるようにキッチンへと戻もどっていった。

「では、私が相川歩の手となろう」率先して手を挙げるサラス。

「いや、そこは嫁であるオレが！」負けじと手を挙げる友紀。

　バチバチと火花が飛び散りそうなぐらい、対たい抗こう意識を燃やしている。

　こいつら、そんな関係だったかな？

『私』小さく手を挙げるユー。すると──

「……仕方ねぇな」

「うむ。あとで代わっていただくことにしよう」

　やっぱりあっさり引くんかい！　お前らの主張がわからん！

　まあ、そんなことより、ユーがこのイベントに乗り気なのが意外だった。

「いいのか？　バラエティ番組見れなくなるぞ？」

　ユーは数日前から、この番組を視し聴ちよう予約に入れていた。顔には出さなかったが、かなり見たがっていたはずだ。

『録画してるから』＝『お兄ちゃん優先なんだからね！』

　抜ぬかりねえな。

　大きめのどてらを羽織ったユーは、俺の後ろから手を回す。

　隣となりでは同じように友紀の後ろから手を回したサラス。

　ユーはガントレットに包まれた手をこたつの机にのせ、手て探さぐりでお椀を探す。

「もう少し右」

　誘ゆう導どうすると、すぐに探し当てる事が出来た。同じく、箸はしの在あり処かも誘導する。さすがユーだな。安心して任せられる。

「もうちょっとあっち！　おい！　そっちじゃねえ！　こっちのあっちだ！」

　アホの友紀と組んでしまったサラスはアホな誘導に手間取りながらも、なんとか準備を完かん了りようさせる。

「では、始めましょうか」

　セラがサラスとユーの持つお椀にそばを投入。

　こうして、二人羽織わんこそば大会が幕を開けた訳だ。

　ユーは一いつ生しよう懸けん命めい手を伸のばす。背中に頰ほおを付けるほど密着していた。

　背中にプレートアーマーの堅かたさの向こうにある柔やわらかい肌はだの感かん触しよくが伝わる。

　二人羽織──最高かもしれん。

　ずるずるずるずる……ユーはまるで見えているかのように、器用に俺の口へそばを送っていた。

「はい」隣に立っているセラは、そばがなくなればすぐにお椀へそばを投入。

　それをユーは俺の口へ運んでいく。

　ずるずるずるずる……

「はい」

　ずるずるずる……

「はい」

　ずるずる……

「はい」

「ちょ、ユー。だんだんペースが速──ぐぶっ、ずるずる……」

　俺はユーをあまく見ていた。ユーはただ大食いというだけではなく、食べる速度も尋じん常じようではないのだ。

　ユーはただ、いつも自分が食べるようにしているだけ。

「ユー。ちょ……ずるずる……ごふっ」

　頑張っていたが、さすがにむせてしまった。

　無理です。もう限界です。

　隣では──

「なあ、和風ゴマドレッシングはねーのか？」

　俺と同じようなペースにもかかわらず、余よ裕ゆうの表情をした友紀。

　ラーメンが大好きな友紀は、掃そう除じ機きのコードを巻き取るような速度でそばをすする。ずるずると音を立てて食べる姿は男らしい。

「そろそろ交代を──」

　口一いつ杯ぱいにそばを頰ほお張ばった俺は、背中に密着しているユーの体をポンポンと叩たたく。

「もうですか？　相変わらず、気持ち悪い事以外では頼たよりになりませんね」

　誰だれがキモキモ界のトップリーダーやねん。あ、そこまでは言ってないか。セラに罵ば倒とうされるのも慣れたから、ついつい深読みしてしまった。

　お椀をこたつ机の上に置き、どてらを脱ぬいだユー。

　口の中にあるそばを飲み込んで、ふうと一息。

「俺が後ろになるわ」

　無表情のまま、青い瞳ひとみを俺に向ける。

　こくり。と小さく頷うなずいたユーの後ろでどてらを頭の上から被かぶる。ユーの輝かがやくような銀ぎん髪ぱつに顔を寄せて、両手を伸ばした。

　ユーの髪かみはとても良い匂においで、もうそのまま抱だきしめてしまいそうな気分になってきたが、そんなことをすれば、セクハラ裁判の上打ち首獄ごく門もん。

　お椀と箸を手探りで探し出す。

　箸を上下に動かして、ユーの口へと間合いを計り──口はこの辺りかな。

　えい。

　──ごす。俺の後頭部に衝しよう撃げき。

「誰だ今蹴けった奴やつは」

「ヘルサイズ殿どのに失礼な事をしないで下さい」

　セラか。どうやら俺はユーの口ではなく、ほっぺたぐらいに押しつけていたようだな。

　セラはユーに危害が及およぶ場合、一いつ切さいの容よう赦しやをしない。

「すまん。ユー」

　一言謝り、再開する。

　そばをたっぷり箸ですくって、口元へ。

　箸の重みが一いつ瞬しゆんで消える。

　ずるずるというすすった音は聞こえなかったが、「はい」とセラが呟つぶやいたあとに、お椀に重みが加わったので、ユーが食べたのだろうとは分かるが──いつの間に。

　繰くり返かえし、繰り返し。

　なんだこの感覚。全く二人羽織で食べさせている感じがしない。

　そのままどれだけの時間食べさせていただろう。少し様子を見てみようか。

　このまま一○八杯いけそうな気がしていたが、隣で食べていたサラスが手を挙げる。

「そろそろ、交代したいのだが？」

「え？　もう交代？　オレたち、さっき代わったばかりじゃねえか」

　サラスの後ろにいた友紀がどてらを脱いで、首を傾かしげる。

「ヘルサイズ様、お代わり願えますか？」

　こっちと代わりたいのか。ユーに話が振ふられたので、俺もどてらを脱ぐ。

　きっ、と鋭するどい瞳をユーに向けた。ユーはそれを受けて、ちらりと俺の顔を見る。

『歩が　いいなら』

「俺は別に構わんが」

『そう』ユーは少し寂さびしそうな目で俺を見てから、サラスと入いれ替かわる。

「ではまず、ゴミダーリンが前へ」

　へいへい。サラスはどてらを被ると、俺の背中へぐっと押しつけるように頰を寄せた。

　そのまま──サラスは動かない。

「おい、早くそばを食べさせてくれ」

「はっ！　幸せすぎて時間を忘れていた」

　どういうことやねん。

「では……いくぞ！　マイダーリンっ！」

　やけにテンション高く、そばをすくい上げる。

　勢いが強すぎて、そばつゆが飛び散った。

「あーもうっ！　ちゃんとやれ！」

「了りよう解かいした」

　ぎゅっと抱きしめるサラス。口元へ送られるそばを、ちゅるちゅるすする。

　ちょっと、苦しいんですけど。

「わっちゃっちゃ！」

　隣でユーに食べさせて貰もらっている友紀が、頰にそばをつけられて暴れていた。

　ユーは的確に口元へそばを送れるはずだ。

　よく見ると、友紀は顔をこちらに向けていた。

　そりゃあ、横を向いていたら、さすがのユーでも無理だな。

　現に今、俺も横を向いてしまったから、サラスに思いっきり箸で頰肉をグリグリされている。

「ストップストップ」

　こいつぅ～。とからかうが如ごとく、あまりにぐりぐりされるのでサラスを止める。

「どうしたのだ？」

「……代われ」

「まだ全然食べていないではないか」

「お前が後ろだと、食べられる気がしない」

「しょうのない奴だな。ショウノナーリンだ」

　何が言いたいのか全く分からない呼び名を付けるな。

　やれやれと首を振りながら、俺と位置を交こう換かんするサラス。

　やれやれはこっちのセリフだよ。全く──本当にこいつは、いつからこうなったんだ？　初めて会った頃ころはセラを一回りきつくした感じだったのに。

　そばを口元へ持っていく。

　ユーとは違ちがって俺と身長が近いサラスは、口の位置がわかりやすい。

　多分、ここだというところで手を止めたら──

「ひゃっ」という短い悲鳴をあげ、俺は箸を落としてしまった。

　サラスに、指を舐なめられたのだ。

「何しやがる！」

　あまりにびっくりしたので、どてらを脱ぎ捨すてて立ち上がる。

「顔を真っ赤にさせて──愛うい奴だな。愛いダーリン」

　いたずらっ子のような表情で俺を見上げるサラスに、ずいっとユーがメモを突つきつける。

『歩に　変なこと　しないで』

「そうだぜ！　へ、変なことすんな！」

　いいぞいいぞ。みんなで言ってやれ。

　一部始終を見ていたセラが、面めん倒どう臭くさそうにサラスへ声をかける。

「サラス──私は未いまだに納なつ得とく出来ないのですが、この薄うすらゾンビの何がそんなに良いのですか？」

　そうだそうだ。セラは良いことを聞いたよ！　俺の心臓を抉えぐるような感じだったけど！

　サラスはその詰きつ問もんに、少し考える素そ振ぶりを見せた。

「ふむ。ではダーリン。セラの胸を美しいと思ったことはあるか？　私はある」

「んなっ！」いきなりのカミングアウトに、さすがのセラもたじろいでしまった。

　確かに、『セラボイン』は見事なもので、貧乳派として知られる俺でもヨダレが出ることがある。セラズバストを「あらあらいいですねー」と思っていなければ、ネネさんのボンバーボインにも俺は興味を示さなかっただろう。

　おっぱいとは大小に関係なく、すべからく愛されるべきであると認識したのは、このファイナルセラブレストが魅み力りよく的だったからこそ。

「セラフィム。ヘルサイズ様の肌を綺き麗れいだと思った事はあるか？　私はある」

「それは──確かに……」

　反論出来ない。誰も反論することが出来なかった。

「ではメイル・シュトローム。ダーリンの尻しりを美しいと思ったことはあるか？　私はあるのだ」

「ねえよ！」

　これには流石さすがに即そく答とうだ。友紀は顔を真っ赤にさせて叫さけぶように否定した。

「ふむ。相川歩のコスプレ姿に欲よく情じようしたことは？」

「ねえに決まってんだろ！　って──まさか……あんのか？」

「そうだ。私は今、マイダーリンの指をぺろぺろしたいと思ったからそうした。私の考えは少し男性的なのかもしれないが、男が女の体に欲情するように、私も相川歩の体に欲情する。そこから好意が生まれて、何か問題があるのか？」

　当然だとでも言わんばかりのサラスに、理解出来ない友紀は髪の毛をわしゃわしゃさせる。

「問題あるに決まってんだろ！　サラスバティと相川はなんなんだよ！」

「ふむ。相川歩は、私の嫁よめだ」

「は？」

「男が嫁でオレが嫁で──嫁が夜目で読めなくて」

　友紀の思考回路がショート寸前だーっ！

「逆に問おう。メイル・シュトロームは相川歩のなんなのだ？」

「え？　オレは相川の嫁だ。これは掟おきてで決定されたことなんだから仕方ないんだぜ」

「──私は掟など関係なく、相川歩を嫁だと思っている。愛しているのだ。──貴様はどうだ？　相川歩はどうだ？　私と貴様では、どちらが健全であると思う？」

「どちらも不健全だと思いますが──」

　ややこしくなるからセラさんは口を挟はさまないでえっ！

「もうやめとけ、サラス。友紀の頭にはもう、情報過多だ」

　こんな話題、今すぐにでも終わらせたかった。

「よ、よくわかんねえけど、オレは相川の嫁として、これ以上変なことさせねえかんな！」

「私は愛人でも一向に構わん！」

　もう、何言ってんの？　この人。

「というか、俺は迫せまられるのは苦手だから少し控ひかえろと言いたい」

「そうだぜ！　相川は裁判にまでかけられて変態行こう為いを抑おさえたんだからな！　サラスバティも抑えろ！」

「──ふむ。確かに、少々度が過ぎたようだ。すまなかった。以後、行きすぎぬよう気をつける」

　素す直なおに非を認められたら、俺も友紀もそれ以上何にも言えないじゃねえかよ。

「まあ、何を言っても気持ち悪さは変わりません……歩が」

　セラさんは余計なこと言わないで！　泣くよ？　そろそろ泣くよーっ？

「と、とにかく、オレがサラスと代わるかんな！」

　サラスはアゴに手をやり、何かを考えている様子を見せた。またよくわからないことを言い出すのかと思っていたが──

「……いいだろう」

　あれ？　やけにあっさり引いたな。

　どういうことだ？　何かを考えてるんだろうか。

　まあ、でも──これで妙みような逆セクハラでドキドキすることはないはずだ。

　俺の後ろに回ってどてらを羽織る友紀。

　手を前に伸のばしながら、体を密着させる。

　うおうっ！　こ、これは！

　背中に確かに感じる感かん触しよく。

　服の向こうに当たるブラの形と、それを押し上げる柔やわらかな──『おっぱい』っ！

　そう、これは『おっぱい』だっ！

　ユーやサラスとは圧あつ倒とう的てきに違う、友紀の隠かくれ巨きよ乳にゆうの感触が、これでもかと背中越ごしに伝わってくる。これはもはや隠れ巨乳ではない！　オープン巨乳だ！

　ブラをしているから凝ぎよう縮しゆくされたおっぱいは横に逃にげることもなく、その柔らかさをふんだんにアピールしてくる。

　生まれて初めて、ブラジャーというものに優位性を感じた瞬しゆん間かんだった。

　男子高校生ならば、いや、男児たるもの、ノーブラこそが最も素晴らしく、美しいものであると思っていた。いや、皆みんな思っているはずだ。

　だが、これは……ブラジャーというものの援えん護ごを受けたおっぱいは、押しつけることでこれほどまでの存在感を出すことが出来るのか。

　まるでグルメ漫まん画がの審しん査さ員いんのように、次々と意味のわからない言葉が頭を支配する。

「どうした、エロダーリン」

　隣となりにいるサラスが、不敵な笑えみを浮うかべていた。

　気付いてやがる。俺が友紀のおっぱいにドギマギしているのを──

　そうか。サラスは友紀と二人羽織をしていたときに気付いたのだ。──この圧倒的存在感に。

「くっ！」

　俺は苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような表情を浮かべていたが、内心ではデレデレしていた。

　俺には、サラスを責める資格がない。たった一つの、いや二つのおっぱいに、俺は興奮している。それは、認めざるを得ないのだ。

「ゴミダーリンは、私と同じなのだよ」

　勝かち誇ほこったサラスの表情。俺はラッキースケベな状じよう況きよう下かにおいて、興奮する。

　これは、一高校生として当然だ。その気持ちとサラスの気持ちは、同じモノ──

　あいつが男だったら、是ぜ非ひ一晩語り合いたいところだ。

「相川ー。食べねえのかー？」

　背中から聞こえてくる友紀の声。いつも聞いているはずの声にも、何な故ぜかドキドキしてしまう。

　いかん。これはいかんな。

　そばに集中できる状じよう況きようではない！　どうすればいいんだ！

「こら！　さっきからそばの追加がないんだけど何やってんだ！」

　ハルナがキッチンからやってきて、俺はほっと胸を撫なで下おろした。

　どこにあったのか、『荒あらマグロ』と書かれたエプロンを着ている。ウチにそんなのなかったように思えるが、どっかで買ってきたのか。

「ゴミで有名な歩が不ふ甲が斐いないので、ストップしてしまったのです」

　セラはなぜ怒おこってるんだろう。さっきから言葉の刃やいばがギザギザなんですけど。

「あーもう！　じゃあ全員で食べろよな！　間に合わないと全員茹ゆで上げるかんな！」

　ハルナがそう言ってキッチンから持ってきたそばは、見事な鳥の形をしていた。

　そのそば特有のねずみ色は、まるで粘ねん土ど細ざい工くを彷ほう彿ふつとさせる。

「これのどこがそばやねん」

　これへのツッコミには、関西弁を炸さく裂れつさせるしかなかった。

　だが、助かった。さすがにこれ以上、友紀がその身に持つ凶きよう悪あくな兵器を押しつけられたままだと気が変になりそうだ。

　どてらを脱ぬがし、友紀から少し離はなれる。

　今の俺の心境に気付いている奴やつは、サラスぐらいだろう。

　なんだか、セラの視線が凍こおり付いているように見えるけど。

　そんな冷たすぎるセラの目から逃げるように、ユーに顔を向ける。

「ユー、どうかしたのか？」

　何故かユーがプレートアーマーの上から胸を押さえて、無表情のまま、頰ほおをリスみたいに膨ふくらませていた。

　そばを食べ過ぎたのか、また嫉しつ妬との真ま似ねをしているのか。

　いや、嫉妬しているんだろう。友紀のおっぱいに。

　ユーは貧ひん乳にゆうでいいんだよ～？　ぐへへへへ。

「歩。気持ち悪いですよ」

　一番シンプルな罵ば倒とうが一番堪こたえるときもある。表情を整えるために、こほんと咳せきをしてハルナに話しかける。

「で、これのどこがそばなんだ？」

「いいかアユム。パスタってのは粉物の生き地じ全ぜん般ぱんを指すんだ。極きよく端たんに言えば、ピザもアルフレッドガナーソンＬもパスタになる」

　天才であるアホのハルナが、またおかしなことを言いだした。

「それがこれとどう関係を？」

　こたつの上に置かれた粘土細工のような鳥を指さしながら聞いてみると──

「これはハルナちゃん特製！　フェニックスそばなんだ！」

　食べにくそうだな。なんて感想が出てくるのは、もう慣れてしまったからだろうか。

　ふう。と一息吐ついたセラが、俺の正面に座る。

「では、皆で食べますか」

「そだな。その方が美う味まいぜ。きっと」

「私はダーリンがいれば何も問題はない」

　友紀とサラスもこたつに入り、バラエティ番組を眺ながめている。

『食事は多いほど楽しい』

　うん、本当になんだったんだろう。あの二人羽織は。

「あ、んじゃあ最後の一いつ杯ぱいにするつもりだったそばも、もう持ってくるな！」

　このフェニックスそば以上の衝しよう撃げきはないだろうと思っていた。

　キッチンからハルナが嬉き々きとした表情で──

「一三キロや！」

　ギネスクラスの長いそばが来たーっ！　細っ！　よくこの細さで一三キロメートルの長さにしたもんだ。

　こうして、夜は更ふけていった。

　ときに喜び、ときに怒いかり、ときに殴なぐられ、ときに興奮する。

　激動の一年を締しめくくるなら、やっぱりこの日常が良い。

　驚きよう愕がくのそばを食べているうちに、除じよ夜やの鐘かねが鳴なり響ひびいた。

『あけまして　おめでとう』

　ぎゃーぎゃー騒さわいでいたハルナや友紀も、ユーのそのメモを見て、静かになる。

　来年の今いま頃ごろも、こんな感じだったらいいのにね。







　年が見事なまでに明けて、一月一日。

　朝日がまだ昇のぼっていない早朝も早朝に、近所の神社へやってきた。

　人ひと混ごみ嫌ぎらいな俺は、有名な神社へ初はつ詣もうでにいくよりも、近所にあるそれなりに広い神社の方が助かるが、神社の入り口は通勤ラッシュの電車の中みたいに人口密度が高かった。

「すげー人だなー」

　ぼそりと呟つぶやいたのは短たん髪ぱつの少女、友紀。

　他の面々は、まだ家で寝ねていることだろう。

　初詣の衣装といえば、振ふり袖そで。

　ずらりと並んだ人たちは、スウェットやジャージなど、動きやすい格好だった。

　当然、俺と友紀もジャージ。

　学校の体操服でもあるこのジャージは、防寒効果が脆ぜい弱じやくで、クリスマスに貰もらったユーのマフラーを巻いている。

　何故こんな格好なのか。

　それは、この神社で行われる、『グッドラッキングガイレース』とやらに参加するためだった。

　叶かのう姉妹と一いつ緒しよに行動するイケメンのことをグッドルッキングガイと呼ぶ。

　それと兵庫県にある西にしの宮みや神社で毎年やっている福男選びを混ぜたネーミングは、ハルナらしいと言えるだろう。

　ハルナは以前にもここで『ハルナフェスティボー』なんてものを開かい催さいしたことがあるのだが、それはまた別の話。

　いつの間にか、企き画かくを立案出来る立場になっていたのだろう。

　あの悪夢のようなそば地じ獄ごくのあと、ハルナが「優勝してこいよな！」と送り出したのが俺と友紀だった。実際はハルナも参加するつもりだったのだろうが、あいつは昼間の疲つかれを引きずったまま、徹てつ夜やして走り回ることは出来なかった。

　今思えば、あそこで金を稼かせいでいたのは、こういうイベントをする資し金きん繰ぐりだったのかもしれない。

　友紀は犬のような性格をしていて、このクソ寒い冬空の下でもハーフパンツで走り回ることが可能だ。

　というより、走り回りたいと思っているだろう。

　陸上部を尊敬する瞬間だ。

　すぐに動けるように手足のストレッチをしている友紀は、今か今かと開始を待ちわびていた。

　コースは至ってシンプル。

　神社の手前にある階段を上がり、鳥居を越こえて直進。賽さい銭せん箱ばこを右手に左折し、Ｓ字クランクを曲がって神社の裏手にある巨きよ大だいな一いつ本ぽん杉すぎを目指す。

　一位から三位の人間に、ベリーグッドラッキングガイ、グッドラッキングガイ、ラッキングガイと名めい誉よが与あたえられ、良い一年を迎むかえられるそうだ。

　由ゆい緒しよ正ただしいお祭りではなく、今年から突とつ然ぜん始まった訳だが、これだけの人が集まるのかとハルナの才能には尊敬する。

　きっと俺の知らない間に入念なプレゼンテーションを行ったのだろう。

「相川、一緒にゴールしような！」

　マラソンとかがあると、絶対こういう奴がいるよな。

「わかったわかった」

　だから、軽く返した俺だったが──友紀はむっとした表情を浮うかべる。

「いつも相川には手伝ってもらってばっかりだからさ。今日は相川に一位になって貰いてえんだ。本気でやってくれよー」

「まあ、やるからには全力でいくけど」

「相川が一番で、オレが二番だ！　よーしっ！　やるぞーっ！」

　友紀のやる気が最高潮に達したとき──ついに開場。

　怒ど濤とうの如ごとく雪な崩だれ込こむ人々。

　あれ？　この光景、昨日の今頃見た気がする。

　階段を駆かけ上がる。俺は、揉もみくちゃにされて早さつ速そく躓つまずきそうになりながら、ぐっと強い力で引っ張られていた。

　──友紀？

　見れば、友紀が手を引いてくれている。

　凄すごい速さで、どんどん人を抜ぬき、鳥居を越える頃ころには、完全にダンゴ状態から脱だつ出しゆつ。

　前に見えるのは、五人だけになっていた。

　吸きゆう血けつ忍にん者じやでしかも陸上部の友紀は、俺の手を引きながら、さらに速度を上げる。

「行くぜ相川ーっ！」

「おい友紀！　お前──」

「一緒にゴールするって決めたんだぜ！　昨日は相川が手を引いてくれただろ？　今度はオレの番なんだ！　絶対相川を一位にするんだ！」

　ぷるんぷるん。ぎゅっと押し込められたおっぱいが暴れている。

　両手を振れない友紀はトップスピードに乗れないようだが、それでも一般人は圧あつ倒とうする。

　一人、また一人。三位に躍おどり出でて、賽銭箱が見えてきた。

　左折──勢いに乗りすぎていた友紀は、石いし畳だたみというつるつるした足場にブレーキが利きかず、このままでは倒たおれてしまうだろう。

「あ」しまった。と小さく声を上げる友紀。

　俺は友紀の手をぐっと引く。

　なんとか倒れずにすんだ友紀だったが、代わりに俺が倒れてしまう。

「相川っ！」

「止まらずにいけ！　勝ってこい──」

「でも、相川が一位に……」

「俺はいいんだよ。ほら」

　前を見み据すえて、走り出す友紀。

　俺は立ち上がり、そのあとを追う。

　Ｓ字クランクを抜けて最後の直線を走りきり、ゴールした。

　友紀は一位にはなれなかったが三位に入賞。丸まる餅もち一ダースを副賞として貰ったが、家への帰り道では、しゅんとしていた。

「ごめん。相川」

「なんで謝るんだ？　一回立ち止まってから三位に入るなんて凄いことじゃないか」

「オレ、相川に、ベリーグッドラッキングガイになって欲しかったんだ」

　魔装少女の次に欲しくない称しよう号ごうだな。

「なのに──また相川に助けられて、オレ……相川の嫁よめなのに、嫁らしいこと何も出来なくて」

「嫁らしいことってなんだよ」

「そりゃあ、旦だん那なさんのために尽つくすことだぜ」

「だったら、十分嫁らしいことをしてるよ」

　友紀は首を横に振る。

「全然ダメなんだ。オレ──」

「変な気ぃ遣つかうな。今まで通りでいいんだよ」

「でも──」

　友紀はいつもは見せないしおらしい表情で、副賞の丸餅一ダースをぎゅっと抱だきしめた。







　さて、そんな朝を迎えた俺だったが、昼ひる頃ごろにもう一度神社へ向かうこととなる。

　小学生のとき、夏休みでラジオ体操をしに公園へいったあと、そこで遊べばいいのに一回家に帰って昼頃になってもう一度公園にいったときのことを思い出した。

　朝のときとは違ちがって、様変わりした境けい内だい。

　甘酒やカステラやイカ焼きなどの屋台が建ち並ぶ。

　正月ってのは、いつも楽しいもんだ。

　今け朝さ方がたむさ苦しい男たちが全速力で駆け抜けた石畳も、今では子供やお姉さんがゆっくりと歩いている。

　あまり寝ていない俺の前には、五人の女の子。

　五人全員が違う色の振り袖を着ているので、簡潔にわかりやすく説明すると──




　振り袖レッドっ！　ハルナ。

　振り袖ブルーっ！　ユー。

　振り袖ピンクっ！　セラ。

　振り袖イエローっ！　友紀。

　振り袖ブラックっ！　サラス。




　五人揃そろってなんとかレンジャーっ！　といった感じだ。振り袖ファイブとでも命名しておこうか。

　セラがピンクを選んだあたりが微笑ほほえましい。

　さて、参拝を済ませた俺たちは、ブラブラと屋台を巡めぐっていた。

「おおーっ！　ユキノリっ！　イカ飯あるぞイカ飯っ！」

　ぺたぺたと足音を鳴らしながら、睡すい眠みんをとって元げん気き一いつ杯ぱいのハルナ。

「お、おう。そだな」

　朝からテンションが低い友紀は、今でも引きずっている様子だった。

　こいつら、昨日あれだけそばを食べたのに、まだ食べたいのか。

「うんうん。あたしの言う通りにちゃんとやってるみたいだな」

　腕うでを組んでアホ毛をピコピコさせているハルナ。

　なんでそんなに偉えらそうなんだよお前は。

　そんな疑問は、すぐに解けることになる。

「ハルナちゃんあけましておめでとうございますー。今年もよろしくお願いしますー」

「あ、ハルナさんあけましておめでとうございます。昨年はお世話になりました」

「ハルナちゃーん。あけおめー。おかげで大だい繁はん盛じようだよー」

　通りすがりのおばちゃんやおっちゃんが、こぞってハルナに声をかける。中には深く頭を下げて最敬礼をする人までいる始末。

　どうしてみんな、このアホ毛のちっこいのに深しん謝しやするのだろうか？

「あけおめだ！　ことよろだかんな！」

　偉そうに、組んだ腕もそのままで返すハルナ。

「師し匠しよう、今の人はどういう知り合いなんだ？」

　俺の疑問を、友紀が率直にぶつけてくれた。

「ほえ？　あたしの部下共だけど？」

　そんな訳あるかい。冷めた目で見つめていた俺に、セラが補足する。

「ハルナは作りすぎた料理を、町内会の方々に配っていたのです。あとは、ハルナの性格上──」

「色んなところに口を出して、交流を深めていったんだな」

　意識を共有できたと、セラは一つ頷うなずいた。

　同人誌でもそうだったが、ハルナはこういう分野に関して天才的な才能を発揮する。

　きっと、ご近所さんが求めてるものをズバリと突ついたのだろう。

　今思えば、グッドラッキングガイレースのようなイベントはこの辺りにはなかったし、この神社がこんなに賑にぎわっているのは珍めずらしい。

　初はつ詣もうでは有名な寺社へ行く人が多いからな。ここの近所も、そういう考えの人が多かったはずだ。

　ハルナの天才的な助言で、活気を取とり戻もどしたのだろう。

　なんだ、ハルナはちゃんとご近所付き合い出来ているんだな。

　十二月に行った合コンや、学校で講師を務めたこと。

　色んなことが、ハルナに協調性を持たせたんだ。

　ハルナはこの世界に来る前まで、ずっと一人だったと聞いている。

　確かに、ハルナの行動は周りを巻き込んで妙みような事件を起こすし、頑がん固こでワガママですぐに拗すねるから、友達を作りにくかった。

　でも、今のハルナだったら、きっとヴィリエに帰っても上う手まくやるだろう。なんだろうな、心の中に、嬉うれしさと寂さびしさが同居している。妙な気分だ。

「ユキノリっ！　あっちだ！　全店回るぞっ！」

「おう……そだな」

　ハルナが引率して、友紀と一いつ緒しよに屋台を漁あさっていく。

「歩。どう思われますか？」

　お面を買っているハルナと友紀を見て、セラが腕を組みながら耳元で囁ささやいてきた。

「どっちの話だ？」

「ハルナのことです。人様に迷めい惑わくをかけているのではないかと、心配になっているかと思いまして」

「ああ、確かに心配だが──それ以上に、ハルナに心を許せる友達が増えるのは単純に喜ばしい限りだよ」

　セラはふふっと小さく笑う。

「私も同意見です。ですから、わかってはいましたが、特に止めませんでした」

「じゃあなんで聞いたんだ？」

「あなたは何かと『迷惑をかけるな』と叱しかりつけますから」

「間ま違ちがってる？」

「いいえ。……ただ、ハルナの成長を喜べないようでしたら、ぶん殴なぐってやろうかと──さて、ヘルサイズ殿どの。何か欲ほしいモノはありますか？」

『金魚を救いたい』

「では、あちらへ参りましょう」

　セラはユーを連れて人ひと混ごみの中へ消えていく。

　俺はどうしようかと立ち止まっていたら、サラスがぐいっと腕を引っ張った。

「カスダーリンよ。おみくじを引きにいかぬか？」

　おみくじねえ。初詣に来たのなら、やっておいてもいいかな。

　サラスと二人でおみくじの列に並ぶ。

　昨日の件で一時間や二時間列に並ぶことは慣れてしまったな。

「お、相川じゃん」

　声をかけられて、ちらりと見れば、そこにはダッフルコートを着た茶ちや髪ぱつの女子高生。友紀と同じクラスでバスケ部の三み原はらかなみ。

　そして、その隣となりにいるのはお下さげ髪がみのクラスメイト、平ひら松まつ妙たえ子こ。彼女は学年トップの成績を誇ほこり、百人一首で優勝を繰くり返かえす優等生だ。

「あけまして……おめでとうございます……今年もよろしく……お願いします」

　ゆっくりと頭を下げて、ゆっくり優やさしく新年の挨あい拶さつをすませる平松とは対照的に──

「ユキちゃんは？　一緒じゃないの？」

　挨拶すらしようとしない三原。

「あけましておめでとう」

　なので、平松にだけ笑え顔がおを向けるのは当然と言えよう。

「あけましておめでとう。吉よし田だ友ゆ紀きならば、イカ飯を求めて彷徨さまよっておるよ」

　サラスをじっと見る三原。

「……前から思ってたんだけど、相川と星ほし川かわ先せん輩ぱいはどういう関係なわけ？　やけに親密な感じだけど」

「よくぞ聞いてくれた。私はこのクソダーリンの──」

「ワガママで傲ごう慢まんな先輩と哀あわれな後こう輩はいだよ」

「で……でも……ダーリンって……その……」

　もじもじと手をすりあわせながら、目を逸そらす平松。彼女はあんまり人の目を見て話すのが得意じゃない。そこが良いんだよな。

「そ、からかわれてるんだよ。困ったもんだね」

「そ……そうなんだ……そっか」

　平松は胸に手を当てて、ほっと吐と息いきを出す。それは冬の空気によって白く染まった。

「まあ何でもいいや、ねえねえ相川もスケートいくよね？」

　お前が聞いたんだろうよ。三原は俺のことなんかどうでもいいようだな。

「スケート？」

「織戸とアンダーソンがね。冬休みの最終日にスケートいくみたいなの。私と妙ちゃんもいこうと思ってたんだけど、ユキちゃんと相川が参加するのか知らなかったから」

「初耳だ」

「……織戸くんから……話……聞いてなかったの……かな？」

「サラス……星川も一緒にいくか？」

　せっかく一緒にいたんだし、サラスも誘さそってみるが──

「私は残念だが、用事がある。辞退しておくよ」

「そりゃ残念だ」

　まあ、吸きゆう血けつ忍にん者じやなんて組織を率いている立場だからな。新年早々からでも、何かしらの仕事があるのだろう。あまり強ごう引いんには誘えないな。

「妙ちゃんがね。『相川くんが……いくなら……いこうかな……』なんて言いだしてね」

　モノマネを見せる三原。そんなのが出来るなら、普ふ段だんからそのキャラでいて欲しい。

「かなみちゃん！　……もう」

　恥はずかしさのあまり、平松は顔を両手で覆おおう。
















「まあ、冬休みは短いからな。出来る限り遊びたいし、俺もいくよ。話せばハルナたちもきっといきたがるんじゃないかな」

「良かったねー。妙ちゃん」

「もう……」

　照れながら、言葉を失う平松。

「お前らはもうおみくじ引いたのか？」

「ん？　ああ、まあね」

　あまり聞かないでくれとでも言いたげな表情。

「かなみちゃんは……凶きようだったんだよ」

「特に恋れん愛あい運うんが悪くてねぇ。今は叶かなわず。急がず待つべし──だって」

「平松はどうだったんだ？」

「私は……」

「妙ちゃんは大だい吉きち。今年も絶好調間違いなしだね」

「……そんなこと……ないよ……去年の運勢……当たらなかったし」

　パタパタと手を振ふる平松。

「どんな運勢だったんだ？」

「気になるあの人と……成じよう就じゆするって……」

　ひ、平松に気になる奴やつがいるのか！　むしろ俺がそいつに対して気になるじゃねえか。こんなに健けな気げで可愛い平松の思いに気付かないなんて──もし平松を悲しませるようなことをしたらこの俺が人間の限界を超こえた全力ゾンビパンチでボコボコにしてやる！

「でも、お近づきにはなれたんだよね？」

「……うん」

　何この気持ち。なんだか胸がもやもやする。

「へえ、良かったな」

　俺の言葉を聞いて、三原がぷっと吹ふき出した。

「あはははははっ！　何その顔」

　平松も口を押さえ、笑いを堪こらえている様子だった。

　どうしたんだ二人とも。

「なんでいきなり猪いの木きのモノマネなんかしてんのさ」

　三原に顔を指でさされて、アゴを押さえる。またか──全く、俺はどうしちまったんだよ。

「あー、すまん。なんだか、昨日から変なんだ。疲つかれかな」

「大だい丈じよう夫ぶ……？　相川くん……」

　平松が心配そうに顔をのぞき込んできた。

「ああ、大丈夫。お前は優しいな。ホント、お前に好かれている奴が羨うらやましいよ」

「おいクソダーリン。……貴様、まさか気付いていないのか？」

　気を利きかせてか、ずっと黙だまっていたサラスが呆あきれた顔で俺を見ていた。

「ん？　何に」

　こいつはたまに、意味の分からないことを言い出すな。何な故ぜ主語をぼやかすんだろう。

「呆れたクソ野や郎ろうだ。それでよく『積極的な女は苦手』などと言ったものだな」

「だから何が？」

「彼女はだな」

　サラスが平松を指した瞬しゆん間かん、平松が慌あわてて両手をばたばたさせる。

「ほ……星川先輩……その……どうしよう……もぅ」

　顔をリンゴのように真っ赤に染めた平松の首に、三原が手を回す。

　その口元は、ガキのようににやけていた。

「今言わなくても、そのうち気付くって。ユキちゃんといい、妙ちゃんといい、気苦労が絶えないねぇ」

　にやにやにやにや……三原はたまーに意味深な物言いをする。

　なんだか蚊か帳やの外にされているような気分だった。

　そんな空気に耐たえられなかったのは、平松。

「……そろそろ……いこっか」

　今すぐにでも、ここから立ち去りたいようだな。

「そうねー。んじゃ、ユキちゃん捜さがしにいくね」

「おう、また明日な」

　手を振って二人を送る。おかしな二人だったな。──他の連中よりマシだけど。

　それから何分も待たされて、やっと番が回ってきた。

　おみくじは一回一〇〇円。

「二つ」

　巫み女こ服ふくのお姉さんに、サラスは二〇〇円を渡わたす。二つ？　おみくじって二回やって良いモンだっけか？　それとも、俺の分？

　木で出来た六角形のぶっとい筒つつを振って逆さに向ける。ぴょこっと顔を出した棒には番号が書いてあった。

　サラスはそれを二回やり、出た番号を巫女さんに伝える。

「なんで二回やったんだ？」

「よいことが書いてなければ、寂さびしいだろう。こういうものは、よいことだけを参考にしているのだ。二つを統合してな」

　中吉と大吉。全体的に良いことが書いてあるおみくじに、満足げだった。

「俺は一つで十分だけどね。──六○番です」

　巫女さんからおみくじをもらい、サラスと歩きながら広げてみる。

　六○番──泥でい吉きち

　総合運──泥どろ沼ぬま状態。

　……何これ。まさか、これもハルナの仕し業わざだろうか？

　ふざけやがって。もう一回引いてこようか。振り向くと、そこには長い列。

　もう一度並ぶのは気が引けるな。

　やれやれだ。

「ダーリン」

「ん？」

　サラスはそれ以上何も言わず、大吉の紙を俺の手に握にぎらせた。

　そのときのサラスはなぜか、照れくさそうな顔をして──







　無事におみくじも引いた俺は振り袖ファイブと合流し、みんなで屋台を回ることにしたのだが──

　サラスは射しや的てきで全商品獲かく得とくを目指している。

　ユーはずっと金魚をすくっている。

　セラはそれを幸せそうに眺ながめていた。

　ハルナはいつの間にやらたこ焼きを焼く側に立っていた。

　ハルナの作る料理は絶品そのもの。おみくじの列よりも行列が出来ていたのは言うまでもない。

　あれ？　友紀の姿が見当たらない。

　あいつ、こういうときは元げん気き一いつ杯ぱいで大はしゃぎするタイプなのに。

　いや、どこかで騒さわいでいるんだろう。平松と三原も捜さがしていたしな。

「セラ、友紀を捜してくる」

「さっきまで一いつ緒しよにいたのですが──わかりました。迷子になったと判断したら放ほうって帰りますので覚かく悟ごしておいてください」

「へいへい」パタパタと手を振って、セラの言葉を冗じよう談だん半分に聞き流す。

　だが、冗談ではないだろうね。

　あいつはいつも、本当のことしか言わないんだから。

　昨日から人を捜してばかりだな。探たん偵ていにでもなろうかね。

　屋台をざっと見回してみたが、それらしい姿は見えない。振り袖を着ている人はそれほど多くないから、すぐに見つかると思っていたんだが。

　賽さい銭せん箱ばこの前を左折して、Ｓ字クランクを抜ぬける。グッドラッキングガイレースで通った道だ。

　その先にある一いつ本ぽん杉すぎのところまで来ると、ほとんど人がいなくなっていた。

　まあ、杉すぎの木以外に露ろ店てんもなんにもない、寂しい場所だからな。

　巨きよ大だいな木にもたれ掛かかるようにして、一人の少女が座っている。

　膝ひざを抱かかえて、ぼーっと空を眺めていた。

「どうした、友紀」

　声をかけながら杉を背にして、友紀の隣となりに立つ。

「相川……」

　友紀は俺に気付いて、体育座りをより強固なモノとするために、膝をぐっと引き寄せる。

「まだ、気にしてるのか？」

「──うん」

　こちらに、顔を向けてはくれなかった。

「グッドラッキングガイなんてものになれなくて、俺はむしろ喜んでるぞ」

「そうじゃねえ」

「そうじゃなかったのか」

「……オレいつも相川に引っ張って貰もらってばっかりでさ──せっかく師し匠しようが挽ばん回かいのチャンスをくれたのに──今度こそって思っても、結局また相川に助けられてばっかりで」

　なるほど、グッドラッキングガイレースに友紀を出場させたのは、そういう理由があったのか。ハルナの奴、本当に友紀のことを気にかけてるんだな。

「そんなことを気にしてたのか？　気にしなくてもいいのに」

「でも、オレは相川の嫁よめなのに」

「それでも、気にしなくていいよ」

「……おう」納なつ得とくできない。と言いたげな表情だ。

　どうしたもんかな。

「お前は、どうしたいんだ？」

「え？」

「オレは……相川のお嫁さんになりたいんだ」

「もうなってるんじゃなかったっけ？」

「最近──変なんだ」

「ん？」

「サラスバティがさ、相川にすり寄ってるのを見ると──こう、胸がぎゅーってなるんだ。相川がセラフィムを見ていると、負けたくないって思うんだ。でも、何に勝ちたいのか分からないんだ。病気なんだオレ」

「じゃあ、俺が悪いんじゃないのか？」

「相川は……悪くない。オレがバカだから……悪わりぃんだ」

　膝ひざの間に顔を埋うずめて、もごもごと呟つぶやいている。

「そう言えば、三原と平松が捜してたぞ」

「さっき会った」

「二人はなんて？」

「かなみが言ったんだ。オレは病気にかかってるって」

　あのつけマツゲめ……またアホの友紀に余計なことを……

「きっと、いつもの冗談だよ。どうせ、にやにやしながら言ったんだろ？」

「そうだったけど……」

「噓うそだよ。あいつは医者じゃなくて女子高生だしな。スケートに行く話は聞いたのか？」

「おう──でも……オレはいかねぇ」

「なんで？」

　至し極ごく当然な返しだったと思う。だけど、友紀は「うぐっ」と痛いところを突つかれたような声を出し、とてもとても小さく呟く。

「……れないんだ」

「ん？」

　聞き返すと、少し投げやりに──

「オレ、実はスケート滑すべれないんだっ！」

　その言葉は、あまりに意外だった。

　タスポニーとかカバディとかスポーツ全ぜん般ぱんが大好きな友紀に、出来ないスポーツがあったのか。

「笑いたかったら笑えばいいじゃねえか」

「いや、誰だれだって最初は出来ないからな。笑ったりしないさ」

「かなみは大笑いしてた」

「お前、一発ぐらいあいつを殴なぐっていいと思うぞ」

　笑いかけるが、友紀は笑わない。

「……はあ」深いため息を吐ついている友紀の頭に、ぽんと手を置く。

「相川……」

「特訓するか」

「え？　いいよ……オレ」

「いいじゃねえか。三原たちをびっくりさせてやろうや。俺、スケート得意なんだぞ」

「ふーん」

　やれやれ。それでも興味なしか。

「なあ、友紀。俺のためになりたいって言ってたよな？」

「おう──」

「じゃあ、俺のためにスケートの特訓をしよう。三原たちに俺のスケートを教える技術を自じ慢まんしたいんだ」

「……相川」

「ユキノリっ！　話は聞かせて貰ったぁっ！　とぅっ！」

　杉の枝から飛び降りてきた、アホ毛の少女。手には……たこ焼き。

「ハルナ……お前たこ焼きを焼いてたんじゃ」

「ユキノリにも食べさせようと思って持ってきたっ！」

「いつから聞いてたんだよ」

「上うえ杉すぎに、逢うては織お田だも、手て取どり川がわ──って辺り？」

　どこの話だよ。誰が戦国辺りの話をした。

「ユキノリがスケート出来ないなんて、あたしが許さないからな」

「なんで？」

「あたしの弟子は最強じゃないと駄だ目めなの！　明日、スケート場にいくかんなっ！」

「でも──師匠」

「うっさい！　行くって言ってるだろっ！」

　いつもの有う無むを言わせないハルナに、友紀は黙だまり込んでしまった。

「……元気、出せよな」

　たこ焼きを一つ、友紀に食べさせる。

　ほわーんと幸せそうな表情を浮うかべた友紀だったが、飲み込んだらまた意い気き消しよう沈ちんした。

　何にしても、明日スケートで友紀を元気にするしかないな。

　遊んで楽しければ、きっといつもの元気が出るだろう。







　そんなこんなで、さんざん初はつ詣もうでを楽しんだ帰り道。

　ハルナは何十個と水風船を振ふり回しながらスキップしている。

　友紀とサラスは自宅の吸きゆう血けつ忍にん者じやマンションへ帰った。

　セラは綿わた飴あめを食べながらハルナの隣を歩く。

　……綿飴なんか食べるとは思ってないので、是ぜ非ひどんな顔で食べているのかを見てみたかったが、セラは俺に背中しか見せなかった。

　だが、俺はくよくよしたりはしない。

　隣にいるのは可愛い可愛いネクロマンサーなんだ。

　ユーと歩いて帰れるだけでも、幸せなもんさ。

　ユーが突とつ然ぜん、何かを見つけたように振り向いた。

　これほど俊しゆん敏びんな動きを滅めつ多たに見せないから、驚おどろいた。

「どうかしたのか？」

『誰かに　見られている』

　友紀も同人誌即そく売ばい会かいのときに、誰かに見られていると言っていた。

　あのときは人が沢たく山さんいるのだから当然だと思っていたけど──

　ユーまで言うのならば、真実ではないかと思ってしまう。

　もしかして、重大な何かが動き始めているのではないだろうか？

「ユー。それが何なのか、わかるか？」

『気配が　消えた』

　ユーが気付いたことで、尾び行こうをやめたのか。

　そんなことが出来るのは──吸血忍者？

　目的はなんなのか、誰なのか。

　今までに何度も経験したことのある──

　新たな騒そう動どうのニオイがした。

























　三が日は家でこたつに入り、のんびりと駅伝を見て過ごすのが定例だったが、今年は違ちがった。

　三が日は家で駅伝を見ていたい。

　なんて思うのは俺だけだったようで、案外賑にぎやかだった。

　よくいくボーリング場があるアミューズメント施し設せつ内。

　平たい天てん井じようも、壁かべもすべて白一色の清潔感溢あふれるスケート場だった。

　俺は子供の頃ころからスケートが好きで、ここにはよく来ていたのだが、年々来る人は減っているように思う。

　昨今はスキーやスノボーの方が冬のスポーツとしてメジャーになってしまったのが原因なのだろうか。

　だが、今日は賑わいを見せている。フィギュアスケートが頑がん張ばっているおかげで、人気も戻もどってきたのだろうか。

「うっきゃあああ」

　スケートリンクへ飛び込むハルナ。

「ハルナ。突然出ると人様の迷めい惑わくになりますよ？」

　セラがハルナの後を追う。

　いつの間にかリンクへ出ていたユーは、足を全く動かさないまま滑すべっていた。

　俺もハルナほどではないが、うずうずしていたので、スケートリンクへ飛び出す。

　セラが滑る姿はなんとも美しい。

　揺ゆれるポニーテールがポイントだな。

　久しぶりに来たので、感覚を思い出しながら何周か滑ったあと、リンクから一度出て、ウーロン茶を飲む。

　いやあ、動いたからだんだん暑くなってきたな。ダウンジャケットを脱ぬいでいると、ふと友トモ紀ノリの姿が目に入った。

　友紀はリンクに入らず、胸辺りまであるフェンスに両りよう腕うでを置いてぼーっと突つっ立たっていた。

「何やってんだ？　お前の特訓で来たんだろ？」

　友紀は寂さみしげな表情で、氷上を見ている。

　相変わらず、元気がないようだな。昨日みたいに意気消沈という訳ではなさそうだが。

「相あい川かわ、すんげー上う手まいよな」

「見てくれてたのか？」

「おう。オレ、ちょっと尊敬しちまったぜ。オレもあんくらい滑れたら楽しいんだろーなー」

「だったら、滑れるようになればいいじゃないか」

「そうだけどよー。氷の上って、なんか思い通りに動けなくて、恥はずかしいけど……怖こえぇんだ」

　自分の気持ちを素す直なおに言う。友紀のいいところだな。こういうのを見ると、なんとかしてやりたくなる。

「来いよ。友紀。──何、慣れれば怖こわくもなくなるさ」

　俺はぐっと友紀の腕うでを引っ張った。

「あ、相川……い、いいよ！　オレっ！」

　よたよたと歩くことすらままならない友紀を連れて、リンクへ。

「滑れるようになるまで、付いていてやるから」

「でも、それじゃあ相川は楽しくないだろ？　いいよ滑れなくても──外から見てるからさ。技術を見て盗ぬすむのは忍にん術じゆつでよくするんだぜ？」

　そんなことをしてるのか。──忍にん者じや汚きたない。手を離はなし、スケートリンクの入り口で立ち往生する友紀に、氷上へ出た俺は、笑顔で手を差さし伸のべる。

「人に教えるの、結構好きなんだよ。やらせてくれないか？」

「相川──」

　頰ほおを赤く染めた友紀はこくりと一つ頷うなずくと、氷の上に足を乗せる。

　瞬しゆん間かん──バランスを崩くずして倒たおれそうになる友紀。

「あ、あああああああああああいいいいいいいいいいいかわ～」

　なんとか保とうとして、でも足あ搔がけば足搔くほど、藻も搔がけば藻搔くほど滑っていく足。

　怯おびえた表情で、痛いぐらいに俺の腕を摑つかんでいる。

　よっぽど怖いんだな。

「いいか、友紀。スケートと自転車は似ていると俺は思っている」

「あわわわ……」相川の発音で口をパクパクさせる友紀。

　聞いているのか聞いていないのか、ずっと足を前へ後ろへ動かし、ずっと下を向いている。

「怖くない怖くない。前を見ろ」

「お、おう」

　がくがくがくがく。頭を激しく動かす様は、まるで壊こわれたフラワーロックのようだった。

「自転車を最初に乗るときもそうだろ？　下ばかり見てちゃ上手くはならない。落ち着いて、深呼吸を大きく二回してみよう」

　すーはー。すーはー。強ごう引いんに息を整えた友紀。

「なるほど。わ、わかったよ。相川」

　いつものように、元気に振ふる舞まっているが、内心では怖いのだろう。足はずっとがくがくしていた。

「とりあえず立つところからだな」

　立たせて、俺は手を離す。

「うわわわ……」

　友紀は両手をぶんぶん振り回しながら、尻しり餅もちをついた。

　あまりに見事なこけっぷりに、フォローすることができなかった。

　バランスが崩れると、それを補おうとして手を振ってしまうんだな。そして、手を振るから余計にバランスがとれなくなって、ものの見事にこけてしまう。

　手を離すのは、まだ早かったな。

「すまん、友紀」

　俺は一言謝りを入れながら、手を差し伸べる。

　手を取って立ち上がる友紀だったが、立った途と端たんにまた足ががくがくしている。

「……ペンギンみたいに足をＶ字にして立ってみろ」

　後ろに回って、友紀の肩かたを押さえる。

「ペンギンみたいに──オレ、やってみるよ！」

　肩をすくめて直立した友紀の手は、腰こしのところで外に開いていた。

　そう、それはまるで、ペンギンのようだ。

　思わず、笑ってしまった。今からヒゲダンスでもするのか──と。

　調子が出てきたじゃないか。

　やっぱりこいつは運動しているときが一番幸せなんだろうね。

　こんな友紀だったら──俺は……

　……俺は……なんなんだ？　今、俺は何を言おうとしたんだろうか？

「なんだよー」

　ぷう。と頰を膨ふくらませる友紀。

「いや何。可愛いなって思っただけだ」

「かわっ！」ボン。と爆ばく発はつしたように真っ赤に染まる友紀の顔。

「うっせーっ！」

　からかわれて、友紀は両手を挙げる。急に動いたから、また体勢を崩し、バランスを保とうとしてジタバタと手を動かして──

　俺の方へ倒れてきた。

　友紀の体を、そっと抱だきしめる。

「ご、ごめん。相川」

「いや、謝るなよ。俺が悪かった」

　なんか、変な気分になってくるだろ？　という言葉は続けられなかった。

　なんでだろう。何度も何度もこんな展開になったことがあるのに、どうしてこんなにドキドキするのだろうか？

「こ、この靴くつ……なんか滑るんだ」

「そりゃあ、滑るためのものだからな。もっかい立ってみ？」

「おう」ペンギンのポーズで立つ友紀。何回見ても滑こつ稽けいで、可愛い。

「そのまま歩いてみようか」

　ちょこちょことぎこちなく、友紀は足を動かす。

　一歩進むだけでも、すぐにこけそうになるのをなんとかフォローしながら、ゆっくりと歩いていく。

「あ、相川！　オレすげーよ！　氷の上を、滑ってる！」

　まだ滑ってないけど、俺は「ああ」と笑え顔がおで相づちを打った。

　友紀はとても嬉うれしそうに、ちょこちょこと歩いて行く。

「よーし。その調子だ。なんだ、ちゃんと出来てるじゃないか」

「お、おう……」

　友紀はどうしても恐きよう怖ふ心しんが抜ぬけないようで、ずっと足あし下もとを見ていた。

「ちゃ、ちゃんと……支えてるか？　相川？」

　まるで、自転車に乗る練習をしている子供が、補助をしている親へ言うような台詞せりふだった。

「ああ、ちゃんと支えてる。肩に触ふれてるんだからわかるだろ？」

「そ、そうだったな」

　もう足下にしか意識がいかないのだろう。

　今だったら、おっぱいを揉もみしだいても気づかれないかもな。

　よっぽど怖いんだろう。

　どうすれば、この恐怖心を克こく服ふくできるのだろうか？

　恐おそらく、それだけが壁かべになっているんだ。これさえ乗のり越こえられれば、すぐに滑ることが出来るはず。

「ほう、歩のようなくだらない人間でも人にモノを教えることが出来るんですね？」

　ポニーテールを美しくなびかせながら、セラがこちらへと滑ってきた。

「冷やかしなら帰れ」

「あなたが何かを教えられると思ってませんでしたので、もし駄だ目めならば私が教えようかと思ってましたよ」

「どんな手を使うつもりだったんだ？」

「そうですね。メイル・シュトローム。手を──」

　セラが友紀の手を取る。そして──滑り出した。

　友紀はセラの手を両手で摑み──

「ぎゃあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ」

　超ちよう高こう速そくで一周した。一周のタイムを計れば、きっと世界大会に通用するレベルだろう。

　セラは俺が知る様々な化け物の中でもスピードという点では最強クラスだ。

　それは水中であっても、空中であっても、氷上であっても同じ。

　水上スキーのごとく滑すべりきった友紀は、涙なみだをいっぱいに溜ため、恐きよう怖ふに震ふるえていた。

「どうです？　滑ることが出来たでしょう？　これを何度か続けていれば、そのうち慣れますよ」

「その前に精神が参っちまうよ」

　全く、可哀かわい想そうで見ていられなかった。荒あら療りよう治じにもほどがあるだろう。

「で、でも──今ので相川の言っていたことが少しわかったぜ」

「ん？」

「スケートは自転車に似ているって奴を──さ。速度をあげれば案外安定するんだな。死ぬほど怖かったけど」

「吸きゆう血けつ忍にん者じやには、このぐらいがちょうどよいのです。技は頭ではなく体で覚えるものですから……では、早さつ速そくもう一周いきますか？」

　ぶるぶるぶるぶる──友紀はこれでもかと首を横に振る。

　新たな恐怖が埋うめ込まれてしまったな。このまま続けて、さらに氷上恐きよう怖ふ症しようになってしまう可能性もある。

「セラの方法は、せめて滑れるようになってからの方がいいと思うんだ。友紀は滑れないという前に、氷の上が怖いんだからな」

「そう、ですか。ならば、そこまではあなたに任せましょう」

　そう言って、セラは滑っていった。

　──どれだけ上う手まくなれば、さっきのあれに耐たえられるだろうか。そこまで友紀をレベルアップさせることが出来るのだろうか。

　なんだか、責任が重大になってきたような気が、しないでもなかった。

　ちょこちょこと歩きながら外周を回る友紀。一いつ般ぱんの方々も、そのペンギンのような愛らしさに微笑ほほえみを向けていた。

　セラは何周友紀を追い抜いただろうか。通りかかるたびに友紀は足を震わせていた。よっぽど怖こわかったんだな──アレ。

　後ろからすいーっと鎧よろい姿の少女が現れた。

　見ようによっては、こけたときのことを考えたプロテクターのように見えないこともないだろう。

　手足は一いつ切さい動いていないのに、何かに導かれるように前に進む少女。

　銀色の美しい髪かみがキラキラと輝かがやいて見える。

『順調？』＝『どう？　お兄ちゃんの格好イイ手ほどきでどうにかなりそう？』

　ゆっくりゆっくり進みながら、通りすがりにメモを見せるユー。

「ああ、歩いて一周することが出来たよ」

「オレ、一周できたの初めてなんだ！　感動してるぜ！　怖いけど」

『私も　怖い』

「ユーは滑れてるじゃないか」

『初めて　体験することだから』

　スケートは初めてだったのか。それでこれだけ堂々と滑るのは凄すごいな。

「セラに滑り方を教わるか？」

『さっき見た　あれは　無理』

　俺は思わず笑ってしまった。さっきのあれを見ていたんだな。確かに、初めてスケートを経験した人間からすれば、あれはジェットコースターよりも恐怖だろう。

「ユーも、練習するか？」

　こくり。小さく頷うなずいたユー。

「いいか？　まずＶ字にしてから斜ななめ前に滑っていくんだ。エッジが同じ方向を向いていたら、踏ふん張ばりが利きかないけど、Ｖ字にすることで前に蹴けり出せるんだ」

　実際にやってみせると、友紀は「おおー」と声をあげる。

　ユーは見よう見まねで一歩踏み出した。

　すいー。

　ものの見事に──バックする。

　……どうなってんの？　これ。

　原理が全くわからない。前に前に蹴り出して、気がついたら後ろに下がっている。まるで蹴り出した瞬しゆん間かんに強風で押し返されているようだ。

　しかし、足を揃そろえて前に向けると……すいー。

　だから、どういう原理なのこれ！

　ただ言えることは可愛いということだけだ。

『難しい』

「いや、もうある意味出来てるんじゃないかな。うん」

　乾かわいた笑いでごまかしながら、どうしたものかと模も索さくする。

　とりあえず、全く滑れない友紀を優先だな。

「じゃあ、友紀。手を持っててやるから、滑ってみろ」

「お、おう──」

　ずるん。ぼてーん。昭和の漫まん画がで表現される擬ぎ音おんがぴったりの、見事な尻しり餅もちだった。

「大だい丈じよう夫ぶか友紀？」

「お、おう。やっぱり──まだ早かったのかなぁ」

「そうだな。よし、もう一周歩いてみよう。今度は、ちょくちょく手を離はなしてさ」

「手を離して！　そ、そんな高等テクニック、オレに出来んのかな……」

「出来るさ。ユーだって初めてで出来てるんだから」

　隣となりを滑るユーの姿を見て、友紀は「よーし」と気合いを入れる。

　ちょこちょこちょこちょこ。歩くのはだいぶ慣れてきたように思えるが、まだ足下を気にしているな。

　そっと手を離してみる。

　お？　歩けてるじゃないか。

　やっぱり、恐怖心だけが壁になっているんだな。

　そのとき、ユーが突とつ然ぜん横から俺にぶつかってきた。

　俺の背中へ手を回し、ぎゅっと目を瞑つぶっている。

　本当に、ユーも怖かったんだな。

　こんな、子供みたいに、ユーの方から抱きしめられたのは初めてだった。

　やべえ。デラやべえ。興奮するー。

　今すぐに抱きしめ返してカトちゃんがよく使うＢＧＭ『タブー』を脳内で流しながらくるくると回りつつ滑りたい気分だったが、そうもいかなかった。

　なぜならば、両手を前に出した友紀が、涙を流していたからだ。

「あ……あい……かわ」

　一言声をかけてから手を離すべきだったな。

「あー、すまんすまん」

　我に返った俺は、ユーを片手で抱だきながら、友紀の手を取る。

「こけなかったじゃねえか。この調子ならすぐ滑れるようになるさ」

「おう……そうなんだけどよ……あれ？　なんでだろう。涙が止まんねぇんだ」

　よっぽど怖かったんだな。こいつも。

「悪かったな。怖かったよな」

「そうじゃねぇ。そうじゃねぇんだ」

　涙を拭ぬぐって、友紀は笑顔を見せる。

「わかんねぇけど、もう大丈夫だ」

　意味が全然わからないが、大丈夫という言葉を信じるしかないな。

　さて、どうしたもんかな。ユーと友紀の両方を俺が抱かかえられるだろうか？　よし、こうしよう。

「ユーは俺に抱きついて、友紀は俺の手を──ふべぶりゃ」

　俺はどれだけだらけた顔をしていたのだろうか？　超高速で一周回ったセラが、その勢いのまま俺に跳とび蹴げりを仕し掛かけた。

「ヘルサイズ殿どのにセクハラするとはっ！　見み損そこないすぎて見失いました」

　日本語がおかしくなるぐらい気持ち悪かったようです。

　──ってか、スケート靴ぐつで前蹴りは容よう赦しやなさすぎるだろう！　ゾンビだからってやっていい攻こう撃げきと悪い攻撃があるのに。

「いや、これは不ふ可か抗こう力りよくでだな」

「その言い訳は何度目ですか？　ヘルサイズ殿、私と参りましょう」

『セラは』＝『お姉ちゃんはちょっと……やっぱりお兄ちゃんが』

　一いち抹まつの不安が拭えない様子のユーだったが、そこから先を言えなかった。

「なんです？」

「お前のさっきやった地じ獄ごくのメリーゴーランドに恐怖してるんだよ」

「それなら問題ありません。私がヘルサイズ殿をあんなに荒あらい扱あつかい方をするとお思いですか？」

　当然だと胸を張るセラ。こいつは、ユーにだけ優やさしいからな。

　そのことをユーもわかっている。

　友紀はあれがすでにトラウマになっているようで、がたがたと震えていた。

「友紀はセラに任せられないな」

　ユーは優しい女の子だ。セラに怖いとは直接言えず、友紀をセラに任せられないことがわかり、自分から率先してセラと共に行こうという。

「ユー、帰ったら、何が食べたい？」

　感謝の気持ちを表したくて、俺はユーに声をかける。

『スティーブン・セガール』

　ユーのメモには、いつもの返し。

「豚ぶたキムチでいいか？」

『素す敵てき』

「じゃあ、また友紀は俺とマンツーマンだな」

「おう」

　なんだか様子がおかしい友紀の手を引いて、歩く練習を再開する。

　何度も何度も手を離して、やっと手を離しても歩けるようになった友紀。

　だが、滑すべるとなると──すってんころりん。そのあまりにコミカルなこけ方に、この表現を使わざるを得なかった。

　滑ることはまだまだ慣れることが出来ないか。

　だが、まだセラには任せられないしな。

「いいぞ友紀。あとはもう滑るだけだ」

「だ、だけど相川……やっぱり怖ぇよ」

「また手を引いててやるから」

　友紀の手を引いて滑る。生まれたての子こ鹿じかのようになりながら、なんとか進む友紀。

　んー。これはやっぱり難しいな。

　なんとか教える方法はなかろうか。かといって、セラの教え方はキツいしな。こういうとき、ハルナだったらどうやって教えるんだろう。

　……あれ？　そう言えば、ずっとあの天才魔装少女の姿が見えないな。

　いつからだ？　スケート場に来たときは確かにいたはずなのに。

　友紀の後ろから、何かが激げき突とつする。

　それは──椅い子すだった。絢けん爛らん豪ごう華かなラタンチェア。籐とうか何かで編み込んだ椅子。

「しゃーなしだ！　ユキノリのために椅子を用意してやった！」

　噂うわさをすればなんとやら、というより、噂をしたからなんとやら。犬が喜んでいるかのようにアホ毛をビッコンビッコン動かしたハルナが、どこから持ち出したのか、エマニエル夫人かあるいは細ほそ木き数かず子こでも座ってそうな背もたれの丸い椅子で、友紀に突とつ撃げきをかけたのだ。

「いけいけー」

　強制的に座らされる形になった友紀を押して、ハルナが速度を上げる。

「にゃはははははははっ！」

「ハルナっ！　お前何をしやがる！」

　必死に追いかけるが、ハルナの氷上でのスピードはすさまじかった。それはセラと同等か、それ以上だ。つまり──

「ぎゃあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ」

　恐きよう怖ふに絶ぜつ叫きようする友紀。

「ハルナ。それはセラがすでに試ためした手で──」

「どうだユキノリっ！　楽しいだろっ！」

「怖こえぇよっ！」

「何が？」

「何がって──」

「こけることか？」

「──うん」

「だったら、あたしが支えてやるっ！」

「え？」

「もしこけたとしても、あたしが起こしてやるっ！」

「師し匠しよう……」

「あんたは、それでも怖こわいのかっ！」

　ハルナは、そのために椅子を──

　正直言って、椅子に座って滑ったところで、上う手まくはならないだろう。

　あいつは分かってたんだな。友紀が滑れるようになるには、恐きよう怖ふ心しんを消すことだって。

　だから、絶対こけないように、スピードに慣れるように、楽しめるように──

　こんなものを用意したのか。

　その気持ちはよく理解できるが……相変わらず、破は天てん荒こうなことをしやがる。

「ハルナっ！　他のお客さんに迷めい惑わくかけるな！」

　あいつは周りを見ないからな。

　せめてゆっくりと移動して貰もらわないと。

　スケートリンクは一方向にぐるぐる回るしかない。

　待ち構えて、捕つかまえてやる。

　来い来い来い来い来い。来た来た来た来た来た！

「どうりゃあ」

　まるで筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうなキャラが出すようなかけ声で、俺はハルナが押すエマニエル夫人が座っているような椅子を受け止める。

　すぽーん。と、友紀が飛び出した。

　まあ、高速で突つっ込こんできた椅子を急停止させたんだ。椅子に座っていた友紀が飛び出すのは当然のことだと言えよう。

　渾こん身しんの力で押さえたために、籐の素材がばりばりと音を立てた。

　ぼーん。と友紀に抱きつかれる形になった俺は尻しり餅もちをついて、そのままスケートリンクをお尻で滑ることになった。

　つる────ん。友紀を抱いた状態で回転しながら滑る。

　そのまま壁かべに後頭部から激突した。

　なかなかいいタックルだ。アメフトでも通用するだろう。

「友紀？」

　友紀はずっと俺の腰こしにしがみついていた。

「相川……オレ……」

「怖いんだろ？　わかってるさ」

「そうじゃないんだ。オレ、わかったんだよ。サラスバティの言ってたことが」

「サラスが？」

　いつの、どの言葉なのか、俺にはわからなかった。

「相川とこうしてるだけで、幸せな気分になるんだ。誰だれかが相川とこうしているだけで、切なくなるんだ」

「友紀──」

　何かを言おうとして、俺は口を噤つぐんだ。嫌いやな空気を感じていた。

　友紀は抱きしめる手を強くする。上うわ目め遣づかいに見る友紀。

　こいつの目って、こんなに大きかったんだな。

　乙おと女めのような表情。

　友紀。いつも少年のようなトモノリはこの瞬しゆん間かんだけは、ユキだった。

　そう──『女の子』がそこにいた。

　そんな、友紀らしからぬ顔に、俺はドキドキしていた。

　抱きしめ返すべきなのか、手のやり場に困りながら、しかし、友紀から目が離はなせなかった。




「オレ気付いたんだ。相川はオレの夫じゃない──オレの嫁よめなんだって！」




　は？　何言ってんの？　この子。アホの考えや！　アホの！

　そう──そこにいたのは、『トモノリ』だった。

　やり場に困った手を、俺は友紀の頭にのせる。

「じゃあ、お前はなんなんだよ」

「オレは相川の嫁だ！　でも、相川もオレの嫁なんだ！」

　意味がわからなくて、笑った。やっぱり、アホだ。

「友紀……何を言ってんだよ。さっきから」

「相川って──ダンカンだよな」

「さらに何を言ってんだよ」

「他人の気持ちに気付けないってことだっ！」

「鈍どん感かんっていいたかったのか？　お前の伝える能力が低すぎるんだよ」

「これでも……わかんねぇのかよ？」

　抱きしめる手をさらに強める。

「苦しいんだけど……」

「オレも苦しいんだ！」

「じゃあ離れろよ」

「なんでわからねえんだよ！　相川のアホっ！」

「アホのお前が言うな」

　友紀に何があったんだろうか。俺には到とう底てい理解出来ない。

　ハルナは何をしているだろうか。ふと顔を向けてみると、一いつ般ぱん客きやくの女の子が椅子に乗っていた。

　だから迷惑をかけるなよ。

「にゃはははは！　いけいけー」

　きゃっきゃっ。ラタンチェアに乗った女の子がはしゃいでいる。

　あれ？　ちょっと楽しそうに見えるのはなんでだろう。

　いつの間にか、リンクの入り口で行列のようなものが出来ていた。

　一周回ると、次の子供が椅子に乗る。

　どうやら、ジェットコースターを待つ行列みたいなものらしい。

　迷惑をかけていないなら何でもいいや。

「相川……やろうぜ！　特訓」

「友紀──」

「オレ、相川と一いつ緒しよだったら、もう怖くねぇぜ？」

「さっきまであんなに怖がってたのに？」

「おう！　オレわかったんだ！　相川はオレの嫁なんだって！」

「それはもう聞いたし、何回聞いても意味がわからん。しかも、ここは危険な気がする」

「じゃあ、あっち使おうぜ！　誰もいないからさ」

　笑顔を見せた友紀に腕うでを引っ張られ、隣となりのリンクへ。そこはフィギュアスケーターの練習用リンクだった。今は誰もいない。

「勝手に使ったら怒おこられそうだな」

「そんときは一緒に謝ってくれ！　オレは相川と二人でやりたいんだ！」

　まあ、誰にも邪じや魔まされないところでやれればそれに越こしたことはないか。あとでちゃんとスケート場の人に謝っておこう。

　友紀は体を離し、氷上に立つ。

　俺も起き上がり、冷たくなった尻についた水分を払はらう。

　友紀の手を取って、滑すべり始めると、あら不思議。あんなに安定感のなかった友紀が、ものの見事に滑っているではないか。

　急にどうしたんだ？　あれだけ狼狽うろたえていたのに──

　まるで最初から滑ることが出来たように、手を握にぎって併へい走そうする。

　まだまだぎこちないし、速度も出せないけど、それでも、友紀は笑顔を見せていた。

　意味がわからない。何もかもがわからないが──

　笑顔だったら、何でもいいや。

　この調子なら、すぐに一人で滑ることも出来る。

　隣を、セラが滑っていく。

　美しい足を組んで、ラタンチェアに座っていた。

　なんて似合うんだ。エレガントに肘ひじ掛かけに肘を置き、頰ほお杖づえをついている。

「にゃはははは！」

　ずっと椅い子すを押しているハルナも、楽しんでいる様子だ。

　いいなあ──

　はっ！　俺は今何をっ！

「相川も、あれやりたいのか？　オレが師匠に言ってやるよ！」

　え？　いや、別にそんなことは──

　ちょこちょこちょこちょこ……手を離しては滑れないようで、友紀は氷上を歩いて向かう。

　後ろから、くいっと引っ張られる感覚。

　振ふり向むけばそこに、ユーがいた。

「すまんな。友紀にばっかり構っちまって」

『今度　私にも付きっきりで』

「ああ、そうだな──セラに内ない緒しよで二人きりで来るか？」

　少し悩なやんでいるのか、無反応だったユーは、こくりと小さく頷うなずいた。

　セラに内緒で、というのが申し訳ないと思っているんだろうね。

「相川ーっ！」

　ハルナのようにラタンチェアを押して、こちらへ友紀がやってくる。

　俺は振り向いて、友紀に向かって手を上げる。

　すると、ユーが背中に密着してきた。

　そう、それは二人羽織のときと同じように。

　世界が──止まった気がした。

　胸がドキドキする。

『これで　今日は　我が慢まんする』

「何を？」

　俺の問いに答えず、すいーっと横を通っていった。

　今日は、みんなどこかおかしい。

「相川ー。師し匠しようがこれを貸してくれたぜ」

　それは、壊こわれかけたラタンチェアだった。壊れたと表現しなかったのは、椅子としての機能は生きていたからだ。

　ちらりとハルナを見る。

「にゃははははは！」

　元気に笑いながら椅子を押し続けている。

　……椅子は、二脚きやくあったようだ。よく見れば、ハルナの押している椅子は新品同然。

　なるほど、さっき急停止させた椅子がこれなんだ。

　ていうか、これを俺が使うのはどうかと思うな。うん。周りの人に迷めい惑わくだろう？

　でも、みんなハルナの方へいってしまってる。やるなら今しかねえ。

　いやいや、理性を保て俺。こんな迷惑なものを俺がやっていいはずがないだろう。

「にゃはははは！　どうだお前らっ！　楽しいかーっ！」

　いいなあ。

「相川、やってみろよ」

　えー、しょうがないなー。

　座ってみる。ちくちくするな。

「友紀。じゃあ後ろから押してくれ」

　ほんの一回だけ。ちょっと滑ってみたらそれでやめよう。

「おう！　いっくぜえ相川ーっ！」

　どーん。思った以上の勢いで押し出された俺は、壁かべへ衝しよう突とつしそうになったが、なんとか足で踏ふん張ばった。

　ビリヤードの球のように壁を跳はね返り、スケートリンクの隅すみっこへ。

　なかなか楽しかった。

　もう一回やりたいところだが、ガキじゃないんだし、やめておこう。

　立ち上が──べり。

　…………べりって言ったかー。

　ちょっとズボンがひっかかったかな。椅子の素材が粗あらくなっていたからな。座ったときにちくちくしていたのだから気付くべきだったな。

　全く──困ったもんだね。

　気を取り直して立ち上がる。

　べりべりべりべり。

　甘く見た。

　正直、ちょっとだけなら破けてもいいと思った。

　だが、これ以上立てば確実にぱっくりと、ズボンが破けて、下着丸見えのオーイエス状態と化すだろう。

「相川ー。次代わってくれよー」

「いや、お前さっき絶ぜつ叫きようしてただろうが」

「速度さえ普ふ通つうなら大だい丈じよう夫ぶだぜ。それに、相川が一緒だから──」

　ぽっと頰ほおを染める友紀。本当に、どうしたんだこいつは。

「残念だが、代わってやれない」

　ケツが破けていることなんか知られる訳にはいかない。このまま、荷物のところまでいかせて貰もらうっ！

　思いっきり壁を蹴けりつける。

　ゾンビの力を思い知るがいい！

　すいー。

　ふっふっふ。滑ることが出来ない友紀では追いつくことなんか出来まい。

　どん。

「相川ー。待ってくれよー」

「どうかしましたか？」

　セラ──お前はまた嫌いやなタイミングで現れやがって。

「相川が代わってくれないんだ」

「──ほう」

　セラのヒスイ色の瞳ひとみがこちらへ向いた。いや、その瞳は深しん紅くに染まっていたかもしれないな。

　セラはぐっと腰こしを落とす。是ぜ非ひ後ろからお尻しりの形を見てみたかったね。

　こっちに来る。と思った瞬しゆん間かん、俺の目の前にセラはいた。

　椅子を摑つかもうと伸のばされた細くて美しい手が恐おそろしく見える。

「待ってくれセラ。これには訳があるんだ」

「どういう訳ですかね？　気持ち悪いことでしたら、結果は変わりませんが」

「……やっぱり何でもないです」

　セラの手を払い、またゾンビパワーで壁を蹴る。

　セラはこういうとき、頼たよりにしてはいけない。

　今となれば、友紀に言うべきだった。

　また端はしまで来た俺は、後を追ってきたセラから逃にげるために、もう一度壁を蹴る。

　何か、いい手はないものだろうか。

　そんなことを考えていたとき──

「あ、あの……私も……その……代わって貰って……いいですか？　ごめんなさい」

　聞き覚えのある、あまり聞きたくない声が聞こえてきた。

　椅子に座る俺の隣に、併走する一人の少女──いや、二人の少女がいた。

「お前──なんでこんなところに……」

　俺は、驚きよう愕がくに目を丸くせざるを得なかった。

　そこにいたのは、ヴィリエの女王、『リリア・リリス』だったからだ。

「女王様、ちょっと！」

　リリアのあとを付いてくる少女。ロリロリな顔に似合わない豊満なバディの持ち主だった。

「ご、ごめんなさい！　でも──一回だけ……してみたくて……ごめんなさい」

　やりたくてやりたくてうずうずしていたのか。

　魔装少女ハルナが考案したモノだ。同じ魔装少女であるリリアも、同じように興きよう味み津しん々しんなのだろう。

　恐ろしい力を持つヴィリエの女王といっても、ただの女の子じゃないか。

「悪いが、代われないんだ」

　人が増えてしまった以上、立つわけにはいかないんだ！

「相川ー」

「歩。いい加減にしてください。独ひとり占じめして遊びたいなどと──子供ですかあなたは」

　友紀とセラが迫せまる。

　万ばん事じ休す。直線的な動きしか出来ないのであれば、どれだけ速度を出してもいつかは捕つかまってしまう。

　もはやズボンはあきらめるしかないのか。いや、まだ手はある。

　俺は椅子から降りて、氷上に足をつける。

　そう、お尻は椅子につけたままで……

　やどかりになった気分だ。

　ちょこちょこと歩く俺は、さっきの友紀みたいだった。

　鬼おにのような形相をしたセラに追いつかれた。

　こ、これが鬼ごっこという奴やつか。

「さあ、早く降りて下さい」

　手を引っ張られ、尻のあたりでビリッと音がした。

「駄だ目めだ。俺に恥はじをかかせるつもりか」

　三〇〇％──ゾンビの力で踏ん張る。両手を強ごう引いんに引っ張られるが、ゾンビの方が力があるんだ。

「存在自体が恥はじです。諦あきらめて下さい」

　もう限界だ。

「ＯＫセラ。理由を説明する」

「弁明は立ってから聞きます」

「今立つと、ケツが丸出しになるんだ」

　セラの手が、ピタリと止まった。

「どういう原理で？」

「椅子の素材がばりばりになっててな。ズボンに食い込んでいるんだ」

「あなたはどうしてそう、いつも気持ち悪い事件を起こすのですかね？」

　セラは手を離はなす。

「わかってくれたか」

「ええ、しかしどうしますか？」

「あ、あのあのあの……ごめんなさい……代わって貰えますか？」

　後ろから声をかけられ、体が硬こう直ちよくする。

　リリアだ。

『ふうりんかにゃん』をしっかりと抱だいて、俺を見つめている。

「セラ。逃げるぞ」

「ええ。任せて下さい」

　セラに背もたれを押されて、まるで爆ばく発はつしたように速度が上がる。

「このままリンクから出るぞ」

「わかりました」

　氷の上にいるから、狙ねらわれるんだ。このままリンクの外に出れば大丈夫。

「疾はやきこと猫ねこの如ごとく──」

　聞いたことのある、二度と聞きたくない声が聞こえてきた。

　俺のすぐそばに、スプリンターのようなフォームをした、可愛らしいライオン。

　大きく手足を振ふる姿は、まるで誰だれかが着ぐるみを着ているかのようだ。

　って、リリアの奴なんてもんを──

「なんですかこれは」

　セラは驚おどろきの声を出さざるを得なかったようだ。さらに速度を上げ、椅い子すが宙に浮うく。

　それでも、『ふうりんかにゃん』はついてくる。

　セラは途と中ちゆうで九〇度方向転てん換かんし、リンクの外へ。

　そこで、『ふうりんかにゃん』に捕まってしまった。

　セラがべしっと横から殴なぐり飛とばされ、ゴロゴロと転がった。

「セラっ！」

「ミャーン」

　腕うでを引っ張る『ふうりんかにゃん』。

「絶対に立たんぞーっ！」

　悲痛の叫さけびも通じていない様子だった。

「動かざること猫の如く──」

　やめてー。引っ張らないでー。

「ご、ごめんなさい……楽しそうだったから……つい……」

『ふうりんかにゃん』の近くでぽっと頰を赤く染めるリリア。手段を選ばないところが魔装少女らしいね。

　いやいやと頭を振るが、とうとう引ひき抜ぬかれてしまった。なんてパワーだ。

　リリアは今か今かとわくわくしているようだった。

　ちょっと可愛い。

　ばりばりばりばり……

　あーれー。

　抵てい抗こうむなしく、俺はズボンを破は壊かいされながら、前に倒たおれ込んだ。

「はわわわわ……」

　涙なみだ目めになって、両手で口を覆おおうリリア。

　涙目になりたいのは俺だよ。

　まさかこれほどまでに破けるとは思わなかった。

　下着まで破れ、お尻を突つき出した状態で、恥はずかしさに泣き出しそうだった。

「な、なななな……何してるんですかっ……エッチぃ人は重罪ですっ！」

　リリアの声に反応して、『ふうりんかにゃん』が俺を殴り飛ばす。それはあたかも、ゴルフの一打目のような見事なスイングだった。

　ナイスショット。







「散々な目にあったなー。元気出せよ相川」

　スケートは大好評のまま幕を閉じた。

　俺は意い気き消しよう沈ちんしながら帰宅していた。

　行きは友紀が元気なかったのに、帰りでは友紀に慰なぐさめられることになろうとは。

「いつものことです。何を今いま更さら気にすることがあるのですか？　気持ち悪い」

「アユムっていつどこでもキモキモだな」

『わざとかと思うときがある』

　言いたい放題にもほどがあるよ！

　何より寂さびしいのは、俺のスケートテクニックを披ひ露ろうできなかったことだ。

　Ｔ字路に差し掛かかり、友紀が足を止める。

「じゃあ、オレ帰るから──ありがとな」

「ああ、またスケート場でな」

「あたしは明日あしたもユキノリん家ちに行くから。ミートローフを作るんだ」

　アメリカの家庭料理か。ちょっと食べてみたいな。

「おう、待ってるぜ！　師し匠しようっ！」

　白い歯を見せて、ガキのように元気な笑え顔がおを見せる。

「相川……その……」

「なんだ？」

「なんでもねぇ」

　目を伏ふせて、すねた表情を見せる。

　何かを言おうとしたセラが、急に振り向き、葉っぱを投げる。

「うきゃ──」小さな悲鳴。

「どうした？　セラ」

「尾び行こうです」

「すぐに攻こう撃げきするなよ」

「完全に気配を消して尾行する時点で、ただの人間ではありません」

「出てこいっ！」

　声をかけ、顔を見せたのは、可愛らしい少女だった。

　女王、リリア・リリス。

　女王様が自ら尾行をしていたのか？　とんでもねえな。

「……あ、あの……ごめんなさい……すごいですね……気付くなんて……」

「さすがに、一度顔見させられれば、気配も覚えます。吸きゆう血けつ忍にん者じやをあまりなめないでいただきたいものですね」

　さすがセラさんだ。頼たよりになるぜ！

　そうか、大おお晦日みそかからずっと尾行をしていたのは、女王リリア。だからスケート場にもいたんだ。だけど、ハルナが始めたジェットコースター的エマニエル椅子が楽しそうで、うずうずしていた結果、顔を見せてしまった。

　魔装少女らしい、女の子らしい失敗だったんだ。

「あんた、何してんの？　あたしの後ろをつけ回すなんて──」

　文句を言いながら近づこうとしたハルナを、止める。

　そうすぐに喧けん嘩かを売ろうとするな。

「そろそろ、聞かせて貰もらえるか？　お前は何をしに来たんだ？　リリア」

「あの……ごめんなさい……私、相川アユムさんに……その、興味があって」

「こんな産業廃はい棄き物ぶつのような男に？」

　俺は何の産物やねん。セラは毒を吐はきながらも、リリアの持つ異様な威い圧あつ感をびりびりと感じているようだった。

「もしかしたら──その、ヴィリエにとって脅きよう威いになるかもしれないからその──ごめんなさい」

「クーデターを、気にしているのか。俺にはその気も力もねえよ」

「いや、でも、その、今はもっと興味が出てきたものがあって……ごめんなさい」

　ちらりと視線を送るリリア。その先には──

　そうか！　狙いは、ユーだ。

　ユーは特とく殊しゆな力をいくつも持っていて、その力をいつも誰かに狙われている。

　全ての中心──ユークリウッド・ヘルサイズ。

　もしかしたら、氷上を怖こわいと思ったから、嫉しつ妬との真ま似ねなんかをしたから、リリアにつけ回された？　いや、それは考えすぎだ。

　リリアと同じ力を持つユーを、脅威と考えているんだろう。

　またか……また、ユーか。

　もうやめてやってくれ。ユーはそんなの、望んでいないんだ。

「セラ、ユーを頼たのむ。ハルナはチェーンソウを取ってこい。友紀は逃にげろ」

「歩はどうするんですか？」

「こいつに遊んで貰って、時間を稼かせぐさ」

「歩──分かりました」

「ミストルティン、すぐに持ってくるからな！」

『気をつけて』

「心配すんな。そうそう死んだりはしないさ」

　それぞれが走り出す。セラはユーの手を引いて、ハルナは全力で俺の家へ。

　リリアはそれを見て、ユーたちの方へ。俺はそれを迎むかえ撃うつように拳こぶしを握にぎって──

　友紀は──黒いマントを羽織って、リリアの方へ。

「友紀お前！　何やってんだ！」

「オレだって、相川と一いつ緒しよにいるんだ！」

「ごめんなさい……刃は向むかうなら、ごめんなさい」

　リリアは腕からぶら下がるように抱かかえているライオンのぬいぐるみの足を持つ。

　すると、それはびよーんと伸のびた。

　両手で抱えるように持ったそれは、柄つかの部分が長い刀。薙なぎ刀なたよりも刃が広いから、青せい竜りゆう刀とうという奴やつだろう。

　昨日コミックマーケット会場で見た『ふうりんかにゃん』とは形状が異なるな。あのときはぬいぐるみがそのまま大きくなっていたんだが、武器にもなるのか。

　そうだったな。あれは兵器。魔装兵器なんだ。

「獅し子し刀とう……『ふうりんかにゃん』……参ります。ごめんなさい」

　伏し目がちに俺を見るリリア。ししとう──美お味いしいよね。

　よかった。ちゃんと遊んでくれるみたいだ。

　怖いのか、少し持つ手が震ふるえている。脅威的な雰ふん囲い気きは一いつ切さいない。

　振りかぶるリリア。

　次の瞬しゆん間かん──俺の体は真っ二つになっていた。いや、ぎりぎり離はなれてないな。背中はくっついたままだ。

　攻撃速度が速いなんてものじゃない。

　セラよりも速い。最強と呼ばれた魔装少女、クリスと同等かそれ以上。

　……そういえば、悪魔男爵が言っていた。

　女王の強さは大先生かクリス程度だと。

　それって、ただのゾンビである俺じゃあ、一生かかっても倒せないアホの領域じゃないか。

「あ、相川ーっ！　離れろバカヤローっ！」

　友紀の左手に、炎ほのおが現れる。吸血忍者としての友紀の力で火の玉を具現化させたのだ。

　投げつけられた火の玉は、青竜刀の前で消えた。空気が波打つのが見える。

　結界だ。『ふうりんかにゃん』の力はそのまま残っているみたいだな。

　ってことは──あれ一つで矛む盾じゆんが成立する最強の武器と最強の防具だったりして。

「友紀、離れてろ。リリア、こいつは関係ない。いいな」

「あの、私──なんでその……言うこと聞かなきゃ、いけないんですか？」

　ごもっとも過ぎて反論も出来ないね。

　青竜刀の柄で友紀の腹を刺し突とつする。攻撃速度が速すぎて、友紀は条件反射の防ぼう御ぎよすら出来なかった。

　みぞおちにヒットしたのだろう、その場で腹を抱えて「ぐっ」と唸うなる。

　だが、リリアを見る目に闘とう志しは消えていなかった。

　青竜刀を抱えて、リリアは頭を下げる。

「ご、ごめんなさい！　痛かったですか？」

「ここまでやっても謝って済むのは子供と政治家だけだ。友紀、逃げろ」

「いや、だめだっ！　相川は、なんでここに残って戦おうなんて思ったんだよ！」

「そりゃあ、ゾンビとしてお前らを守るために──」

「オレだってそうだ！　嫁よめとして、相川を守るんだ。今度こそ、相川のためになるんだ！」

「俺のためだって言うなら、今すぐ逃げて欲しいんだが」

「あの、ごめんなさい！」

　どういう意味でのごめんなさいなのか気になるところではあるが、そんなことを考えている余よ裕ゆうはない。

　青竜刀を振ふりかぶったリリアに、小さく問いかける。

「なあ、話し合いって手はないかな？」

　だが、振り下ろされる青竜刀。ぱっくりと傷口が開いた。

「ごめんなさい！」

　斬きってしまって『ごめんなさい』なのか、話し合いをする気がないから『ごめんなさい』なのか。

　前者の方だな。武器をしまう気配を見せないから。

　全く、魔装少女ってのはいつもこうだ。

　まだ会話が出来るクリスでも結局戦う羽目になったし。

　最低条件は魔装兵器『ふうりんかにゃん』の破は壊かいだ。

　猫ねこの形態じゃなくても、どうしようもない奴だな。

　大おお晦日みそかのときはネネさんがいてくれたからなんとかなったが──どうすりゃあいい？　せめて俺が、魔装少女になれさえすれば──

　……待てよ。魔装兵器。そうだ、あるじゃないか。もう一つ、ここに魔装兵器が。

「友紀」

「どうした相川」

「聞いてくれ。あいつはどうしようもない」

「そだな。どうすりゃいいのかオレにもわかんねーよ」

「でもな、もう一つ、どうしようもない強さの奴を知ってるんだ」

「それって──」

「お前だ。友紀」

　驚おどろきのあまり、まぶたをパチパチと動かす友紀。緊きん迫ぱくした状じよう況きようを忘れてしまったようだ。

「お……オレ？　サラスバティやセラフィムの方が強つえぇのに？」

「ああ、そうだ。お前の中にある魔装兵器──『ヴィネグレット』を呼び起こす」

「魔装……兵器……？」

　驚きの声を上げたのは、友紀ではなく、リリアだった。

　しまった。軽率だったな。声に出すべきじゃなかった。

「あるんですか？　『ふうりんかにゃん』と同じものが」

「さあて、どうだろうね」

　どうすればいい？　答えが全然出てこない。言うべきなのかどうかも、友紀の中にある魔装兵器を起動する手段も、それで『ふうりんかにゃん』に勝てるのかどうかもわからない。

　答えない俺を、柄で殴なぐる。

「ごめんなさい……ごめんなさい……ごめんなさい……」

　痛みはない。だが、容よう赦しやもない。

　がっしりと柄を摑つかむ。が、実際摑んでいるのは結界だった。

「ごめんなさい。言えないんですか？　……こんなに聞いているのに」

「ＯＫ。教えよう。あいつの体の中には魔装兵器が入っている。もし気を失うようなことがあれば、きっと発動してお前を倒たおしてしまうだろうさ。だから──俺とだけ戦ってくれ」

「ごめんなさい……本当に……ごめんなさい」

　今にも泣き出しそうな顔で、リリアは言う。

「だったら、確かめない訳にはいかないんです……ごめんなさい」

　可愛らしく、小走りで友紀を狙ねらう。

　焚たきつける形になっちまったか。くそったれ！

　立ち上がって、俺もリリアを追った。

　踊おどるように、くるくると青竜刀を振り回すリリア。

　小さな手で振るう一いち撃げきは重く、いとも簡単に足を折られてしまう。

　殴りかかった手は、リリアにつかみ取られ、捻ひねり挙げられ、アスファルトの地面に叩たたきつけられる。

　まさか、『ふうりんかにゃん』を使わず手で摑むなんて予想外だったな。

　地面に刺ささった青竜刀は、ライオンの形に戻もどる。まるでスライムのようにうにょーんと、俺と同じぐらいの身長に、な。

　まさか、このまま俺を拘こう束そくして、『ふうりんかにゃん』で──

「逃げろ！　友紀！　このままじゃ──」

　スプリンターのように走り出す二足歩行のライオン。

「いやだ！」

　俺の必死の叫さけびは、かき消された。

「な、なんでだよっ！」

「オレは相川の嫁で、相川はオレの嫁だからだっ！」

　友紀は立ち向かう。だが、いとも簡単に横よこ殴なぐりにされて、電柱に背中を打った。

　そりゃ、そうなる。サラスでも相手にならなかったんだ。今の一撃で気を失ってしまうだろう。友紀は『ふうりんかにゃん』を知らなすぎたんだ。あんな可愛い顔でも、ネネさんぐらいしかまともに戦うことも出来ないってことを──

「あれ？　話が違ちがいますね。ごめんなさい」

「そろそろ退いて貰もらいたいもんだね」

「でも……ごめんなさい」

　動かなくなった友紀だが、魔装兵器が発動する様子は見えなかった。

　いや、まだだ。

　友紀の拳が、握られる。

「うぐっ──強ぇ。強すぎんだろ──なんだよこいつ」

　立ち上がった友紀は、左手に炎を出現させ、それを『ふうりんかにゃん』へと投げつけた。

「疾はやきこと猫の如ごとし──」

　それを避よけられ、立ち上がったばかりの友紀をまた横殴りにする。

　今度は、壁かべに叩きつけられた。

　どこぞの家の壁にヒビが入る。さっきより、強めの一撃という証しよう拠こだろう。死なない程度に殴り飛ばしているんだ。

　俺が、友紀に魔装兵器があるなんて言ったばっかりに。

「いっててて……」友紀はまたもや立ち上がる。

　しかし、片目を瞑つぶり、肩かたを押さえ、ふらふらの状態だ。

　すかさず、『ふうりんかにゃん』は友紀の頭を殴る。攻こう撃げきが全く見えていないようで、また友紀は防御することが出来なかった。

　額ひたい、鼻、頰ほおを伝って、血が流れ落ちる。

　それでも、友紀は気を失ったりはしなかった。

「友紀っ！」もがく俺を、より強い力でリリアが押さえ込む。俺の全力が、全然通用しなかった。そう言えば、リリアはずっと魔装少女状態なんだっけか。魔装少女に俺の力が通用した試しがないからな。早くハルナが魔装錬れん器きを持ってきてくれないと。

　体が動かない。今すぐ友紀を助けたいのに。手を取って逃とう避ひ行こうと決め込みたいのに。

　いつもこうだ。俺はいつも、力が及およばない。

　また電柱に背中を叩きつけられる友紀。今度は電柱が折れるほどの衝しよう撃げきだった。

　さすがに、友紀も起き上がらない。

「ごめんなさい……これで、見られるんですよね？」

　申し訳ない。という表情のまま、しかし興きよう味み津しん々しんでリリアは友紀を眺ながめていた。

「ヴィネグレット……オレの声、聞こえてるか？」

　友紀は地面に伏ふせたまま、息も絶え絶えに言う。

　何が友紀をそこまで駆かり立たてるのか──まだ、意識があるようだ。

「オレ、あんたがオレの中にいること、ずっとイヤだった。大きすぎる力だって、みんなを傷つけてしまう力だって──わかってたから」

　片かた腕うでが使えないのか、折れた電柱に手をかけて、必死に体を起こす。

　よろよろの足あし腰こしで、『ふうりんかにゃん』に立ち向かう。

　当然、横殴りにされて吹ふき飛んだ友紀だったが、またすぐに立ち上がった。

　まるで氷上でバランスが保てないときのように、がくがくの足で立ち上がったんだ。

　もういい。もういいんだ。友紀。お前は逃にげてくれ。

　そんな言葉が、口から出ない。

　溢あふれてくるのは、涙なみだだけだった。

　もっと、俺に力があれば──

「もっとオレに力があれば、相川を助けられるんだ」

　友紀──俺は、お前が傷つくところが見たくないんだ。

「今、このとき、この場所で、オレしか、あんたの力でしか出来ないことなんだっ！」

　体はボロボロだが、友紀の瞳ひとみはまだまだ死んでいない。

　その闘とう志し溢あふれる瞳に、俺は少し……そう、ほんの少しだけ──惚ほれてしまった。

「だから──ヴィネグレットっ！　応こたえろよ！　オレに力を貸してくれえええっ！」

　友紀の声に、背中から幽ゆう霊れいのようなものが出現する。

　左半身が炎ほのおで出来た、右半身だけの男。

『ふうりんかにゃん』と同じく、友紀の中に組み込まれた『魔装兵器』だ。

　そう、今ここに、恐おそるべき兵器が二体、向き合っていた。

　いつもは友紀の身に何かがあり、失神してしまったときだけ現れる大量破壊兵器。ヴィネグレット。

　だが──今日は違う。

　友紀が自分の意思で、初めて自らがヴィネグレットを発現させたんだ。

「ご、ごめんなさい……本当だったんですね」

　その姿に、リリアはなぜか楽しそうな声でそう言った。

『ふうりんかにゃん』の猫パンチがヴィネグレットに襲おそいかかる。

　だが、炎の体はするりと通とおり抜ぬけ、逆に、『ふうりんかにゃん』を殴り飛ばしてしまう。

「行くぜ──ヴィネグレット。今なら分かるんだ。お前の使い方」

　友紀が左手を挙げる。火の玉が一つ、二つと腕うでの周りをぐるぐる回るように出現した。それはゆらゆらと空中を漂ただよう、幽霊のようだ。

　魔装兵器のおかげなのか、さっきまで重傷だったのが噓うそみたいに、強くアスファルトを踏ふみしめていた。

「疾き──ミャーン」

　何発もの火の玉が『ふうりんかにゃん』に襲いかかり、爆ばく発はつする。電柱の一部が粉ふん砕さいし、家の壁が木こっ端ぱ微み塵じんになっていくが、『ふうりんかにゃん』にはあたらない。

　リリアはそれを見て、大きな声で、整然とした声で呪じゆ文もんを唱える。

「右に青き炎を持て」

　その言葉を聞いた『ふうりんかにゃん』は、愛らしい猫耳をぴくぴくっと動かしてからそれに応える。

「第一詠えい唱しよう確認、術式解放ミャーン」

　負けじと、友紀も唱え出す。

「凍いてつく心を解き放て」『第一詠唱を確認、術式解放』

　ヴィネグレットはその声に従い、両手を広げた。

「左に赤き炎を携たずさえろ」

　リリアは呪文を続ける。

「第二詠唱確認、火か炎えん放射、猫ねこの如く」

『ふうりんかにゃん』は四つ足をアスファルトにつけて、口を大きく開いた。

「其そは神々の息い吹ぶきさえも、吹雪ふぶきへと変えるだろう」

　追いつくように、友紀が続ける。

『第二詠唱を確認、冷れい却きやく準備完かん了りよう』

「永えい劫ごうを焼き払はらえ──インフィニティ・インフェルノ」

「最終詠唱、確認したミャーン。侵しん略りやくすること『火』の如く」

　言葉が発せられた瞬しゆん間かん──『ふうりんかにゃん』の口から炎が吐はき出される。

「駆け抜ぬけろっ！　アブソリュート・フェンリルっ！」

『最終詠唱を確認した、氷結を開始する』

　友紀の声に従い、ヴィネグレットが手を前に差し出した。

　目の前全すべてが炎に包まれるかと思った。

　目の前全てが氷に包まれるかと思った。

　その二つが、互たがいを相そう殺さいしていた。

　そう、ヴィネグレットは『ふうりんかにゃん』の攻撃を無効化したのだ。

　次の言葉は同時に発せられた。

「其は命の分ぶん岐き点てん」『第一詠唱を確認、術式解放』

「其は命の分岐点」「第一詠唱を確認、術式解放ミャーン」

「我は生の道を、汝なんじは死の道をゆくだろう」『第二詠唱を確認、衝しよう撃げき波は、準備完了』

「我は生の道を、汝は死の道をゆくだろう」「第二詠唱を確認、衝撃波ミャーン」

「嚙かみ砕くだけ！　マスティコア！」『最終詠唱を確認した、前方へ衝撃波を発射する』

「嚙み砕け、マスティコア」『最終詠唱を確認、徐しずかなること林の如く──』

　空気が震ふるえる。まるで陽炎かげろうのように空気が揺ゆれている。

　ブーンと音が鳴り、『ふうりんかにゃん』の左ひだり腕うでが吹っ飛んだ。

　中に詰つまっていた綿がボコボコと腕から飛び出てくる。

　一方、ヴィネグレットは平気だった。兵器だけに。ゆらゆらと左半身が揺れているが、それだけだ。右だったら腕が吹っ飛んでいたんだろうか。

　天敵──『ヴィネグレット』は『ふうりんかにゃん』にとって、正に天敵だったのだ。

　それでもまだ楽しげにリリアは俺から手を離はなした。

　手をかざすと、ピンク色の光が『ふうりんかにゃん』の腕を修復する。そうか、『ふうりんかにゃん』は命あるものじゃないから、魔装少女の力ですぐに直せるんだ。

　女王を倒たおすためには『ふうりんかにゃん』を倒さなければならない。だが、『ふうりんかにゃん』はすぐに女王が修復できる。

　これは厄やつ介かいな問題だな。

「ごめんなさい……試ためさせて──貰います」

『ふうりんかにゃん』を青せい竜りゆう刀とうに変えて、リリアは友紀へと迫せまる。

　振ふりかぶるリリアに、友紀は叫ぶ。

「ヴィネグレットおおおぉっ！」

　リリアの青竜刀が、ヴィネグレットの屈くつ強きような右手とぶつかる。

　そして、火花を散らしていた。

　どうやら、ヴィネグレットは結界を無視できるようだ。

「本当に──『ふうりんかにゃん』と同等の力があるんですね……ごめんなさい。それ欲ほしいです。ごめんなさい」

　友紀の手から火の玉がリリアに襲いかかっては、結界に阻はばまれていった。

　そんなリリアの体を、俺は後ろから抱だきしめた。

　結界に阻まれようと知ったことか。結界ごと抱きしめてやる。

「俺をいつまで蚊か帳やの外にしておくんだ？」

　にやっと笑う俺は、きっと気持ち悪い顔をしていただろう。

　リリアがちらりとこちらを見た。

　今だ。友紀、やっちまえ。

　瞬間──ヴィネグレットの右手が、友紀の右手に重なり、獅し子し刀とう『ふうりんかにゃん』を払いのけた。

　このまま女王を倒せ──そうだと思っていたが、友紀はそのまま意識を失うように、膝ひざから崩くずれ落ちた。ヴィネグレットも、ふっと煙けむりのように消えてしまう。

　どうした？　どうしたんだよ。なんで、腕や足や背中から、血が噴ふん出しゆつしてんだよ！

　早くこいつをなんとかして、輸血してやらないと。

「あ」小さく言葉をはじくリリアは、飛んでいく『ふうりんかにゃん』を目で追って振り返る。

　途と端たんに結界の抵てい抗こうはなくなり、俺は強くリリアの体を抱きしめていた。

　いや、強く前に力を入れすぎていたんだろう。俺はリリアを押し倒すようにして、倒れ込んでしまった。

「き、きゃああああああああああああああああああああ」

　柔やわらかい。なんて柔らかい唇くちびるなんだろう。

　柔らかい。なんて柔らかいおっぱいなのだろう。

　そう、俺はリリアと唇を重ね、そのあまり大きくない貧ひん乳にゆう。ハルナに言わせれば低てい脂し肪ぼう乳を包むように鷲わし摑づかみにしていた。

　それは、友紀と初めて出会ったときと同じように──

　………………また、やっちまった。

　相手が吸きゆう血けつ忍にん者じやじゃなくてよかったよ。吸血忍者はキスをしたら結けつ婚こんになってしまうからな。

「きゃああああああああああああああああああああああ」

　リリアは両手を突つっ張ぱるようにして俺を突き飛ばす。

　凄すごい力だ。尻しり餅もちをついた俺に、リリアは馬乗りになる。

「きゃああああああああああああああああああああああ」

　べぶんべぶんべぶんべぶん……往復ビンタが嵐あらしの如ごとく。

「きゃああああああああああああああああああああああ」

　ぐわんぐわんぐわんぐわん……胸むなぐらを摑つかまれて前後にゆっさゆっさと揺さぶられる。

「きゃああああああああああああああああああああああ」

　耳たぶまで真っ赤にさせて、涙目で俺を見下ろすリリア。

　まるで乙おと女めのように、うるうると涙を浮うかべてむっと口を閉じるリリアに、俺は思わず──

「ごめんなさい」

　謝ってしまった。

　リリアは何か言いたそうに小さく口を開き、そしてそのまま口を閉じて立ち上がる。

　そして、俺の顔面に一発。鉄の拳こぶしがめり込み、視界が暗くなる。

　目を開けたとき、もうリリアはそこにはいなかった。

　よっぽどショックだったみたいだな。キスしたことが。

　もしかして、ファーストキスだったのだろうか？

　申し訳ないことをしてしまった。──のかな。

　体を起こす。近くには、倒れている友紀がいた。

　ヴィネグレットが発現してからは、一方的な戦いをしていたのに……どうして急に──

　近くに寄って、体をポンポンと叩たたく。それでも反応がないので、俺は友紀の体を抱きかかえた。

「友紀？」

「げふっ」友紀は、血を吐き出した。

　手足から血が噴ふき出し、服が内側からじんわりと赤く広がっていく。

　なんだこれ──なんだよこれはっ！

　そうか、ヴィネグレット。

　以前、悪魔男だん爵しやくはヴィネグレットを制せい御ぎよするための指輪をくれたことがある。

　あれがなければ、ヴィネグレットは制御できない。

　それは、友紀の体が魔装兵器に耐たえられないという意味ではないだろうか。

　そう、人間が無意識にセーブして、本来の力を使えないように。

「相川……無事か？　よかった。やっと、相川のために、嫁よめらしく、守れた、みてぇだ」

　笑え顔がおを見せて、また吐と血けつする。

　友紀もどこかで、わかっていたんだ。ヴィネグレットに身を委ゆだねることが、肉体の崩ほう壊かいを招くことを。

　だが、友紀は吸血忍者。

「ああ、お前のおかげだ──だから友紀。俺の血を吸え」

　友紀は閉じそうな目を精せい一いつ杯ぱい大きく開き、小さく首を横に振る。

「相川……でも、吸血には掟おきてが──」

「ああ、知ってるさ」

　吸血忍者の掟では、血を吸う前にしなくてはいけない行こう為いがある。

　俺はそれを──した。

「……んっ」
















　驚おどろく友紀の柔らかい唇を少しだけ味わった俺は、首を差し出す。

「これで、いいんだろ？」

「相川……」

　友紀は唇を指でなぞる。

　そんなに俺のキスがイヤだったのか？　貧血気味で青かった頰ほおが、ほんのりピンクに染まる。そして──

　かぷ。友紀は俺の首筋に嚙みついた。すると、みるみるうちに、傷が癒いえていく。

　これで、安心だな。

「な、なあ相川」

　立ち上がり、汚よごれた服をなでる友紀。

「なんだ？」

「オレたち──その、もう恋こい人びと、なんだよな」

「違ちがうね」

「え？」

「俺はお前の嫁で、お前は、俺の嫁だろ？」

「──おう、そだな！」

「お前の気持ちはありがたいし、それは受け入れたいと思う。でもな、俺にはやっぱりわからないんだよ。付き合うってのがなんなのか。だから──恋人にはなれない」

「バーカ」友紀は満面の笑みで、小学生の悪口の常じよう套とう句くを吐はいた。

「なんだよ」

「相川ってガキでバカだな」

「お前に言われたくないんだが？」

　友紀は笑顔のまま、俺の胸に頰を寄せるように、ぎゅっと抱きしめてきた。

「おい、そんなにひっつくな。コアラかお前は」

　くっついたまま、友紀は顔を上げる。もうすっかり、元気な友紀。

　いや、そこにいたのは、女の子。吉よし田だユキだったのだろう。

　だから、俺はこんなにもドキドキしていた。

　くそ、友紀に鼓こ動どうがバレてないだろうな？

「なあ、相川──もっかい、して貰もらってもいいか？」

「まだ血が足りないのか？」

「ん」

「今日だけだぞ？」

　目を閉じ、背筋を伸のばす友紀。

　俺も唇を突き出して、友紀の──

「だあらっしゃららあ──────っ！」

　俺の頰を、靴くつの先がえぐる。

　それはドリルのように超ちよう高こう速そくで回転していたが、あまりのことに、俺はスローモーションでそれを感じてた。

　あばばばばばば。

　歯が頰肉に突き刺ささる。歯は茎ぐきが変形する。

　イタリア料理が美お味いしいときにボーノ！　と言いながら親指でぐりぐりする以外に、これほど頰をぐりぐりされたことはないだろう。

「大だい丈じよう夫ぶかユキノリっ！　この変態！　エロッカーっ！　エロッカールームがっ！」

　べぶんべぶんべぶんべぶん……

　往復ビンタをされながら、俺は気付いた。

　ハルナはずっと、友紀が心配だったんだ。

「し、師し匠しよう……えっとその──大丈夫だぜ！」

　なぜグッドラッキングガイレースに参加させたのか。スケートの特訓を始めたのか。

　全すべて、弟子である友紀のため。

　友紀が俺のために何かをしたいと思ったり、落ち込んだとき、ハルナが助けていたんだ。

　いつもは自分のためだけにイベントや騒さわぎを起こしてきたハルナ。でも、その目的は他人のために変わってきている。

「──無事で、本当によかった」

　優やさしい微笑ほほえみを向けるハルナと、同じ表情を浮かべる友紀。

　そう、ハルナは友紀を愛している。

　師弟愛。そういうものも、あるのだ。

　俺は、付き合うとか恋人とか結婚とかはわからない。

　でも、愛があることはわかるんだ。

　──やっぱり、ガキなのかね。

























　冬休み最終日。俺はもう一度スケートをしにやってきた。

　ハルナ、セラ、ユーはもちろん、友トモ紀ノリ、三み原はら、平ひら松まつ、織おり戸と、アンダーソン君。

　学校行事でもないのに、クラスも違う同級生と団体で遊びに出かけるなんて、去年までの俺からは想像も出来ないことだった。

　スケート靴ぐつをレンタルして、意い気き揚よう々ようとしたハルナを先頭に、リンクへと向かう。

　荷物を置いたら、みんなすぐにリンクへと向かっていった。

　俺自身も、早く滑すべりたくてたまらない。

「相あい川かわ……」

　心配そうな表情を浮うかべている友紀が、隣となりにいた。

「心配すんな。特訓の成果を見せてやろうや」

「お、おう──オレ、もう怖こわくねえぜ！　相川と、一いつ緒しよだから」

　ガキみたいな笑顔ではなく、少し恥はじらいを持った女の子の可愛らしい笑顔。

　そんな友紀と、俺もリンクに足を踏ふみ入れる。

「うきゃあああ」

　楽しげな表情で時計回りにすいすい滑っていくハルナ。

　セラはスピードスケーターのように大きく腕うでを振ふって滑っていく。ポニーテールがなびいていた。

　織戸はそんなセラの前で、カメラを構えながら後ろ向きに滑っていた。

　セラのスピードについていくだけでも凄すごいのに、後ろ向き。こいつにここまでスケートの才能があったとは驚おどろきだ。

　というより、エロパワーに驚きだと言った方がいいのか。

　不動のまま立っているユーは、エスカレーターのパントマイムでもやっているかのようにすい～と滑っていく。──可愛い。

　平松はあまり慣れていない様子で、ぎこちないがちょこちょこと歩くペースで滑っていた。──これまた可愛い。

　三原は平へい々へい凡ぼん々ぼんと、友紀と一緒に滑っていった。「すごいじゃない」と褒ほめているのが遠くからでも見て取れる。

　──さて、そろそろ俺も見せつけてやろうかね。

　氷上の貴公子（自じ称しよう）の力とやらをなっ！

　みんなが外周を回っている間に、俺はリンクの中央へ向かう。

　さあ、とくと見るがいい！　毎年一人でずっと練習を重ねてきたスケーティングをっ！

　いつも家族連れの子供から「お兄ちゃんすごーい」と絶賛される動きをっ！

　音楽はないが、頭の中でクラシックを流し、フリー演技を披ひ露ろうする。

　両手を広げ、まるで曲を指揮しているかのように手を振り、表現しながら滑る。

　そして──トリプルアクセルっ！　は──さすがに決まらなかったが、二回転は出来たと思う。うん。

　そうだ。フィギュアスケートは技わざをするだけではないっ！

　ダンスを踊おどるんだ！

　くるくるくるくる……上半身と並行になるように片足をぴーんと張ってＴ字のような状態で回るキャメルスピン。

　足を両手で摑つかんでショットガンスピン。

　もう回ってるのが楽しくて楽しくて。

　さあ、みんな見てっ！　何度も何度も練習した俺の雄ゆう姿しを……

　………………あっれえ？　全っ然、見てへんやん。

　だんれも見てくれとらんやん。

　めっちゃヘコむやーん。ごって損やーん。

　氷の上に崩くずれ落ちてしまいそうな俺の視線に入ってきたのは、長身の男。

　金きん髪ぱつが眩まぶしいそのイケメンの名は──アンダーソン。

　本当は下しも村むらだけど。

　彼は俺の側そばまで来ると、その場でスピンを見せた。手足の長いイケメンならではの、美しいスピン。

　体の芯しんがぶれない、素す晴ばらしいスピンだ。

　お、その足の向きは──そのまま背中を反れば──

　まさかイナバウのか？　イナバウのか？　イナバ──わない～っ！

　見たいよっ！　イナバウワー見たいのに──まただ今度こそイナバ──わないーっ！

　なんという焦じらしプレイ！　アンダーソン君に、すっかり虜とりこになっていた。

　その実力は、俺以上だと言わざるを得ないだろう。

　だが、悔くやしさはない。

　そこには『美しい』という感情しか、存在しなかったのだ。

　アンダーソン君は俺に手を差さし伸のべる。

「滑らないか？」

「アンダーソン君……」

　俺はその手を取る。これもまた──愛、故に。

　まるでワルツを踊るかの如ごとく、ペアで滑るのを堪たん能のうする。さすがに、周りも俺に注目せざるを得なかった。

「相川がなんかキモイんだけど」三原の冷たい目。

「うん。キモイな」ハルナの呆あきれた目。

「格好いいよ……相川くん……下村くん」苦笑いの平松。

『素敵』無表情のユー。

「お見苦しいところをお見せしないで下さい」

　まるで放送コードに引っかかる失礼な画があったと誤解されそうなセラの言葉で、俺は自分が恥ずかしいことをしていたと気づいた。

　本気で動きすぎたせいもあってか、疲つかれていた俺は、逃にげるようにリンクの外へ。

　ウーロン茶で喉のどを潤うるおし、椅い子すに腰こし掛かけて一息吐つく。

　何か事件があるごとに、俺は思う。

　こういうのんびりとした世界を守りたいと。

　ヴィリエの女王『リリア・リリス』はユーを狙ねらっている。

　だとすれば、俺はそれを阻そ止しするだけだ。

「相川ーっ！」

　ぶんぶんと手を振る笑え顔がおの友紀。特訓の甲か斐いあってか、無事に滑れているようだ。

　俺は笑顔で手を振り返す。

　……そのとき、ふと妙みようなことが頭をよぎった。

　俺を尾び行こうしていたんじゃなくて、ユーを尾行していたんだと、そう思っていた。

　いつもユーが狙われるから、今回もそうなんじゃないかと、そう思っていた。

　でも、今思い返せば、同人誌即そく売ばい会かいのときに友紀が言っていたじゃないか。

　誰だれかに見られている気がする──って。

　あのとき、ユーはいなかった。

　もしかして、リリアの狙いは、友紀だったのではなかろうか？

　そうだ。リリアと『ふうりんかにゃん』ならば、俺や友紀を無視してユーを追うことも出来たはず。

　それをせずに、俺たちと戦ったのはどうしてだろうか？

　それは、狙いが友紀だったから？

　こういう疑問にぶち当たったときは──

　俺はカバンの中から、携けい帯たい電でん話わを取り出す。

　プップップップップ……プルルルルル……プルルルルル……

　ガチャ。

「はいぃ～。マテライズ魔ま法ほう学校ですぅ」

「あ、大先生ですか？　俺です。相川歩です。あ、明けましておめでとうございます」

　ヴィリエの内情に詳くわしい人物──大先生。彼女はいつも、答えをくれる。

「どうもですぅ。何がめでたいんですかぁ？」

　あれ？　あー、そっか。こっちでは新年でも、ヴィリエではまだ違ちがうのか。

「今こっちでは新年なんですよ。なんで、これからもよろしくお願いします──と」

「あ～、それはめでたいですねぇ。これからもぉ、よろしくお願いしますぅ。今日は、どういったご用件ですかぁ？」

「実は、リリアに会いました」

　大先生は二拍はくほどの間を置いてから、変わらぬおっとりした声で──

「……どうでしたぁ？」

「二回ほど、やりあいましたよ。魔装兵器『ふうりんかにゃん』と」

「それは大変でしたねぇ～。皆みなさんは無事でしたかぁ？」

「ええ。友紀の中にあった魔装兵器のおかげで──」

　俺は、そこで言葉を失った。

　自分で発した言葉に、ある仮説が浮かび上がったのだ。

「アユムさん、どうかしましたかぁ？」

「友紀の中にある魔装兵器は、『ふうりんかにゃん』に対応するためのモノですね？」

　俺の声は、少し強く発せられていただろう。

「そうですぅ。『ふうりんかにゃん』と同じ強さがあるかはわかりませんがぁ」

「大先生は、それをヴィリエに置いておけないから、友紀にいれて人間界に保管した。そう、いずれ来る『ふうりんかにゃん』との戦いに向けて」

「……さあて、どうでしょうかねぇ？」

「俺と大先生が初めて出会った頃ころ──たしか、俺はメガロ駆く逐ちく作戦とやらに抜ばつ擢てきされたんだよな？」

「ええ。作戦自体はもう、ニセメガロの件を踏まえた上でぇ、ほぼほぼ廃はい案あんになりましたがぁ」

「もしかして、メガロ駆逐作戦に俺を抜擢したのは、ヴィリエの女王。あんたが倒たおしたい人物であるリリア・リリスなんじゃないですか？」

　そう、大先生はあのとき、リリアが俺に興味があることを知った。

　そして、『ふうりんかにゃん』を連れ、俺に会いに行くことも予測出来たはずだ。

　だから、友紀を、中にある魔装兵器を俺に預けた。




『ふうりんかにゃん』と『ヴィネグレット』を──ぶつけるために。




　まんまと、大先生のコマにされたんだ。俺も、友紀も。

　その疑問を投げかけていることを、今の追つい及きゆうで大先生も気付いている。

　だが、大先生はこれを否定できない。

「そうですよぉ」

　そう、否定できないんだ。

　何な故ぜなら、リリアが俺を抜擢したことは、ハルナに聞けばわかることだから。ここで噓うそを吐き、後々バレる方が、俺の疑念は大きくなる。

　さらに、追及を続ける。ここで引いてはいけない。

「リリアは、ヴィリエの脅きよう威いになるからと、攻こう撃げきを仕し掛かけてきた。俺はてっきり、リリアと同じぐらいの魔ま力りよくを持つ──そう、『死を呼ぶ者』であるユーが目的だと思っていたが──違ったんだ。大先生、あんたの女王を対策するためのモノを狙っていたんだ」

「まあ、気付かれちゃいましたぁ？　それは困りますねぇ。ハルナは最後の砦とりでですのにぃ」

　………………え？　今、なんて言った？

　ハルナ？　友紀ではなく、ハルナ？　魔装兵器じゃないのかよ。どういうことだ？

「ハルナは、一体何者なんです？」

「女王に、魔装少女はひれ伏ふすしかないんですぅ」

「それは、悪魔男だん爵しやくから聞いた。『ふうりんかにゃん』の前では、魔装少女はテーブルみたいなもんだって」

「まだ仮説でしかありませんがぁ、『純じゆん粋すいな魔装少女』でなければぁ、『ふうりんかにゃん』の影えい響きようを受けないと思うんですぅ」

「純粋？　確かに、俺は大だい丈じよう夫ぶだったな──ハルナもそうなのか？」

「ええ。ハルナの母親はぁ、魔装少女じゃないんですよぉ」

　その言葉を聞いたとき、俺の脳のう裏りを掠かすめたのは、ハルナの同人誌だった。

　ハルナは元々、京都に行くつもりが、勘かん違ちがいで東京都に来てしまった。

　そんなハルナが、何故京都の街並みを描えがくことが出来たのだろうか？

　天才魔装少女は言っていた。

『あたしは天才なの！　一度見たモノや一度行った場所は忘れないのっ！』

　ハルナは一度行っているのかもしれない。

　そこが京都であることを知らず……母親に連れられて。

　つまり──

「ハルナの母親は……日本人。京都の人間──か」

「あらあらぁ、どうしてそれを知ってるんですぅ？」

「大先生に京都の豆とう腐ふを勧すすめた人物がいる。そして、ハルナは京都の街並みを知っていた。この二点から、推測しただけですよ。……いや、もう一点ある。ハルナという名前は、ヴィリエらしくない」

「ふふ、その通りですよぉ。メガロに変な名前を命名したりぃ、停戦を結んだりぃ、変な人でしたねぇ」

「大先生」

「なんですかぁ？」

「俺たちはあんたのコマじゃない。もし、ハルナたちに何かあったら、俺があんたを許さないからな？」

「まあぁ、怖こわいですねぇ。何が、そこまでアユムさんに言わせるんでしょう～」

　クスクスと、小さな笑い声が電話越ごしに聞こえてきたので、俺は真しん剣けんに、真ま面じ目めに、格好つけてこう返した。

「俺は今を──愛しているんです」

　そう、そのとき俺はまだ……愛すべき今が変わることなく続くと思っていた。








　あとがき






　どうも、今一番ハマっている海外ドラマは『スパイ大作戦』の木き村むら心しん一いちです。

　これはゾンビですか？　八巻を手にとって頂き誠まことにありがとうございます。

　さて──

　ちょっと聞いて下さいよ。近くの回転寿ず司し屋さんに一人で行った時……

　そこで『ハマチおじさん』に出会った時の話なんですけど。

　日曜日ってこともあってか、凄すごい込んでたんですよ。ほいで、結構待たされてカウンター席に通されたんですね。

　左手側には、『釣つりバカ日誌』に出てくるようなおじさんがいて、右手側には大学生ぐらいでしょうか、好青年なお兄さんがいたんです。

　で、私も含ふくめて三人とも何も食べてなかったんですね。

　というのも、寿司が流れてこない。

　ずーっと、なんにも流れていない。

　やっと流れて来たと思ったら、『ご注文の品』なんですよ。

　もう店内は注文の声とはしゃぐ子供の声ばかり。

　さすが日曜日。カウンター席にいた私とおじさんとお兄さんは、注文をしませんでした。

　私は小心者なのですが、両りよう隣どなりの二人は忙いそがしいところに注文するのは申し訳ないとでも思っていたのでしょう。

　なんていい人たちなんだろう。空気読めるわー。と感心してました。

　店側もこれじゃマズいと思ったんでしょうね。

　マグロが五連続で流れて来ました。

　やっと来たと思ったら、この明らかに「緊きん急きゆうで握にぎりました」と言わんばかりのマグロ五連続。

　この時ちょっと笑いそうになったのですが、いきなり笑い出したら良い人である二人の迷めい惑わくなので、必死に笑いを堪こらえてました。

　おじさんは、ようやっと流れて来たこのマグロをスルーします。

　なるほどなるほど、「やっと来た」と思っているのは我々だけではないはずです。このおじさんは、店内のみんなのためにあえてスルーしたのでしょう。

　私はえらく感かん銘めいを受けて、マグロをスルー。すると、お兄さんもスルーしたのです。

　に、兄さん！　空気を読める兄さんやわー。

　この時、妙みような連帯感が生まれていたように思えます。

　続いて流れて来たのはイカ。今度は六連続です。

　おじさんはやっぱりスルーしたので、私もスルーします。お兄さんも当然のようにスルー。

　暗あん黙もくの了りよう解かいという奴やつでしょう。堂々たるもんです。

　続いて、ハマチの五連続。これも当然スルーすると思っていた私でしたが──




　おじさんはそのうち、四皿を取りました。




　どんだけハマチ好きやねん！　どんだけ好っきやねん！

　一つだけ残されて流されていくハマチの哀あい愁しゆうといったら、もうおかしくておかしくて。

　私は何も食べてないのに、口を手で押さえました。

　右隣を見ると、私と同じポーズの大学生。

　に、兄さん！　兄さんはやっぱり分かってるわー。

　ハマチのあとは、もう普ふ通つうに皿を取るようになった私と兄さん。

　おじさんはハマチがごっつ好きなんでしょうね。凄い勢いで四皿を食べてしまいました。

　ちょうどそんなとき、ハマチの三連続が……

　おじさんはそれを全部取りました。

　だからどんだけ好きやねん！　なんでさっき五皿取らへんかってん！

　私とお兄さんは同じタイミングで口を押さえます。

「あかんで。笑ったらあかんで。耐たえるんやで」

　兄さんは暗に、そう言っていたでしょう。でもあんたが同じタイミングで口を押さえるもんだから余計に面おも白しろいんです。でも兄さん素す敵てき！　一生ついていきます！

　笑いをなんとか堪えた私と兄さんの前をよぎる──ハマチ。

　それは、ベルトコンベアーを折り返して帰ってきた、最初の五連続ハマチの生き残りでした。

　あいつ──まだ生きていたんだ。

　せっかくおじさんが一つ残してくれたのに。まあ、あれもぐるっと一周回っておじさんの手に渡わたるのだろうか？

　おじさんは身を乗り出してそれを取りに行きます。

　そこまでしてかよっ！　漁師でもそんなにハマチ食べねぇよ！

　目の前のレーンから取るのがマナー。しかし、それを曲げてでもハマチを取りに行くおじさんの姿に、もう私は堪たまりませんでした。

　さっき取れば良かったやん！

　いや待て、四皿がおじさんのキャパシティなのだと考えれば──今四つだし。

　それにしても、ぐるっと回ってもう一回来るまで待てなかったのだろうか。

　なんて色々なことを考えているうちにどんどんおかしくなってきて──

　でも、笑うのは失礼。兄さんだってずっと押し黙っているじゃないか。

　よし、耐えきった。どうですか兄さん！　俺頑がん張ばったよね！

　なんて、兄さんの方を見てみたら──

「ハマチ一つ下さい」

　兄さんっ！　兄さ──んっ！

　そう、兄さんはハマチを注文していたのです。

　うそーん。兄さんハマチ食べたかったんかい！　お前もハマチかーい。

　結局、ハマチを一○皿食べたハマチおじさんは、カレイ臭しゆうがしてましたけどね。

　そんなハマチおじさんやハマチ兄さんのいるこの街が大好きです。

　愛してるよ！　ハマチおじさん！

　ということで『愛』がテーマの八巻、いかがでしたでしょうか？

　今回はコミケを舞ぶ台たいにしました。

　実は今回、初めてロケハンをしてきました。

　と言っても、臆おく病びようで小心者の私は、コミケ三日目なんて大変そうだったので一日目の昼過ぎ、しかも何も買わずに帰ってきた訳ですが、結果、あんな適当なコミケ描びよう写しやになってしまいました。

　あれって、欲ほしいモノを事前にチェックしておかないと大変ですね。

　賑にぎやかで楽しい雰ふん囲い気きを楽しむだけじゃあ、意味がない。

　まあ、コスプレ美女たちはチェックしましたけどね。げへへへへ。

　つまり、全然参考にならなかったって訳さ！　今度はロケハンの仕方を勉強しようと思いました。

　さてさて、今回の新キャラはとうとう女王が登場しましたね。

　相変わらず容姿はイラスト任せです。

　常々私は、素人しろうとの自分がこだわるより、プロであるイラストレーターさんにお願いしたいとそう思っています。

　そりゃあ設定上で付けてる譲ゆずれない部分はあります。

　たとえば、ネネさんの爆ばく乳にゆうは魔ま力りよくを無効化した反動と『寝る子は育つ』って意味があります。そんな設定どうでもいいだろうし言わないですが。

　ハルナの髪かみの色が茶ちや髪ぱつなのも、ヴィリエの人間とは少し違ちがうという意味で明記しました。

　そうなんです。ハルナはただの魔装少女ではなくハーフ。それも──げぶっ、ネタバレはドＳ担当に止められてるんだった。

　この作品には後付けがたくさんあります。

　ですが、そうじゃないモノもたくさんあります。

　果たして何人がわかるかな～？　ふっふっふ。

　セブンスアビスとか悪魔男だん爵しやくが頭領という設定は一巻からある設定でした。

　ただ、この物語は三巻まで続くか分からないようなモノだったので、出そうにも出せませんでした。

　本当は二巻で吸きゆう血けつ忍にん者じやの里へ温泉旅行へ行く予定でした。悪魔男爵の件とか友紀の件とかサラスとか色々ありますからね。

　その案を出したとき──

「面白くないです」

　ぎゃふん！　初めてだよ！　初めて「ぎゃふん」って言っちゃったよ！

「でもー、やりたい設定が一いつ杯ぱいありましてー」

「やらないでいいんじゃない？」

　……ですよねー。

　裏設定を設置していくのは作者のワガママな部分が多い『これはゾンビですか？』。しかし、それに触ふれようとすれば──

「全然面白くないです」

　ぎゃふん！　特に吸血忍者関連の話に持って行けばぎゃふんとされてしまいます。

　そうか。なるほど。今まで色々な作品であの設定はどこに行ったんだろう？　と思うことがありましたが、それはやってみたら面白くなかったということではないでしょうか。

　決して設定を忘れた訳ではないのです。

　次はどの設定を掘ほり起こそうか。と考えるのは結構楽しいもので、作家をやってて良かったなと思える瞬しゆん間かんでもあります。

　中には、もう出せないと判断してフタをしてしまった設定もありますが。

　さあ、次はハルナの過去と、なぜハルナが歩の名前を覚えているのか──って設定を掘り下げていこうかな。

　それでは九巻でお会いしま──え？　まだ尺が残ってる？

　マジで……もう言いたいことは全部言ってしまったのに。

　あとがきって、いつも何を言えばいいのか悩なやんでしまいます。

　そもそも、読者は何を聞きたいのだろうか。ここは裏話をする場所だと思ってたんですけど、いつもドＳ担当の苦労話ばっかりだし、本当にこれで面白いのか疑問です。

　よし！　好きなモノの話をしよう！

　スポーツを見るのは大好きです。

　やっぱりバレーかバスケかの二強になりますかね。

　一番好きなのはバスケなんですが、やはり王道はテニスですね。

　最近では陸上も結構注目株だと思います。

　意外と剣けん道どうもなかなかのモノですよ？

　ええ、やっぱりいいですね。




　──おっぱい。




　陸上部はお尻しりと足が素敵で、貧ひん乳にゆう派である私にはオアシスのようなところですね。テニスはバランスがよくて、バレーは巨きよ乳にゆうが多い。バスケはユニフォームがすでにエロい。

　げふんげふん。えー、話を変えましょう。

　好きなスポーツはと言われれば、私はバスケットボールだと答えます。

『スラムダンク』世代なんですが、どちらかと言えば『ＤＡＮＤＡＮだんく！』世代です。

　あと『ＤＥＡＲ　ＢＯＹＳ』も好きですね。『あひるの空』とかもオススメです。ラノベだったらロリ……じゃなかった、『ロウきゅーぶ！』ですかね。

　この作品を書き始めた頃ころ、『ＤＥＡＲ　ＢＯＹＳ』の瑞みず穂ほ対湘しよう南なん大だい相模さがみ戦をやってまして、そこにいたキャラクター。哀あい川かわ和かず彦ひこと布ふ施せ歩あゆみからもじって名前を作りました。

　あ、こういうキャラの由来を書いていけばいいんですかね？

　えー、歩のキャラクターは未いまだに定まっていません。

　ユークリウッドという名前は、よく『ユークリッド』じゃダメなのか？　とご指し摘てきを頂きますが、『ニュークレラップ』からもじったモノなんで、文字数が変わるとなんかそわそわするのでそのまま行きました。

　吸血忍者関連はまあ適当に。魔装少女関連もそれなりに適当に。

　アンダーソン君の下しも村むらには、冥めい界かい。アンダーグラウンド的な意味を込めて付けました。

　ほら、イメージ的に冥界って地上より下にあるような気がするじゃないですか。逆にヴィリエは地上より高い場所にある。だから魔装少女は飛んでいく。

　決して冥界人だったのは後付けじゃないんです！

　なんてことをアニメ監督の金かな崎さきさんに以前お話したら──

「ザリーとかクマッチは飛んで来なかった？」

　……おう。そうなんです。冥界が地上より下にあるってのは後付けなんです！

　その頃は全然そんなことを考えていませんでした。

　三み原はらかなみの『かなみ』はそのときアリスソフトのランスシリーズをプレイしていたからです。見当かなみは大好きですが、三原かなみは忍者の予定はありません。

　あと『スクライド』のかなみもいいですね。ついでに宝たから塚づかトップスターである彩あや乃のかなみさんもいいですね。

　織おり戸とは最初、田中でした。わかりやすさを重視していたのですが、担当から変えろと言われて。名前の由来はあとがきにたびたび出てくるセラのモデルのきっつい女の子の名前をもじったモノです。

　この件は本人にはもちろん担当にも話してますんで、担当さんから──

「最近『オリト』さんとはどうなんです？」

「相変わらずメールくれないんですわー。最後に来たメールは『迂う回かいした』ですね」

「そっけないですねー」

「まあ、それもある意味可愛いからいいんですけど」

「付き合ったりしないんですか？」

「いやー、無理でしょうね。キスしてやりたいとは思いますけど」

「木村さん相変わらずキモイわー」

　はははは……なんて会話をすることがあります。

　ここでたまに問題が発生します。私と担当は『オリト』が女の子であることを知ってるんですが、他の人は知らない。

　そう──『織戸』しか知らないのです。

　第三者がいるときにそれを忘れて話をしていたら、ドン引きされることが多いですね。

　名前の由来はそんなもんかな。

　もう何にもねえ！　あとがきで書いて欲しいこととか募ぼ集しゆうしてみようかな。

　ツイッターの中の人はサッカー好きだよね。まあ、私が対応するより中の人は女性の方がいいでしょう。

　あとは──好きなことでも書こうかな。

　いいかお前ら！

　バストサイズを聞くときはアンダーを聞け！　トップを知らんと言ってもアンダーを知らんというのは言い訳にならんはずだ！

　するとこう返してくるだろう！

「なんでそんなこと言わなきゃあかんの？」

　ぎゃふん！　諦あきらめるな！　おっぱい！　おっぱい！　諦めずにしつこく聞き続けると──

「どんだけおっぱい好きやねん」

　………………ハマチおじさんにつながった。







　最後に謝辞を。

　アニメをご覧いただいた皆みな様さま、ドラマＣＤを買っていただいた皆様、『これはゾンビですか？』って変な奴があるんだぜ？　と誰だれかに言って下さった皆様、あなた方のおかげで、アニメ二期という身に余るほどの成果を出すことが出来ました。

　私はファンというものも、スタッフの一人であると考えています。誰かに『これはゾンビですか？』の話をするだけでも、宣伝になるからです。

　宣伝無くして本は売れません。

　こぶいちさんやむりりんさん、アニメスタッフの方々、富ふ士じ見み書しよ房ぼうの方々。

　その全すべての人を──愛してる！

　ではまた九巻でお会いしましょう！

　愛してるよ！
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